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国土交通大学.校(小平本校)の施設管理業務民間競争入札実施要項(案)

競争の導入による公共サーピスの改革に関する法律(平成 18年法律第51号。以下、
『法Jという。)に基づく競争の導入による公共サービスの改革については、公共サーピス
による利益を享受する国民の立場に立って、公共サービスの全般について不断の見直しを行

い、その実施について、透明かつ公正な競争の下で民間事業者の創意と工夫を適切に反映さ

せることにより、国民のため、より良質かつ低廉な公共サービスを実現することを目指すも

のである。
前記を踏まえ、国土交通大学校(小平本校) (以下、『大学校Jという。)は、公共サービ
ス改革基本方針(平成23年7月15日閣議決定)別表において民間競争入札の対象として
選定された本校の施設管理業務(以下、『管理業務Jという。)について、公共サービス改
革基本方針に従って、本実施要領を定めるものとする。

1 .対象公共サービスの詳細な内容及びその実施に当たり磁保されるべき対象公共サービス

の質に関する事項

1.1対象公共サーピスの詳細な内容

( 1 )対象施設の概要

く施設概要>

施設名称

所在地

敷地面積

建物

国土交通大学校(小平本校)
東京都小平市喜平町2-2-1

61， 920rrf 

管理厚生棟(地上3階建) 研修棟(地下 1階地上4階建)

竣工年 平成 12年 竣工年 平成 11年

建築面積 2，275rrf 建築面積 2，468rrf 
建物面積 5，028rrf 建物面積 9，798rrf 
構造 鉄筋コンクリート造 構造 鉄筋コンクリート造

宿泊棟(地下1階地上5階建) 大会議室(地上2階建)

竣工年 平成 10年 竣工年 平成 13年

建築面積 2，532rrf 建築面積 456rrf 

建物面積 11，387rrf 建物面積 674rrf 

構造 鉄筋コンクリート造 構造 鉄筋コンクリート造

図書館(地上2階建) 多目的研修棟(地上2階建)
竣工年 平成 13年 竣工年 平成 11年
建築面積 490rrf 建築面積 l，693rrf 
建物面積 659rrf 建物面積 2，059rrf 
構造 鉄筋コンクリート造 構造 鉄筋コンクリート造

一部鉄骨造

く施設目的>

国土交通省の総合的な研修機関として国土交通省の職員その他の者に対し、国土交
通省の所掌事務に関し、職務を遂行するために必要な知識及び技術を習得させるとと

もに、能力・資質等の向上を図り、もって国土交通行政の円滑な運営に資することを
目的とする。(別紙4参照)
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( 2 )業務の対象と業務内容
以下の対象業務について、大学校の職員、研修員が快適に業務及び研修を行えるよ

う適切に行うこととする。

<対象業務>

①点検等及び保守

大学校の各設備、建築物について、その性能及び状態を常時最適な状態にしておく

ため、適切な管理運営を行う。

1 )定期点検・臨時点検及び保守

・建築物点検業務

・自家用電気工作物保守・点検業務

.エレベーター保守・点検業務

-電気通信設備点検業務

・空調設備等保守・点検業務

.自動制御機器点検業務

・自動扉保守・点検業務

・厨房排水処理設備保守・点検業務

・消防設備点検業務

2)運転・監視及び日常点検・保守

・運転監視及び日常点検・保守業務

②清掃等業務

大学校の消掃、除草を行う。

1 )清掃業務

-清掃業務

2)除草業務

・除草業務

③響備等業務

大学校の職員、研修員、来校者の安全確保及び案内、宿泊棟の管理運営を行う。

1 )守衛業務

-守衛業務

2)管理人業務

・宿泊棟管理人業務

④執務環境測定業務

大学校施設における環境衛生管理を行う。

1 )環境衛生管理業務

・環境衛生管理業務

1. 1. 1点検等及び保守

( 1 )用語の定義

①点検

「点検Jとは、建築物等の部分について、損傷、変形、腐食、異臭その他の異常の
有無を調査することをいい、保守文はその他の措置が必要か否かの判断を行うことを

いう。
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②定期点検
「定期点検』とは、当該点検を実施するために必要な資格又は特別な専門的知識を

有する者が定期的に行う点検をいい、性能点検、月例点検、シーズンイン点検、シー

ズンオン点検及びシーズンオフ点検を含めていう。

③臨時点検

『臨時点検Jとは、当該点検を実施するために必要な資格文は特別な専門的知識を
有する者が、台風、暴風雨、地震等の災害発生直後及び不具合発生時等に臨時に行う

点検をいう。

④日常点検

「日常点検Jとは、目視、聴音、触接等の簡易な方法により、巡回しながら日常的
に行う点検をいう。

⑤保守

「保守Jとは、点検の結果に基づき建築物等の機能の回復文は危険の防止のために
行う消耗部品の取替え、注油、塗装その他これらに類する軽微な作業をいう。

⑥運転・監視

「運転・監視Jとは、施設運営条件に基づき、建築設備を稼働させ、その状況を
監視し、制御することをいう。

(2 )定期点検・臨時点検及び保守・

①定期点検・臨時点検及び保守の範囲

定期点検・臨時点検の結果に応じ実施する保守の範囲は、次のとおりとする。

1)汚れ、詰まり、付着等がある部品文は点検部の清掃

2)取付け不良、作動不良、ずれ等がある場合の調整

3)ボルト、ねじ等で緩みがある場合の増し締め

4)次に示す消耗部品の交換又は補充

・グリス、充填油等

・ランプ類、ヒューズ類

・パッキン、ガスケット、 Oリング類、ベルト

5)接触部分、回転部分等への注油

6)軽微な損傷がある部分の補修

7)塗装(タッチペイント)

8)その他これらに類する軽微な作業

②点検の実施

1 )点検を行う場合には、あらかじめ大学校の定める施設管理担当者(以下、『施

設管理担当者Jという。)から劣化及び故障状況を聴取し、点検の参考とする。
2)点検は、原則として目視、触接又は軽打等により行う。

3)測定を行う点検は、定められた測定機器又は当該事項専用の測定機器を使用す
る。

4)異常を発見した場合には、同様な異常の発生が予想される箇所の点検を行う。

なお、法令等に定めがある場合には、これに従うこととする。

③消耗品等の支給

保守に用いる次の消耗品、付属品等は、特記がある場合を除き、本業務を実施する
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者(以下、『落札事業者Jという。)の負担外とする。
1) ランプ類

2) ヒューズ類

3)発電機・原動機用の燃料

④応急措置等
1)点検の結果、対象部分に脱落や落下文は転倒の恐れがある場合、また、継続使

用することにより著しい損傷又は関連する部材・機器等に影響を及ぼすことが想

定される場合は、簡易な方法により応急措置を講じるとともに、速やかに施設管

理担当者に報告する。

2)落下、飛散等の恐れがあるものについては、その区域を立入禁止にする等危険

防止措置を講じるとともに、速やかに施設管理担当者に報告する。

3)応急措置、危険防止措置にかかる費用は、施設管理担当者との協議による。

⑤点検の省略
法令等で定めのあるものを除き、次に掲げる部分の点検を省略できる。

なお、点検を省略した場合は、保守点検報告書等に省略部分及び理由を記載するこ

と。

1 )電気の通電又は運転を停止することが極めて困難な状況にあるもの及びその付

近にあるもので、点検することが危険であるもの。

2)地中若しくはコンクリートその他の中に埋設されているもの。
3) ロッカー、家具等があり点検不可能なもの。

⑥注意事項

1)点検等及び保守の実施の結果、対象部分を現状より悪化させてはならない。

2)点検等及び保守の実施に当たり、仕上材、構造材等の一部を撤去文は損傷を伴

う場合には、あらかじめ施設管理担当者の承諾を受ける。

3)点検等及び保守の実施にあたり、事務室、講義教室、宿泊室において立入点検
等を行う場合は、施設管理担当者へ連絡のうえ指示を受けること。

⑦点検機器、点検内容及び周期等

別紙5及び別紙6-1から別紙6-9のとおり。

( 3 )運転・監視及び日常点検・保守

①適用

本業務は、中央監視室等に常駐して実施する運転・監視及び日常点検・保守に適用
する。

②業務の条件

1)平日(行政機関の休日に関する法律(昭和63年法律第91号)第一条第1項
各号に掲げる休日を除いた日をいう。以下、同じ。)の 8時30分......1 7時
1 5分は最低1名を中央監視室に常駐させる。
2)設備の運転・監視時間は24時間とし、冷暖房の運転時期は以下のとおりとす
る。
冷房:6月頃......9月頃
暖房 11月頃......4月頃

③運転・監視の範囲

運転・監視の範囲は以下のとおりとする。
1)設備機器の起動・停止の操作
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2)設備運転状況の監視文は計測・記録

3)室内温湿度管理と最適化のための機器の制御、測定値調整

4)エネルギー使用の分析と適正化

5)季節運転切替え、本予備機運転切替え

6)運転時間に基づく設備計画保全の把握

④点検の範囲
1 )日常点検の対象部分、数量等は別紙5及び別紙7を参照のこと。
2)電気室、機械室等の主要な設備機器の設備は、 1日1回巡視して機器等の異常

の有無を点検する。なお、定められた対象部分以外であっても、異常を発見した

場合には、施設管理担当者へ報告する。

⑤保守の範囲
運転・監視及び日常点検の結果に応じ、実施する保守の範囲は、次のとおりとする。

1 )汚れ、詰まり、付着等がある部品文は点検部の消捕
2)取り付け不良、作動不良、ずれ等がある場合.の調整

3)ボルト、ねじ等で緩みがある場合の増し締め

4)次に示す消耗部品の究換及び補充

ア.グリス、充填油等

イ.ランプ類(高さ3.5m以下に限る)、ヒューズ類

ウ.パッキン、 Oリング類、ベルト
エ. フィノレター類

5)接触部分、回転部分等への注油

6)軽微な損傷がある部分の補修

7)塗料、その他の部品補修(タッチペイント)

8)消耗品の在庫管理

9)保守で生じた廃棄物処理

10)その他これらに類する軽微な作業

⑥消耗品等の支給

保守で用いる次の消耗品、付属品等は、特記がある場合を除き落札事業者の負担外

とする。

1 )ランプ類(照明用ランプ、表示灯を含む)

2) ヒューズ類
2)フィルター類

⑦定期点検時の立ち会い

当該施設の管理業務に関し、別途の契約により関連業者が行う定期点検がある場合

には、これに立ち会い、結果を確認する。

③運転・監視の記録及び報告

1 )日常業務における業務日報を作成し、記録管理する。

2)業務日報には、次の事項を記載する。
ア.記録者

イ.機器の運転開始時刻及び終了時刻

ケ熱源機器運転中の外気温湿度

エ.冷暖房運転中の室内設定温度

オ.電気、ガス、水道、下水道等の光熱水の使用量

カ.その他保守業務内容及び異常発生の有無並びに措置内容
3)業務の報告は、本実施要項8 (1)による。なお、業務において、正常でない
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こと(異常の発生文は発生が予想される状態)が認められた場合は、直ちに施設

管理担当者に報告する。

⑨臨機の措置等

1)災害予防及び災害発生時の措置について、施設管理担当者と協議の上、次の事

項をまとめた防災マニュアルを作成し、内容について施設管理担当者の承諾を受

ける。

7.緊急事態への準備
イ.緊急事態発生後の対応・連絡体制等

ウ.業務の早期復旧

2)災害発生に伴う重大な危機が想定又は認められる場合には、直ちに必要な措置

を講じるものとする。この場合は、直ちに施設管理担当者に連絡すること。

⑮機器等に異常を認めた場合の措置

業務責任者は、機器等に異常が認められた場合の連絡体制、対応法について、施設

管理担当者と協議の上、内容についての承諾を受ける。なお、緊急を要ずる場合は、

落札事業者は必要な措置を直ちに講じる。

⑪資料等の整理、保管

業務期間中は、次に示すものの保管を行う。

1 )機器の取扱説明書等

2)機器台帳等

3)工具、器具とその台帳

⑫諸室の清掃

電気室、機械室等の設備室は、整理整頓及び掃き掃除程度の清掃を行う。

⑬障害等の排除

設備の運転中、点検及び操作・使用上の障害となるものの有無を点検する。

⑭点検機器、点検内容及び周期等

別紙5及び別紙7のとおり。

1. 1. 2 清掃等業務
『清掃等Jとは、汚れを除去すること及び汚れを予防することにより仕上材を保護す
ること及び大学校敷地内の雑草を定期的に刈ることにより快適な環境を保つための作業
をいう。

( 1 )清掃業務

業務内容及び周期

別紙8、別紙9とおり。(宿泊棟のうち個室清掃は含まない)

( 2 )除草業務

業務内容及び実施時期

別紙10のとおり。

1. 1. 3 普備等業務

『警備等Jとは、大学校内における盗難等の事故の発生を警戒し防止すること及び来
校者、研修員への日常的な対応等を行うことをいう。
( 1 )守衛業務
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①勤務時間

平日(土曜日、日曜日、祝日を除く日) 7時o0分.......13時00分

②業務室

守衛室

③業務内容

別紙11のとおり。

( 2)宿泊棟管理人業務

①勤務時間
1年間 (36 5日) 2 4時間体制(但し、研修の実施されない期間 (3月中旬~

末)を除く)

②業務室

宿泊棟管理人室

③業務内容

別紙 12のとおり。

1. 1. 4 執務環境測定業務
「執務環境測定Jとは、建築物における衛生的環境の確保に関する法律等に基づく業

務をいう。

( 1 )環境衛生管理業務

業務内容

別紙 13のとおり。

1. 1. 5 設備更新計画書の作成業務

中・長期的な施設の管理からの視点による設備更新計画書の作成を行うこと(1回

/年)

1. 1. 6 業務の引継
( 1 )落札事業者は、本業務が適正かっ円滑に実施できるよう必要に応じて平成23年度の

本業務実施事業者から業務開始固までに必要な引継ぎを受けなければならない。

( 2)本業務を実施する事業者の変更があった場合には、落札事業者は、変更後の事業者

との聞で業務内容について適切に引継ぎを行わなければならない。この場合、業務引

継資料等を作成の上、大学校に文書及び電子媒体で業務終了日までに提出しなければ

ならない。

1.2サービスの質の設定
本業務の実施にあたり、達成すべき質及び最低限満たすべき水準は以下のとおりとする。

1. 2.1 管理業務の質

管理業務に閲する包括的な質

基本的な方針 主要事項 測定指標

快適性の確保 管理業務に係る満足度について、のアン

ケート調査(別紙 3) を施設利用者であ

る研修員を対象として研修毎に行い、修
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了時に職員へ提出。(各項目「満足J、「ど
ちらかといえば満足j、fどちらともいえ

ないJの合計が 70%以上、アンケート

管理業務を通して、快適 回収率80%以上)

な抱設利用を可能とする

とともに大学校における

研修の円滑な実施を可能 品質の維持 管理業務の不備に起因する当施設におけ

とすること。 る研修の中断回数 (0回)

※研修の中断とは、研修(講義等)が中

断することにより、研修目的が達成され

ない場合をいう。

管理業務の不備に起因する空調停止、停

電、断水の発生回数 (0回)

安全性の確保 管理業務の不備に起因する施設利用者の

怪我の回数 (0回)

※怪我とは、病院での治療を要する怪我

をいう。

1. 2. 2各業務において確保すべき水準
次に整理する要求水準を確保すること。なお、各業務における最低水準は、仕様書に

定める内容(別紙6から別紙 13) とする。

ただし、各業務における最低水準として示された仕様書に対しては、法令に反しない

限り、企画書において改善提案を行うことができる。

( 1 )点検等及び保守

①点検等

指定された業務内容を実施し、建築物等の機能及び劣化の状態を調査し、異常又は

劣化がある場合は、必要に応じ対応措置を判断し実行すること。

②保守

建築物等の点検を行い、点検等により発見された建築物等の不良箇所の修繕や部品

交換等により建築物等の性能を常時適切な状態に保つこと。

(2)清掃等業務

①清掃

指定された業務内容を実施し、施設内外の汚れを除去し、文は汚れを予防すること

により、快適な環境を保つこと。

②除草

指定された業務内容を実施し、敷地内の雑草等を除草し、快適な環境を保つこと。

( 3 )警備等業務

①守衛業務

来校者の受付・案内、不審者の発見及び措置等を行うことにより施設及び施設利用

者(職員、研修員、来校者等)の安全かつ円滑な執務環境の確保や保全を図るととも

に、安全を守ることを目指し、誠意をもって行うこと。
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②宿泊棟管理人業務
研修員の宿泊棟内での生活面に関する管理、入寮受付事務、宿泊棟内の巡回等を行

うことにより、研修員が適切な生活を維持出来るよう努めること。

(4)執務環境測定業務
①関係法令等に基づき適切な検査・測定等を行い、管理基準に適合しない場合には、

その原因を推定し、大学校の施設管理担当者へ報告を行うこと。

②検査・測定等を行う際は、施設利用者(職員、研修員、来校者)の事務等に支障が

ないようにすること。

( 5 )施設管理者への報告
各業務の実施にあたり、機械・設備等の不具合などが発生した場合には、速やかに

施設管理者に対して報告を行い指示を仰ぐこと。

1. 2.3創意工夫の発揮可能性
本業務を実施するにあたっては、以下の観点から落札事業者の創意工夫を反映し、研

修実施の質の向上(包括的な質の向上、効率化の向上、経費削減等)に努めるものとす

る。

( 1 )管理業務の実施全般に対する提案

落札事業者は、別途定める様式に従い、管理業務の実施全般に係る研修実施の質の

向上の観点から取り組むべき事項等の提案を行うこととする。

( 2)各業務の最低水準として示された佐様書に対する改善提案

落札事業者は、各業務の最低水準として示された仕様書に対し、改善すべき提案が

ある場合は、別途定める様式に従い、具体的な方法等を示すとともに、最低水準が確

保できる根拠等を提示すること。

( 3 )管理業務に関するコスト低減に関する提案

落札事業者は、コスト低減に関する提案(省エネノレギー及び節電等)がある場合は、

別途定める様式に従い、具体的な方法等を示すとともに、仕様書で示す最低水準が確

保できる理由等を明記すること。

1. 2. 4委託費の支払い方法

大学校は事業期間中の検査・監督を行い、確保すべき水準(企画書に改善提案があ

った事項を含む。)が満たされているかを確認した上で、委託費を支払う。検査・監

督の結果、これらが満たされていない場合は、再度業務を行うように指示を行うとと

もに、落札事業者は業務改善計画書を施設管理担当者へ提出することとする。遂行後

の確認が出来ない限り委託費の支払いは行わない。

委託費の支払いにあたっては、落札事業者は当該月分の業務の完了後、大学校との

聞であらかじめ定める書面により当該月分の支払い請求を行い、これを受領した日か

ら30日以内に支払うものとする。

1. 2.5費用負担等に関するその他の留意事項
( 1 )消耗品

管理業務を実施するにあたり、本実施要項等に記載のあるものを除き、各業務の支

給材料については、大学校の負担とし、落札事業者からの諦求に応じ支給するものと

する。
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( 2)光熱水費
大学校は、落札事業者が本業務を実施するのに必要な光熱水料を無償とする。

( 3 )法令等変更による増加費用及び損害の負担
法令等の変更により落札事業者に生じた合理的な増加費用及び損害は、以下の①か

ら③のいずれかに該当する場合には大学校が負担し、それ以外の変更については落札

事業者が負担する。
①本件事業に類型的文は特別に影響を及ぼす法令、基準等の変更及び税制度の新設

②消費税その類似の税制度の新設・変更(税率の変更含む。)

③上記①、②のほか、法人税その他類似の税制度の新設・変更以外の税制度の新設・

変更(税率の変更を含む。)

2.実施期間に関する事項

本業務の実施期間は、平成24年4月1日から平成27年3月31固までとする。

3 .入札参加資格に関する事項

( 1 )法第10条各号(第11号を除く)に該当するものでないこと。

( 2 )予算決算及び会計令(昭和 22年勅令第 165号。以下「予決令Jという。)
第70条の規定に該当しない者であること。なお、未成年者、被保佐人文は被補助人
であって、契約締結のために必要な同意を得ている者は、同条中、特別の理由がある

場合に該当する。

( 3 )予決令第71条の規定に該当しないこと。

(4 )平成22・23・24年度国土交通省競争参加資格(全省庁統一資格)r役務の提
供等j において、 AまたはBの等級に格付けされ、関東・甲信越地域の競争参加資格

を有するもの。

(5)国土交通大学校長から指名停止を受けている期間中の者でないこと。

( 6 )各業務を行うにあたり、必要な資格は以下のとおり。
①点検等及び保守

1 )別紙6-1 以下のいずれかの資格を有する者
・一級建築士

・二級建築士

・特殊建築物等調査資格者(建築物の敷地及び構造の点検)

・建築設備検査資格者(昇降機以外の建築設備の点検)

-昇降機検査資格者(昇降機の点検)
2)別紙6-2 電気事業法第43条に基づく主任技術者免状の交付を受けて

いる者

3)別紙6-3 昇降機検査資格者

4)別紙6-4 以下のいずれかの資格を有し、業務経験が3年以上の者

・一級陸上特殊無線技師の操作範囲の資格を有する者

・電気工事施工管理技師
-電気主任技術者
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5)別紙6-5

6)別紙6ー 7

7)別紙6-9

-技術士(電気電子部門文は総合技術管理部門(選択科目

:電気電子))

危険物取扱者

自動ドア施工技能士

消防設備点検資格者

②警備等業務:警備業法第4条に基づく都道府県公安委員会の認定を受けていること

1)別紙11 普備業法施行規則第38条に基づく基本教育の受講終了者

警備業務の経験 1年以上

2)別紙 12 警備業法施行規則第38条に基づく基本教育の受講終了者

( 7)警察当局から、暴力団員が実質的に経営を支配する業者文はこれに準ずるものとし

て、国発注業務等からの排除要請があり、当核状態が継続している者でないこと。

( 8 )入札参加グループでの入札について
業務の実施にあたっては、一企業とすることも、入札参加グループkすることも可能
とする。

入札参加グループで本業務を実施する場合、点検等及び保守、清掃等業務、警備等業

務、執務環境測定業務の各業務を包括的に管理すること。

①単独で当該業務が担えない場合は、適正に業務を遂行できる入札参加グループで参

加することができる。その場合、入札書類提出時までに入札参加グループを結成し、

その代表となる企業(以下『代表企業Jという。)及び代表者を定め、他の者はグル
ープに参加するその他の企業(以下「グループ企業Jという。)として参加するもの
とする。なお、代表企業及びグループ企業が、他の入札参加グループに参加、もしく

は単独で入札に参加することは出来ない。また、代表企業及びグループ企業は、入札

参加グループ結成に関する協定書(またはこれに類する書類)を作成し、提出するこ

と。

②代表企業は上記(1 )から (5)及び(7 )の全ての要件を満たすこととし、グル

ープ企業は上記(1 )から (3)及び(5 )並びに (7)の全ての要件を満たすとと

もに、平成22、 23，2 4年度国土交通省競争参加資格(全省庁統一資格)r役務
の提供等Jにおいて関東甲信越地域の競争参加資格を有すること。
ただし、入札グループで入札する場合には、(6 )については、当該業務を実施す

る者が満たしているものとする。

③中小企業等協同組合法(昭和24年法律第 181号)に基づき設立された事業協同
組合又は特別の法律によって設立された組合が入札に参加する場合においては、その

組合員が他の入札参加グループに参加し、文は単独で入札に参加することはできない

ものとする。
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⑥入札書類の評価

⑦開札・落札者等の決定

③契約締結
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( 2)入札実施手続

①入札説明会後の質問受付

入札公告に際して入札説明書の交付を受けた者は、本実施要項の内容や入札に係

る事項について、入札説明会後に、大学校に対して質問を行うことができる。質問は

原則としてFAX若しくは電子メールにより行い、質疑内容及び大学校からの回答は
原則として入札説明書の交付を受けた者に公開することとする。

ただし、民間事業者の権利や競争上の地位等を害するおそれがあると判断される場

合には、質問者の意向を聴取した上で公開しないよう配慮、する。

②提出書類

民間競争入札に参加する者(以下、『入札参加者Jという。)は、本件業務実施に
係る入礼金額を記載した書類(以下、「入札書Jという。)及び総合評価のための業
務実施の具体的な方法、その質の確保方法等に関する書類(以下『企画書Jという。)
を提出すること。

なお、上記の入礼金額には、本業務に要する一切の諸経費の 105分の 100に相

当する金額を記載することとする。

また、法第10条各号に規定する欠格事由の審査に必要な書類(以下暴力団排除確
認書類)をあわせて提出すること。

③企画書の内容
入札参加者が提出する企画書には、本実施要項5で示す総合評価を受けるために、

次の事項を記載する。なお、入札参加者は、次の 6)において、法令に反しない限り、

各業務の最低水準として示された仕様書に対して改善提案を行うことができる。また、

入札参加者は、必要に応じ企画書提出前に質問を行うことができる。質問を求められ

た際は、当該入札参加者が企画書を提出期限内に提出できるように速やかに回答する。

1)企業の代表責任者及び本業務担当者(提出様式1) 

入札参加グループにより参加する場合は、参加企業の一覧と代表企業、

グループ企業の代表責任者及び本業務担当者。

2)必要とされる資格を証明する書類の写し(提出様式1に添付のこと)
3)業務実績(提出様式2)

本実施要項1で示す業務毎に過去3年間の実績。
4)本業務実施の考え方(提出様式3)

安定した業務を実施するための基本的な方針、業務全般において特に重視する
ポイント等。

5)業務毎の実施体制及び業務全体の管理方法(提出様式4)

本実施要項1で示す業務毎に実施体制及び業務全体の管理方法を示す。
6)業務に対する提案事項(提出様式5、6、7)

ア)業務の質の確保に関する提案

イ)各業務の最低水準として示された仕様書に対する提案を行う場合、提案を行

う業務(項目)を明確にし、提案を行う理由、提案の内容、提案による質の維

持向上効果文は経費の削減効果(或いはその両方)を具体的に示すこと。
7)緊急時の体制及び対応方法〈提出様式8)

緊急時(管理業務の実施にあたり想定していた通りの業務実施が困難になる事

故・事象が生じた場合)のパックアップ体制、対応方法及び対応に要する時間を
を示す。
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④暴力団排除確認書類の内容

入札参加者が提出する暴力団排除磁認書類には、法 10条及び競争の導入による

公共サーピスの改革に関する法捧に規定する暴力団排除に関する欠格事由の運用要

領について(平成 18年 12月 13日付、平成22年3月31日改定)に定めると

ころに従って、次の事項を記載する。

1 )入札参加事業者等確認書(提出様式9)

2)誓約書(提出様式 10) 

⑤開札にあたっての留意事項

1 )開札は、入札者文はその代理人を立ち会わせて行う。ただし、入札者又はその

代理人が立ち会わない場合は、入札事務に関係のない職員を立ち会わせて行う。

2)入札者又はその代理人は、開札時刻後においては、開札場に入場することは出

来ない。

3)入札者文はその代理人は、開札場に入場しようとするときは、入札関係職員の

求めに応じ競争参加資格を証明する書類、身分証明書文は入札権限に関する委任

状(所定のものがあれば別添添付)を提示文は提出しなければならない。

4)入札者文はその代理人は、入札中は、支出負担行為担当官が特にやむを得ない

事情があると認めた場合のほか、開札場を退場することが出来ない。

⑥言語及び通貨

入札書、企画書その他の提出書類に使用する言語、通貨、日時及び計量単位は、日

本語、日本国通貨、日本の標準時及び計量法(平成4年法律第51号)に規定する計

量単位とする。

5.対象公共サービスを実施する者を決定するための評価の基準その他の対象公共サービス

を実施する者の決定に関する事項

落札事業者の決定は、総合評価方式によるものとする。なお、評価は、公正かっ適正に

実施されるかの助言を行うことを目的として委嘱を行う第三者の有識者3名で構成される

国土交通大学校市場化テスト評価アドパイザーの評価を基に行うものとする。

( 1 )落札事業者決定にあたっての質の評価項目の設定(別紙 1)

落札事業者を決定するための評価は、提出された企画書の内容が本業務の目的・趣

旨に沿って実行可能なものであるか(必須項目審査)、また、効果的なものであるか

(加点項目審査)について行うものとする。

①必須項目審査

必須項目審査においては、入札参加者が企画書に記載した内容が、次の必須項目を

満たしていることを確認する。全て満たした場合は基礎点 (50点)を付与し、 1つ
でも満たしていない場合は失格とする。

1 )実施体制
ア)各業務の業務水準が維持される体制であるか

(グループで参加する場合、代表企業とグループ企業の連携が可能な体制で

あるか)

イ)提案された内容が実現可能な体制であるか

2)業務に対する認識

ア)管理業務の目的を理解し、.計画的な業務の実施が考えられているか。
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イ)本業務を確実に実施するための基本的な方針が明確となっているか。

3)現行基準レベルの質の確保の実態

ア)各業務の提案内容は、大学校の要求水準が確保されているものとなっ

ているか。

②加点項目審査

必須項目審査で合格した入札参加者に対して、次の加点項目について審査を行う。

なお、提案内容については、具体的であり、かっ効果的な実施が期待されるかという

観点から、基本的には、仕様書に示す実施方法と提案内容との比較を行い、得点を与

える。

管理業務全般に係る業務に関する提案(1 0点)
1 )業務の質についての提案内容

ア 本業務の包括的な管理・運営に関する提案がなされているか。

(方法、計画により、各業務の適性かっ円滑な実施が確保されるか)

イ 業務遂行体制において施設管理者に対し、常時、適切に対応するための工

夫が取られているか。

点検等及び保守 (30点)

1)業務の質についての提案内容

ア 質の向上に対して具体的な提案があり、実施について具体的な方法、計画

等が明記されており、それらが実施可能な体制が確保されているか

2)業務コスト等削減についての提案内容

ア 業務コスト等削減のための方策が提案されているか

清掃等業務 (15点)

1 )業務の質についての提案内容

ア 質の向上に対して具体的な提案があり、実施について具体的な方法、計画

等が明記されており、それらが実施可能な体制が確保されているか

2)業務コスト等削減についての提案内容

ア 業務コスト等削減のための方策が提案されているか

普備等業務(1 5点)
1 )業務の質についての提案内容

ア 質の向上に対して具体的な提案があり、実施について具体的な方法、計画

等が明記されており、それらが実施可能な体制が確保されているか

2)業務コスト等削減についての提案内容

ア 業務コスト等削減のための方策が提案されているか

緊急時及び非常時対応(1 0点)
1 )緊急時への対応についての考え方・体制

ア 具体的な事態を想定し、現実的かっ効果的な対策が提案されているか

イ トラブノレ時や緊急時に円滑に対応し、かっ被害を拡大させないための体制、

対策が提案されているか

(2)落札事業者決定にあたっての評価方法

①落札事業者の決定方法

必須項目審査により得られた基礎点 (50点)と加点項目審査で得られた加算点

(8 0点)を加算し、入札価格(予決令第79条の規定に基づき作成された予定価格
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の制限の範囲内であるものに限る。)で除した値を総合評価点とし、入札参加者中で

最も高い値の者を落札事業者として決定することがある。

総合評価点=(基礎点 (50点) +加算項目審査による加算点)-;-入札価格

②留意事項

1 )当該落札事業者の入札価格が予定価格の 6割に満たない場合は、その価格に
よって契約の内容に適合した履行がなされないおそれがあると認められるか否

か、次の事項について改めて調査し、該当するおそれがあると認められた場合に

は、所要の手続きを経て、次順位以下の入札者から落札事業者を決定する場合が

ある。

ア)当該価格で入札した理由及びその積算の妥当性(当該単価で適切な人材が確

保されているか否か、就任予定の者に支払われる賃金額が適正か否か、就任予

定の者が当該金額で了解しているか否か等)

イ)当該契約の履行体制(常駐者の有無、人数、経歴、勤務時間、専任兼任の別、

業務分担等が適切か否か等)

ウ)当該契約期間中における他の契約諦負状況

エ)手持機械その他固定資産の状況

オ)国の行政機関等及び地方公共団体等に対する契約の履行状況

カ)経営状況

キ)信用状況

2)落札事業者となるべき者が二人以上あるときは、直ちに当該入札者にくじを引

かせ、落札事業者を決定するものとする。また、入札者文はその代理人が直接く

じを引くことができないときは、入札執行事務に関係のない職員がこれに代わっ

てくじを引き落札事業者を決定するものとする。

3)落札事業者が決定したときは、遅滞なく、落札事業者の氏名若しくは名称、落

札金額、落札事業者の決定の理由並びに提案された内容のうち具体的な実施体制

及び実施方法の概要について公表するものとする。

( 3 )初回の入札で落札事業者が決定しなかった場合の取り扱いについて

初回の入札で予定価格の制限の範囲内で入札した者がいないときは、直ちに再度の

入札を行うこととし、これによってもなお落札者となるべき者が決定しない場合は、

入札条件を見直し、再度公告入札に付することにする。

再度の公告によっても落札者となるべき者が決定しない場合、または業務の実施に

必要な期間が確保できない等、止むを得ない場合は、大学校が自ら当該業務を実施す

ること等とし、その理由を公表するとともに、官民競争入札等監理委員会(以下『監

理委員会Jという。)に報告するものとする。

6.対象公共サービスに関する従来の実施状況に関する情報の開示に関する事項

従来の実施に関する情報は、別紙2のとおり。

7.落札事業者に使用させることができる固有財産に関する事項

( 1 )使用施設

国土交通大学校(小平本校)
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( 2)使用設備

①使用出来る設備については、大学校の管理業務に関係する大学校内の設備全てとす

る。

②大学校の業務に支障を来さない範囲において、落札事業者は大学校内に管理業務に

必要な機器・設備等を持ち込むことができるものとするが、持ち込んだ機器・設備に

ついては適切な管理を行うこと。

8.落札事業者が、対象公共サービスを実施するに当たり、国の行政機関等の長等に対して
報告すべき事項、秘密を適正に取り扱うために必要な措置その他の対象公共サーピスの適正

かつ確実な実施の確保のために契約により落札事業者が講ずべき措置に関する事項

( 1 )報告等について

①業務計画書の作成と提出

落札事業者は、点検等及び保守、清捕等業務、普備等業務、執務環境測定業務を行

うにあたり各年度の事業開始固まで年度毎の管理業務計画書を作成し、施設管理担当

者に提出すること。

②業務従事者名簿の作成と提出

1 )落札事業者は、点検等及び保守、消掃等業務、警備等業務、執務環境測定業務

を行うにあたり、業務開始までに業務に従事する者の名簿を作成し、施設管理担

当者に提出すること。本実施要項3で示す資格を有する業務については、その資

格を証明する書類(資格書の写し等)を併せて提出すること。また、業務従事者

を変更する場合も同様とする。

2)施設管理担当者は、業務従事者が不適格であると認める場合には、その理由を

明らかにし、落札事業者に当該業務従事者への指導を求めることが出来る。その

場合、落札事業者は不適格である理由を確認し、当該業務従事者の改善又は交替

を行うものとする。

③業務報告書の作成と提出

落札事業者は、点検等及び保守、滑掃等業務、警備等業務、執務環境測定業務の各

業務の履行結果を正確に記載した業務日報、業務月報、年間総括報告書を業務報告書

として作成する。

1 )落札事業者は、業務開始前に全ての業務報告書の様式を施設管理担当者へ提出

し、承諾を得ること。

2)落札事業者は、業務期間中、業務日報を毎日作成し、施設管理担当者へ提出す

ること。

3)落札事業者は、業務期間中、業務月報を、当月分につき、翌月の 7日以内に施

設管理担当者へ提出すること。

4)落札事業者は、各事業年度終了後毎年4月15日(但し、当該日が閉庁日の場合

には直後の開庁日とする。)までに当核事業年度に係る管理業務に関する年間総
括報告書を施設管理担当者へ提出すること。

@本校の検査・監督体制

落札事業者からの報告を受けるにあたり、大学校の検査・監督体制は次の通りとす
る。

1 )施設管理責任者等

ア)施設管理責任者
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国土交通大学校長

イ)検査職員及び施設管理担当者

総務部総務課長

ワ)監督職員
総務部総務謀総務係長、管財係長

総務部教務課 教務第二係長

2)検査・監督体制

ア)落札事業者は、毎月業務終了後に施設管理担当者へ塾呈すること。

イ)落札事業者からの連絡を受けた場合には、検査職員は業務履行の検査を行う

ものとする。

( 2)大学校による調査への協力

①大学校は、落札事業者による業務の適正かっ確実な実施を確保する必要があると認

める時は、落札事業者に対し、当該管理業務の状況に関し必要な報告を求め、又は落

札事業者の事務所等に立ち入り、業務の実施状況文は帳簿、書類その他の物件を検査

し、若しくは関係者に質問することができる。

②立ち入り検査をする職員は、検査等を行う際には、当該検査等が法第26条第1項
に基づくものであることを落札事業者に明示するとともに、その身分を示す証明書を
携帯し、関係者に提示するものとする。

( 3 )指示について

大学校は、落札事業者による業務の適切かっ確実な実施を確保するために必要があ

ると認めるときは、落札事業者に対し、必要な措置をとるべきことを指示することが

できるものとする。

また、上記によらず、業務の検査・監督において業務の質の低下につながる問題点

を確認した場合は、その場で指示を行うことができるものとする。

(4)秘密の保持
落札事業者は、本業務に関して大学校が開示した情報等(公知の事実等を除く)及

び業務遂行過程で作成した提出物等に関する情報を漏えいしてはならないものとし、

そのための必要な措置を講ずること。落札事業者(その者が法人である場合にあって

は、その役員)若しくはその職員その他本業務に従事していた者は業務上知り得た秘

密を漏らし、文は盗用しではならない。これらの者が秘密を漏らし、又は盗用した場
合には、法第54条により罰則の適用がある。

( 5)個人情報の取り扱い

①基本的事項

落札事業者は、個人情報の保護の重要性を認識し、本業務による事務を処理するた

めの個人情報の取り扱いに当たっては、個人の権利利益を侵害することのないよう、

行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律(平成15年法律第58号)第6条
第2項の規定に基づき、個人情報の漏えい、滅失、改ざん文はき損の防止その他の個

人情報の適切な管理のために必要な措置を講じなければならない。

②取得の制限

落札事業者は、本業務による事務を処理するために個人情報を取得するときは、あ

らかじめ、本人に対し、その利用目的を明示しなければならない。

また、当該利用目的の達成に必要な範囲内で、適正かっ公正な手段で個人情報を取
得するものとする。
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③利用及び提供の制限

落札事業者は、大学校の指示文は承諾があるときを除き、本業務による事務を処理

するための利用目的のために個人情報を自ら利用し、文は提供してはならない。

@複写等の禁止
落札事業者は、大学校の指示文は承諾があるときを除き、本業務による事務を処理

するために大学校から提供を受けた個人情報が記録された資料等を複写し、又は複製

してはならない。

⑤事案発生時における報告

落札事業者は、個人情報の漏えい等の事案が発生し、又は発生するおそれがあるこ

とを知ったときは、速やかに大学校に報告し、指示に従うものとする。本業務が終了

し、文は契約が解除された後においても同様とする。

⑥管理体制の整備

落札事業者は、本業務による事務に係る個人情報の管理に関する責任者を特定する

など管理体制を定めなければならない。

⑦業務従事者への周知

落札事業者は、業務従事者に対し、在職中及び退職後においても本業務による事務

に関して知り得た個人情報の内容をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用し

てはならないことなど、個人情報の保護に関して必要な事項を周知しなければならな
b 、。

( 6 )契約に基づき落札事業者が講ずべき措置

①業務の開始及び中止

1 )落札事業者は、締結された本契約に定められた業務開始日に、確実に本業務を

開始しなければならない。

2)落札事業者は、やむを得ない事由により、本業務を中止しようとするときは、

あらかじめ大学校の承認を受けなければならない。

②公正な取り扱い

1 )落札事業者は、本業務の実施にあたって、大学校利用者を合理的な理由なく区

別してはならない。

2)落札事業者は、大学校利用者の取扱いについて、自らが行う他の事業における

利用の有無等により区別してはならない己

③金品等の授受の禁止

落札事業者は、本業務において、金品等を受け取ること文は与えることをしてはな
らない。

@宣伝行為の禁止

落札事業者及び本業務に従事する者は、本業務の実施にあたって、自らが行う業務

の宣伝を行ってはならない。

落札事業者及び本業務を実施する者は、本業務の実施の事実をもって、第三者に対

し誤解を与えるような行為をしてはならない。

⑤法令の遊守

落札事業者は、本業務を実施するにあたり適用を受ける関係法令等を道守しなけれ
ばならない。
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⑥安全衛生
落札事業者は、本業務に従事する者の労働安全衛生に関する労務管理については、

責任者を定め、関係法令に従って行わなければならない。

⑦記録・帳簿書類等

落札事業者は、実施年度毎に本業務に関して作成した記録や帳簿書類を、本業務を

終了し、文は中止した日の属する年度の翌年度から起算して 5年間保管Lなければ
ならない。

③権利の譲渡

落札事業者は、原則として本契約に基づいて生じた権利の全部文は一部を第三者に

譲渡してはならない。

⑨権利義務の帰属等

1 )本業務の実施が第三者の特許権、著作権その他の権利と抵触するときは、落札

事業者は、その責任において、必要な措置を講じなければならない。

2)落札事業者は、本業務の実施状況を公表しようとするときは、あらかじめ大学

校の承認を受けなければならない。

⑩一般的損害

本業務を行うにつき生じた損害{本実施要項9に記載した損害を除く)については、
落札事業者がその費用を負担する。ただし、その損害のうち、大学校の責めに帰すべ

き事由により生じたものについては、大学校が負担する。

⑪再委託の取り扱い

1 )落札事業者(入札参加グループを含む。)は、本業務の実施に当たり、その全

部を一括して再委託してはならない。また、警備等業務は再委託してはならない。

2)落札事業者(但し、入札参加グループを除く)は、本業務の実施に当たり、そ

の一部について再委託を行う場合は、原則としてあらかじめ企画書において、再

委託に関する事項(再委託先の住所・名称、再委託する業務の範囲、再委託を行

うことの合理性及び必要性、再委託先の業務履行能力並びに報告徴収その他業務

管理の方法)について記載しなければならない。

3)落札事業者は、本契約締結後やむを得ない事情により再委託を行う場合には、

再委託に関する事項を明らかにしたうえで大学校の承認を受けなければならな

4)落札事業者は、上記2)及び3)により再委託を行う場合には、落札事業者が

大学校に対して負う義務を適切に履行するため、再委託先に対し前記 (4)秘密

の保持及び(5 )個人情報の取り扱い並びに(6 )契約に基づき落札事業者が講

ずべき措置に規定する事項その他の事項について必要な措置を講じさせるととも

に、再委託先から履行確認に必要な報告を徴収することとする。

5) 5)上記 2)から 4)までに基づき、落札事業者が再委託先に業務を実施させ

る場合は、すべて落札事業者の責任において行うものとし、再委託先の責めに婦

すべき事由については、落札事業者の責めに帰すべき事由とみなして、落札事業

者が責任を負うものとする。

⑫契約内容の変更

大学校及び落札事業者は、本業務の質の向上の推進、またはその他やむを得ない

事由により本契約の内容を変更しようとする場合は、あらかじめ変更の理由を書面

により提出し、それぞれの相手方の承認を受けなければならない。
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⑬契約解除

大学校は、落札事業者が次のいずれかに該当するときは、契約を解除することがで

きる。

1 )偽りその他不正の行為により落札事業者となったとき。

2)入札に参加する者に必要な資格の要件を満たさなくなったとき。

3)本契約に従って本業務を実施できなかったとき、文はこれを実施することが出

来ないことが明らかになったとき。
4)上記3)に掲げる場合のほか、本契約において定められた事項について重大な

違反があったとき。

5)法律文は本契約に基づく報告をせず、若しくは虚偽の報告をし、文は検査を拒

み、妨げ、若しくは忌避し、若しくは質問に対して答弁せず、若しくは虚偽の答

弁をしたとき。

6)法令文は本契約に基づく指示に違反したとき。

7)落札事業者文はその他の本業務に従事する者が、法令文は本契約に違反して、

本業務の実施に関して知り得た秘密を漏らし、又は盗用したとき。

8)暴力団の業務を統括する者又は従業員であることが明らかになったとき。

9)暴力団又は暴力団関係者と社会的に非難されるべき関係を有していることが明

らかになったとき。

@契約解除時の取扱い
1 )上記⑬に該当し、契約を解除した場合には、大学校は落札事業者に対し、当該

解除の固までに当該サービスを契約に基づき実施した期間にかかる委託費を支給

する。

2)この場合、落札事業者は、契約金額の 105分の 100に相当する金額の
100分の 10に相当する金額を違約金として本校の指定する期間内に納付しな
ければならない。

3)大学校は、落札事業者が前項の規定による金額を国の指定する期固までに支払

わないときは、その支払期限の翌日から起算して支払のあった固までの日数に応
じて、年100分の5の割合で計算した金額を延滞金として納付させることがで
きる。

4)大学校は、契約の解除及び違約金の徴収をしでもなお損害賠償の請求をするこ

とができる。

⑬業務途中における入札参加グループからの脱退

代表企業及びグループ企業は、本業務を完了する日までは入札参加グループから脱退

することはできない。

⑮業務途中における参加企業の破産又は解散に対する処理

参加企業のうちいずれかが業務途中において破産文は解散した場合においては、大学

校の承認を得て、残存参加企業が共同連帯して当該参加企業の分担業務を完了するも

のとする。ただし、残存参加企業のみでは適正な履行の確保が困難なときは、残存参

加企業全員及び大学校の承認を得て、新たな構成員を当該入札参加グループに加入さ
せ、当該参加企業を加えた参加企業が共同連帯して破産又は解散した参加企業の分担
業務を完了するものとする。

⑫談合等不正行為があった場合の違約金等の取り扱い

1 )落札事業者が、次に掲げる場合のいずれかに該当したときは、落札事業者は大

学校の請求に基づき、契約額(本契約締結後、契約額の変更があった場合には、変

更後の契約額)の 100分の 10に相当する額を違約金として大学校の指定する期間
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内に支払わなければならない。

ア)本契約に関し、落札事業者が私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する

法律(昭和 22年法律第54号。以下『独占禁止法Jという。)第3条の規定
に違反し、又は落札事業者が構成事業者である事業者団体が独占禁止法第8

条第1項第 1号の規定に違反したことにより、公正取引委員会が落札事業者

に対し、独占禁止法第7条の2第1項(独占禁止法第8条の3において準用

する場合を含む。)の規定に基づく課徴金の納付命令(以下「納付命令』とい

う。)を行い、当該納付命令が確定したとき(確定した当該納付命令が独占禁

止法第 51条第2項の規定により取り消された場合を含む。)

イ)納付命令文は独占禁止法第7条若しくは第8条の2の規定に基づく排除措

置命令(次号において『納付命令又は排除措置命令Jという。)において、本

契約に関し、独占禁止法第3条又は第8条第 1項第 1号の規定に違反する
行為の実行としての事業活動があったとされたとき。
ウ)納付命令文は排除措置命令により、落札事業者に独占禁止法第3条文は第

8条第1項第1号の規定に違反する行為があったとされた期間及び当該違反
する行為の対象になった取引分野が示された場合において、本契約が当該期

間(これらの命令に係る事件について、公正取引委員会が落札事業者に対し

て納付命令を行いこれが確定したときは、当該納付命令における課徴金の計

算の基礎である当該違反する行為の実行期間を除く。)に入札(見積書の提出

を含む。)が行われたものであり、かつ、当該取引分野に該当するものである

とき。
エ)本契約に関し、落札事業者(法人にあっては、その役員文は使用人を含む。)

の刑法(明治40年法律第45号)第 96条の 3文は独占禁止法第89条第

1項第 1号若しくは第95条第l項第1号に規定する刑が確定したとき。
2)落札事業者は上記1)の規定による金額を大学校の指定する期日までに支払わ
ないときは、その支払期限の翌日から起算して支払いのあった日までの日数に応じ

て、年100分の5の割合で計算した金額を延滞金として支払わなければならない。

⑬設備更新の際における落札事業者への措置

実施期間中に設備が更新される際は、更新機器について落札事業者へ通知するとと

もに、契約変更を行う場合がある。

⑮契約の解釈

本契約に関して疑義が生じた事項については、その都度、落札事業者と大学校が協

議するものとする。

9.落札事業者が対象公共サービスを実施するに当たり第三者に損害を加えた場合において、

その損害の賠償に関し契約により落札事業者が負うべき責任(国家賠償法の規定により国の

行政機関等が当該損害の賠償の資めに任ずる場合における求償に応ずる責任を含む。)に関

する事項

本契約を履行するにあたり、落札事業者文はその職員その他の当該公共サーピスに従事
する者が、故意文は過失により、当該公共サービスの受益者等の第三者に損害を加えた場
合には、次に定めるところによる。

( 1 )大学校が国家賠償法(昭和 22年法律第 125号)第1条第 1項等に基づき当該
第三者に対する賠償を行ったときは、大学校は落札事業者に対し、当該第三者に支

払った損害賠償額(当該損害の発生について大学校の責めに帰すべき理由が存す
る場合は、大学校が自ら賠償の責めに任ずべき金額を超える部分に限る。)につい
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て求償することができる。

( 2 )落札事業者が民法(明治 29年法律第89号)第 709条等に基づき当該第三者

に対する賠償を行った場合であって、当該損害の発生について大学校の責めに帰す

べき理由が存するときは、落札事業者は本校に対し、当該第三者に支払った損害賠

償額のうち自ら賠償の責めに任ずべき金額を超える部分について求償することがで

きる。

10.対象公共サービスに係る法第7条第8項に規定する評価に関する事項

( 1 )実施状況に関する調査の時期

内閣総理大臣が行う評価の時期(平成26年5--6月頃を予定)を踏まえ、平成
26年3月31日時点における状況を調査するものとする。

(2)調査方法

大学校は、落札事業者が実施した管理業務の内容について、その評価が的確に実施

されるように、実施状況の調査を行うものとする。

( 3 )調査項目

本実施要項 (1) 1.2 rサーピスの質の設定j により設定した事項。

(4)実施状況等の提出

大学校は上記調査項目に閲する内容を取りまとめた本業務の実施状況等について、

上記(1 )の評価のために、平成26年5月を目途に内閣総理大臣及び監理委員会
へ提出するものとする。なお、大学校は、本業務の実施状況等の提出に当たり、国

土交通大学校市場化テスト評価アドバイザーに報告を行い、意見を聴くものとする。

11.その他対象公共サービスの実施に関し必要な事項

( 1 )対象公共サーピスの実施状況等の監理委員会への報告及び公表

落札事業者の実施状況については、国土交通大学校市場化テスト評価アドバイザー

に示す報告を踏まえ、大学校において年度毎に取りまとめて監理委員会へ報告すると

ともに公表することとする。

また、大学校は、落札事業者に対する会計法令に基づく監督・検査の状況について、

業務終了後に監理委員会へ報告するとともに、法第26条及び法第27条に基づく報

告聴取、立入検査、指示等を行った場合には、その都度、措置の内容及び理由並びに

結果の概要を監理委員会へ報告することとする。

(2)大学校の監督体制

①本契約に係る監督は、支出負担行為担当官が、自ら又は補助者に命じて、立会い、

指示その他の適切な方法によって行うものとする。

②本業務の実施状況に係る監督は、本実施要項8 (1) @により行う。

(3)落札事業者が負う可能性のある主な責務等

①落札事業者の賀務等

本委託事業に従事する者は、刑法その他の罰則の適用については、法令により公務
に従事する職員とみなされる。
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②会計検査について

落札事業者は、①公共サービスの内容が会計検査院法第22条に該当するとき、又

は②同法第23条第1項第7号に規定する I事務若しくは業務の受託者』に該当し、

会計検査院が必要と認めるときには、同法第25条及び第26条により、会計検査院

の実施検査を受けたりよ同院から直接又は大学校を通じて、資料・報告書等の提出を
求められたり質問を受けたりすることがある。
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別紙1

評価表(案)
価扇配吾

llUI区分実S
要項 項司E E草笛項目・静i!iの視点 得点 備考

区分 実!ti要項区分 基礎点 加算怠

=窃共通

1)安値体制 4体{5グS制EルSでーあのプるSでEかSSES3E却K織すがる総fI縛合さ‘れ代る表体企自S由Eでとグあルるかープ企111の速t障が可能な 。110 一
① 

であるか】 銀出格式4

必 z 鍵恕された内容が実混可飽な体制であるか 。'/10
須 侵出律式4

項
2)=8に討するWI 管理;;窃の目的苦理解し‘計画的な;;1Ilの実胞が考えられているか自 3 。'/10 一

審
銀出緑式3

査 4 耳~;;1Ilを確実に実路するための基本的な方齢が明E置となっているか 。'/10 一 慢出様式3

3)現行進.レベルの
5 
各;;請の鍵怒肉容は.文学畿の要*水隼が憶保されているものとなっ

0/10 一貨の確保の実鐙 ているか 提出織式5

管理Z陸軍軍全般に優る=務に関する鑓.

可);;1Ilの貨について 本=磁の包信的な管理!.蓮曾に鯛する健寝がなされているか
一 。1/5 混血縁式B

② の鍵寓肉容 {方E量.針田により、各E陸軍軍の適正かつ円滑な安倍が確保されるか}

加
点

;;1Il遂行体制において錯也管理者に対1..常時‘適切に対応するため
項 2 

の工夫が取られているか 一 。15 礎自律式B

目
審
釜 点書量等及び保守

1)=8のsllについて 貨の向上に討して具体的な11.があり、実施について具体的な方絵、
の復湾内容 ' 計画調Fが明記されており、それらが実a可飽な体制がS童保されている 一 0-5 鑓出4章式6.

か

2)=8:1^ト司~R:l縫 2 集積コストZ牌i濡のための方鍍が提嘉されているか 0-25 提出織式6.7
についての鑓寝肉容

清婦等=濁

η=溺の闘について 貨の肉ょがに明対包しさてれ具て体お的り‘なそ提れ菰らががあ軍り‘実施について具体的な方法‘
の健.内容

t E十麗等 が実箱可鎗な体制が檀保されている 0-5 m血縁式6.7
か

2)=8:1スト等削減
2 ;;蹟2スト等削減のための方鏡が鑓寂されているか 0-10 侵出栂式6.7 

についての鍵車内容 一
審備等;;1Il

市>=穏の貨について
貨の向主に対Lて具体的な健震があり.実胞について具体的な方E丸

の復窓内容 t 計困等が明包されており‘それらが実lIi可協な体制が担保されている 一 。岬E 鑓出4華式6.7 
か

2ll!l湾2スト等削. 2 ;;IIl:lスト司JslIJ置のための方簸が鑓E医されているか 0-10 鑓出織式8.7
についての鍵窓肉容 一

緊急時及び~常時対応

3つ}い緊て急の時考，、えの方対・応体に制 1 具体的な事態を忽定し‘現実的かつ効果的な対2置が鍵寓されているか 一 。1/5
健出織まB

2 制トラ‘ブ対ル績時がや侵緊寂急さ時れにて円い滑るかに封応L‘かつ徳容を鉱大させないための体 一 0-5 

合齢得点
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従来の実施状況に関する情報の開示

く国土交通大学校(小平本校)で実施した管理・運営業務に係る経費〉

1従来の実施に要した経費

平成21年度 平成22年度

常勤職員 。 。
人件費

非常勤職員 。 。
物件費 o 。
委託費等 71，925 71，925 

計(a) 71，925 71，925 

参 退職給付費用 。 。
考
減価償却費 o 。

値
(b) 間接部門 。 。
(a) + (b) 71，925 71，925 

(注意事項)

| 別紙2'1

(単位:千円)

平成23年度(見込)

。
o 
。
71，925 

71，925 

。
。
。
71，925 

or競争の導入による公共サービス改革!こ闘する法律JIこ基づく民間競争入札を、平
成21 -23年度の3箇年の国庫債務負担行為による契約にて行っており、各年度
の金額は同額となる。

O委託費等の内訳は、別添1を参照。

O上記の委託額には、今回の対象業務から除外する宿泊棟個室清掃業務に係る委
託費相当額(年額1，680千円)が含まれる。

2従来の実施に要した人員 (単位:人)

平成21年度 平成22年度 平成23年度(見込)

常勤職員 。 01. 。
非常勤職員 。 。 。
(業務従事者に求められる知識・経験等)

O実施要項目.入札参加資格に関する事項j参照。

(業務の繁閣の状況等)

O研修繁忙時期 :6月、7月、9月-12月

(別添2参照)

(その他)

O入札の対象である業務の全部を外部委託により実施。

27 



3従来の実施に要した施設及び設備

国土交通大学校(小平本校)で実施した管理・運営業務に係る施設及び設備

O実施要項別紙5f設備一覧表』参照

注意事項

1.上記の施設及び設備については、請負業務を行う範囲において無償貸与。

2.上記以外で請負業務を行うにあたり必要なものは、請負者が用意する。

3.前項において舗負者が用意する設備は、国土交通大学校(小平本校)の他の業務

及び研修業務に支障のないものに限る。
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4 従来の実施における目的の達成の程度

1.快適性の確保(入居者満足度)

管理業務に係る満足度について、アンケート調査を施設利用者である研修員
を対象として研修ごとに行い、修了時に職員へ提出(各項目「普通」以上7
0%以上)

1)アンケート結果

21年度 研修数 98コース 対象者 3.683名 回線$ 83訓

， '. 

施段環4完全館 値段内清栂
共用箆段の備品.

管理人対応 守衛{書信員}錆応 針
潟IUL!li

策定 54 59 64 48 42 54 

普通 45 39 34 50 55 44 

不潟足 1 2 2 2 2 2 

演足度 99 98 98 98 97 98 

22年Of 研修数 91::1ース 対象者 3.283名 回収率 90.01 
"""'6 ... 

鎗訟環織全般 箆股肉清鍋
共用範段の情品.

管理人対応 守衛{嘗信良】対応 針11'11毛品等

お足 59 65 69 71 59 64 

普通 40 33 30 29 40 35 

不翁足 1 2 。 t t 

溺足度 99 98 99 100 99 " 
2)アンケート結果に対する対応状況
アンケート調査の結果として、利用者から高い満足度の評価を得ていると恩われるが、よりー
眉の充実のため、自由記載欄に書かれた要望のうち、シャンプー・リンスの補充等、対応可能な
ものについては、即時対応し、要望に応えるよう謀者に対し指導し、対応したものにかかる要望
については少なくなった.

2.品質の維持

(1 )測定指標

管理業務の不備に起因する研修の中断回数(0回)

※研修の中断とは、研修{講義等)が中断することにより、研修目的が達成されない場合をいう。

管理業務の不備に起因する空調停止、停電、断水の発生回数(0回)

(2)実施結果

研修実施中に管理業務の不備に起因する研修の中断及び空調等停止は発生しなかった。

3.安全性の確保

(1 )測定指標

管理業務の不備に起因する施設利用者の怪我の回数(0回)

※怪裂とは、病院での治療を要する怪義をいう.

(2)実施結果

管理業務の不備に起因する施設利用者の怪我は発生しなかった。
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5従来の実施方法等

従来の実施方法

-別添3のとおり。

事業の目的を達成する観点から重視している事項

-省エネの観点から、効率的な設備運用を目標としている。

注意事項

対象業務については全部委託であったため、国土交通大学校(小平本校)では、

-直接実施していないが、監督部署については本紙実施要項8(1)④のとおり。
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別添1

従来の実施に要した経費(委託費)内訳

業務内容
自島託質実績

別紙
H21 H22 H23(見込)

点倹等及び保守 建策物点検察務 462.000 462，000 462，000 別紙6-1

自京用電気工作物保守・点倹Z医務 1，312.500 1，312，500 . 1，312，500 別紙6-2

エレベーター保守・点後象務 6，300，000 6，300，000 6，300，000 別紙6-3

電気通信段備点倹薬務 1，564，500 1，564，500 1，564，500 別紙6-4

宣銅盤備等保守・点倹象務 15，540，000 15，540，000 15，540，000 別紙6-5

自動制御織器点検業務 7，350，000 7，350，000 7，350，000 別紙6-6

自動廊保守・点検業務 420，000 420，000 420，000 別紙6-7

厨房鯵水処理段償保守・点検察務 2，520，000 2，520，000 2，520，000 別紙6-8

消防段備点倹象務 1，995，000 1，995，000 1，995，000 別紙6-9

遺伝・監観及び日常点倹・保守集積 7，350，000 7，350，000 7，350，000 別紙7

清摘等Z医務 清鍋S医務{宿泊線除<) 2，415，000 2，415，000 2，415，000 別紙8

清鍋Z医務{宿泊線) 7，350，000 7，350，000 7，350，000 別紙9

宿泊線個室清鍋Z医務 1，680，000 1，680，000 1，680，000 一

除草象務 1，470，000 1，470，000 1，470，000 別紙10

嘗備等象務 守術泉務 2，520，000 2，520，000 2，520，000 別紙11

宿泊練管理人集務 10，290，000 10，290，000 10，290，000 別紙12

執務環境測定集積 執務環境測定象務 1，386，000 1，386，000 1，386，000 別紙13

合計 71，925，000 71，925，000 71，925，000 

器~1 H2可-23においては、『鼠争の.入による公共サービス改革に関する法律』に基づき、市羽化テストによる一倍契約を行っている.

諜2H21-23においては、国庫債務負担行ゐにより各羽象務3年間分を一括契約しており、上飽肉眼l乱契約額の肉数である。

※3 r宿泊線個室i宵締象務』は、次回市縮化テストにおいて.除外する.

• (単位千円)

内観

人件費、消耗品費、通信還俗質{電錨・郵便・宅毘便・短込手数料・交通貨等}

人件質、消粍品質、通信還俗貨{電信・郵便・宅配便・緩込手数料・交通貨等}

人件賀、泊粍品質、通信連鎗質(11踊'1lI偲・宅配便・娠込手数料・交通貨等}

人件費.消粍品質、通信遇俗貸{電信・郵便・宅配便・鑑込手敏科・交通貨等}

人件費、消経品質、通信遺憾貨{電信・卸値・宅毘使・鑑込手敏科・突通貨等}

人件費、消粍品質、通信週織貸(電信・郵便・宅毘使・緩込手数料・交通貨等}

人件費、消耗品質、通信理館賞{電話・郵便・宅E使・鍍込手数料・交通貨等)

人件費、消耗品質、通信週般質(電隠・郵便・宅配便・短込手敵料・交通貨等}

人件費、消粍品質、通信理侮挺(電信・郵便・宅配便・鍍込手敏料・交通貨等}

人件費、消粍品質、通信趨償資{電箇・郵便・宅配便・鍍込手数科・変通貨苦手}

人件費、消耗品質、通信沼館賞(交通貨等}

人件賀、消耗品質、通信理路費(交通貨等}

人件費、消耗品質、通信連絡質(交通貨等}

人件費、処分賞、通信週徹貨{電鰭・交通貨等)、使用磁器に要する費用

一

人件費、消耗品費、通信理織貨{交通貨等}

人件賞、消耗品質、通信趨織費{電信・郵便・宅毘便・娠込手数斜・交通貨等}



別添2

宿泊棟寮室使用実績

(室)

月 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平均

4月 363 276 196 278 

5月 400 351 251 334 

6月 576 472 563 537 

7月 179 539 530 416 

8月 312 34 84 143 

9月 349 302 346 332 

10月 353 445 一 399 

11月 569 262 一 416 

12月 234 313 一 274 

1月 225 176 一 201 

2月 157 196 一 177 

3月 21 23 一 22 

計 3.738 3，389 1，970 3.528 

※当該月における研修員の退寮数を計上している。
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別海3

業務区分表

現状 入札後

業務内容 業務細目
国安大
落札
国支大
落札 備考

業者 業者

設備点検等 自家用電気工作物点検 O O 
ヱレ4ータ一点検 O O 
電気通信設備点検 O O 年2固
空調設備等点検 O O 
自動制御装置点検 O O 年1回

設 自動扉点検 O O 年2回
備 厨居排水処理設備点検 O O 
等

消防設備点検 O O 年1回(総合点検)、年2回(外観・機能点検)
管

各点検結果の国交大への報告 O O 月/1固
理
業 報告内容への対応 O O 
務 運転監視・ 温度設定指示 O O 
日常点検 温度設定変更 O O 

日常点検 O O 
遠隔監視 O O 24体制、人を毘置した場合は遠隔監視でなくても可

使用者対応 施設に関する苦情受付、対応 O O 
修繕対応(業者手配、立ち合い) O O 仕様書、実施要項に記戴した業務を除〈

清掃 屋内清掃(管理厚生棟) O O 
{宿泊線除き) 屋内清掃(執務室)の日程調整 O O 

屋内清掃(研修棟) O O 
屋内清掃(多目的研修棟) O O 
屋肉清掃(ホール) O O 
屋内清栂{渡り廊下等) O O 
屋外清掃 O O 10月1日から12月28日までの期間
特別清掃の日程調整 O O 

清
特別清掃(管理厚生棟) O O 
特別清掃{研修棟) O O 

掃
特別清掃(多目的研修棟) O O 

等
特別清揖(ホール・漉り廊下) O O 業

務 監督官庁への対応 O O 
宿泊線共用舗分{廊下、階段、銭信室等}の日常清掃 O O 
宿泊練排水部(寮室)の清掃 O O 年1回

清掃(宿泊棟〉 宿泊棟寮室部の清掃 O 3，600室/年
清掃状況の確認 O O 
清鍋袋務の大学校への報告{作集日誌作成等) O O 清掃後/日
機械での除草 O O 全体年/1回部分年/8回

除草
手作業での除草 O O 全体年/1田部分年/8回
除草扶i見の確認 O O 
除草案務の大学校への報告 O O 

守衛業務 庁舎玄関等の開閉等業務(施錠を含む) O O 
災害、事故及び故障発生時の措置 O O O O 応急措置を実施
不審者等の発見時の措置 O O 

普
来技者への案内 O O 
来技者の出入り管理 O O 

備
庁舎内外の巡回 O O 定期巡回の他、必要に応じて実施業

務 防犯システム及び防災シスァムの監視 O O 
火災発生時の自衛消防活動 O O 
悪天候時の庁舎機能の維持 O O 状況に応じて実施
機械警備会社への通報 .0 A O A 緊急時は落札業者が実施
警察及び消防等への対応 O A O A 緊急時は落札業者が実施
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別添3

現状 入札後

業務内容 業務細目
圏実大
落札
目安大
落札 備考

業者 業者

管理人業務

入寮予定日の確認 O O 入寮時(現状96回/年程度)
受付用名簿の作成 O O 入寮時(現状96固/年程度)
E布資斜f全員分}‘ICカード{前泊者分).食魯{前泊費分)の.信 O O 入寮時(現状3.560回/年程度)

研修員の入
E布資制【全員分】.ICカード{前泊者分九食券{前泊者分)0)12布 O O 入寮時(現状3，560回/年程度)
鍵等の漉し O O 入寮時(現状3.560回/年程度)

寮事務
入寮階、寝具類の説明 O O 入寮時(現状3.560回/年程度)
受付済名簿の作成(受付用名簿に入寮状況飽入} O O 入寮時(現状96回/年程度)
入寮事務の状況報告、受付着名簿の提出 O O 入寮時(現状96回/年程度)
入祭事務の!i旬、手棄容額の示毘.11札者からの相銀畏付 O O 
入寮予定日の確認 O O 入寮時(現状61回/年程度)
受付用名簿の作成、食券の準備 O O 入寮時(現状61回/年程度)

研修講師の 金券、10カードの毘布、鍵等の渡し O O 入寮時(現状61固/年程度)
入寮事務 入寮階、寝具類の説明 O O 入寮時{現状61固/年程度)

入寮事務の状況報告 O O 随時
入寮事湧の監督、事実害額の~露、落札者からの相餓笠付 O O 

研修員名簿 研修員名簿の作成 O O 入寮時(現状96回/年程度)

の作成 研修員名簿の管理 O O 
研修員のしおりの原案作成、印刷 O O 
研修員のしおりの肉容チェッ夕、校正、毘布 O 。 随時

研修員の生
寮室利用案肉(研修員用)の原案作成、印刷 O O 
寮室利用案内【研修員用)の肉容チェック、技:iE.E布 O O 随時活指導
寮室利用案内{研修員用)の更新 O O 随時(現状1固/年程度)

警 外出届・外泊簿の作成 O O 入寮時(現状96回/年程度)

備 外出届・外泊簿のチェック、入寮者の在室確認 O O 毎日。異常がないか監視。必要に応じて文学校に報告

等 寮室利用案肉(講師用)の原案作成、印闘 O O 
業 研修講師の 寮室利用案肉{情師周)の内容チェッ夕、枝豆、配布 O O 随時
務 生活指導 寮室利用案内(講師用)の更新 O O 臨時(現状1回/年程度)

入寮状況の把握 O O 毎日.異常がないか監視.必要に応じて文学校に報告

入寮状況の
外出届・外泊簿の記載説明、記入喚起 O O 随時

管理
女子決理重量の利用申し出者への鋭明{暗盟書号等} O O 岡時
落し物・忘れ物の管理(周知・記録含む} O O 随時
宅毘便の取次ぎ O O 随時
電話・FAX・伝昌の応対 O O 随時

日常の入寮 館内放送 O O 随時
者への対応 支鎮寝具類の案内(リネン庫の管理含む) O O 随時

曹司・竃置ι悟~λ盟書篭か畠骨量昆民対す晶封臨也/1-白書【阻~且量陣。 O O 
.11・竃置に偏畠A聾者.か晶曲竃且巴対する"IIÖ也担・図書t暗償@量且l::ll~) O O 回答した場合は、その内容を大学技に報告
退寮予定確認 O O 退寮時(現状96固/年程度)
鍵等の返却受取(後泊者を除<) O O 退寮時(現状3.512回/年程度)

研修員の退 後泊者の鍵等・10カードの返却受取 O O 退寮時(現状48回/年程度)
寮事務 後泊者の10カードの文学校へ返還 O O 退寮後(現状48回/年程度)

破損、汚鏡、紛失発生時の弁済料金鏑求、回収 O O 随時
陵備修理、不足備品の繍充、大学校への報告 O O 随時

研修講師の
退寮予定確認、鍵等・ICカードの返却受取 O O 退寮時(現状61固/年程度)

退寮事務
破損、汚娘、紛失発生時の弁務料金筒求、回収 O O 随時
設備修理、不足儲晶の補充、大学校への報告 O O 随時

管理目誌によ 管理日誌の作成 O O 1回/年。追補は随時
る報告 管理日誌の記入、提出 O O 毎日記入後、文学校へ提出
消防訓練の 消防訓練の企画、進行 O O 1回/年
実施 寮内放送、入寮者の誘導等 O O 1回/年
清錨員との~絡調聾 清掃員との連絡調整 O O 随時
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別活3

備考業務細目業務内容
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固因

国土交通大学校の施設環境に関するアンケート(案)

研修員の皆様へ
国土交通大学校における施設環境をより良いものにするための参考とさせて
頂きますので、アンケートにご協力下さい。
記載が出来ましたら、 000に設置しているアンケートBOXへ投函してくだ
さい。

①施設環境に関して、全体的な感想はいかがでしたか。

ロ満足 口どちらかと 口どちらとも 口どちらかと ロ不満足
いえば満足 いえない いえば不満足

(自由記載欄

②施設内の清掃は行き届いていましたか。(宿泊棟個室部分を除く)
口満足 口どちらかと 口どちらとも 口どちらかと 口不満足

いえば満足 いえない いえば不満足
(自由記載欄

③供用施設の備品、消耗品等(灰皿、共同浴室のシャンプー類、トイレットペー
パ一等)は適切に整備されていましたか。
口満足 口どちらかと ロどちらとも 口どちらかと 口不満足

いえば満足 いえない いえば不満足
(自由記載欄

④管理人の対応はいかがでしたか。
口満足 口どちらかと 口どちらとも 口どちらかと 口不満足

いえば満足 いえない いえば不満足
(自由記載欄

⑤守衛(警備員)の対応はいかがでしたか。
口満足 口どちらかと 口どちらとも 口どちらかと 口不満足

いえば満足 いえない いえば不満足
(自由記載欄

・その他、お気付きの点やご意見がございましたら記載して下さい。

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。
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国土交通大学校は、国主交通省の総合的な研修機関として、同省の職員や国土

交通行政を担当する地方公共団体、独立行政法人などの職員を苅象に、国土交通

行政の各分野にわたる研修を、.本校及び柏研修センター双方で連携し、体系的に

実施しています。

;研修の特長]

0湾ヨ'êlノ左:議鄭~tJJ
各分野にの第一線で活躍する有識者等の外部講師及び本省内部講師か

ら直接講義を受けることで、高度な専門能力・企画能力・管理能力を賛成

できるとともに、各分野の制度設計、最新の事倒・諸課題等の多様な情報・ f

知見を修得できる。

趨麗磁溺纏欝糧輯盤機磁磁調騒

。多高官在S隣諸，~のS~ ~ 
研究、班副討議、実習・演習等の多様な研修技法を

積極的に活用することで、研修員自らが主体的に研修に参加することがで

き£より実践的な能力の麓成等、多大な研修刻果が期待できる。 千?

麗麗臨

麹盟盤

4謹顎盛瞳圏題画醐輔覇寵躍輯瞳轟輯揮輔醐

( 日修体系 ] 

乙通E措基iJ:;
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.窟・E薗. 蕊怒密議議議事語扇面競轟轟轟蕊ぎをEて

MainCampus 

Pla1111in'g and A(1anagemellt Departmellt 

【主な研修】

・新銀用、中堅、管理踊等の暗目別研修

e;;e;;省課畏補佐等を苅象とする昭策研修

新鐸用協員、中堅クラスの臨員の事室霊能力向上、

新任管理臨!こ室用された鳳員の管理能力・判断力

向上を図る隠回別研修や、阪策の企画・立察能力

向上を図る取策研修、国土交通行政の専門分野に

係る行政能力の質成を図る研修のほか、新疋な行

日課題に淘応できる研修〈単科逮習研修等〉に随

路苅応レています.

・事S提言高行、公共闘達、理股議、用地、都市・地成政策、住

宅・不劉産、建築・営繕聞係の研修

・単科速習研修〈新会社活、企築会計、緩怠分等〉

Constructio1t Depa付ment

【主な研修】

・祉会資本整備・管理E闘する総合的なマネジメント

能力の向上を図る研修

・公共工事の発注として必盟となる筏街・知織の修憶

を図る研修

・専門分野〈沼川、道路、ダ心、砂町、湾岸、施行企

画、~気通信等〉の鐙術・知滋の修得を図る研修

・行政課題〈災芭対応、危也管理、1m!露づくり、 PI

等〉に苅応する能力の向上を図る研修

也会資本盟備・官理E苅する畠質確保の聾蹄がこ

れまで以上!こ強くなっている現在、担当闘員の銭術

力の総括・向上が大きな諜題となっています。そこ

で、国土交通省及び地方公共団体等の銭術系隠員Iこ

刻し、その階層毎〈本省等章宇都臨員、事努所管理闘

員、中聖路員等)fこ、各々必要となる能力の向上を

企図し疋研修(社会資本盤備・官理を巡る画新動向

の把撞、マネジメント能力の向上、専門授術・知滋

の修得等〉を実施しています.

39 



E室紅建機種唖亜種輔磁&セさ

【主な研修】

・新銀用銀術脇員、中堅係員、中堅係長、課長補佐、

管理職員の階屈剖研修

・公共測量!こ闘する研修
・国主調査成東の担証・後置に必要な緩衝を習得

する研修

・GISI，こよる地理空間情報の共有化と有刻活用及び
援活の勉率化・省力化を図るための研修

社会基盤盤備関連祭塁審の担当奮を苅象に、国新の

測毘銭術に闘する研修を実施するほか、 GIS(地理
情報システb.)1こ閲レ、総合的な知蹴を習得する研
修を実施しています.
また、基本潤冨を行う筏術者の毘成盤びに甜畠百

訟に闘する企画立案能力を向上さtまる定めの暗暗副
研修も実施レています.

置歯固冨冨置圏Kashiwa Training Center 

【主な研修】

治研修センターでは、新銀周臓員、係長、践長
補佐、管理臨筈を苅象とする隠居別研修、臨簸の企

画・立案能力向上を図るための政簸研修、連絡安全、
鉄道、自動車、海事、港湾、航空、物流、観光、企画

事器等の専門分野に闘する研修を突錨するとともIこ、
多織なiBl蹟の展開に資する定め、緊急時の苅応能力を

高め、組織としての危僧官理体制を強化するための危

僧官理・安全保障研修、 IT化・電子政府の実現に向
けた行政情穏システム等に閲する研修などを実施して

います。

・新探周隠員、中堅係員、初任係長及び中堅係長等nnulこ
本省及び他方支治部局等の官理臨及び限長循佐級を苅象

とする階居i5g研修
・本省謀長、室長及び企画官盟UIこ地方ブロック部長級
現員を苅象とする政策研修〈危畿官理、安全保師、

広報〉

・浬鰯安全、銭道、自動車、海事、港湾、航空、物流、

観光、企画事濁等の知磁・按簡の伺告及u18円分野に
係る行蔵能力を混成するための専門研修

・国民に闘かれた行阪の円滑な遂百E資するため、プレゼ
ンテーション能力及び苅外折衝の向上を目的とした研修

〈行政スキル基彊、コミコニケージョン筏術
【脱明・交渉力)) 
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-E璽盟墨田

E置E置 園田園田園田園田園田四回目田園田園田園田園田園田回目噌

61.920rrl 
10.280rrl 
30.180rrl 

-敵地面積

・建築面積

.延床面積

-校内家内因

F 

管理厚生棟

宿泊練〈研修員宿泊室350室〉
研修練〈一位教室14室.ゼミ室32室〉
図画館

多目的研修徳

大会鵠室〈ホール)

測量実習蝿

建訟研修所が、建臨省の附属盤国

として東京都北多摩郡小平町に臨画

本校のあゆみ

昭和32年4月

①
@
@
@
@
@
⑦
 

• 
建設大学授に発展的政組昭和40年9月

国土交通太学捜本授となる平成13年1月

I!:o_田園田園田園田園田 E 田園田園田園田園田田園田園田園田園田c:::3_.!I 

園田園田園田園田国国園田園田園田園田園田園田弔F 

.~交内案内図

拍研修センターのあゆみ

運輸研修所が、運輸省の附属健闘

として東京都豊島区目白!こ位置
• 昭和45年5月

N・~一一

37.828rrl 
6.333rrl 
12.907rrl 

-敵地面調

・誼築面積

.延床面積

闇謡決定により移転珂象也聞となる

国主交通太学綬拍研修センターとなる

9年3月千襲県柏市に移転

平成13年1用

昭和63年7月

平成

官理研修探〈一銭毅室6室.ゼミ室6室〉
宿泊練〈研修員宿泊霊170室〉
厚生棟

蹄堂篠

クラウンド策調霊池

①
@
@
@
@
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国土交通大学校のご案内

i -絵本綾a申袋線圏分唱静寂より
富津多摩湖総

一線写慰膜下JIl.807分

柏研修センター
a官官事書鴎徳駅ag.~パスイ"-^ト2寄.~J場より

『柏@旗公園』行又陰『拾の，.公館総111m立がんセν宮ー』行
パス25分『相CDa"公居住宅前』市耳障後書11-，分

守〈ほ%~スヲレス舗の.キ守ンパスIït酉ロ

康氏パスイ"-^"'.Jl~J場よ噌
『翰@思公冨信竃』行

パス，01)0r拾@漉公園住宅前』下車僑o'分

••••• 

国土交通大学校
-本校
〒187-8520東京都小平市喜平町2-2-1

人が動〈、
国土が騒動する.

(042)321-1541 (代表)
(042) 326-3883 

TEL 
FAX 

-柏研修センター
〒277-0882千襲県祖市柏の襲3-11-1 (04)714仔 8777(代表)

(04)7134-7999 
TEL 
FAX 

d曜富喜t

http://www.col.mli↑.go.jp 
E-mail: info@col.mlit.go.jp 

国土交通省
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l~IJ紙51

設備一覧表

① 自家用電気工作物

② エレベーター

③ 電気通信設備

④ 空調等設備、衛生設備、発電設備

⑤ 自動制御機器

⑥ 自動扉

⑦ 厨房排水処理設備

⑧ 消防設備
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①自家用電気工作物(別紙6-2関連)

発電機等規格

・設備容量 3， 150KVA 

・受電電圧 6，600V 

・発電装置

非常用 常用

発電機定格容量 500KVA(ガスタービン) 60KVA 350KVA 

50KVA(ディーゼル)

発電機定格電圧 6，600V(ガスタービン) 200V 6600V 

200V(ディーゼル)

原動機の種類 ガスタービン 太陽電池 NaS電池

ディーゼル

高圧

研修棟(受電設備) 宿泊棟(送り変電所) 管理厚生棟(送り変電所)

柱上高圧気中開閉器(PAS) 高圧ケーブル 高圧ケーブル

制御装置(OGR) 断路器(OS) 断路器(OS)

計器用変成器 真空遮断器(VC8) 真空遮断器(VC8)

高圧ケーブル 負荷開閉器(L8S) 真空間閉器(L8S)

断路器(OS) パワーヒューズ(PF) パワーヒューズ(PF)

真空遮断器(VC8) 単相変圧器 単相変圧器

負荷開閉器(日S) 三相変圧器 三相変圧器

パワーヒューズ(PF) 地路継電器 スコット変圧器

直列リアクトル(SR) (方向性有:OGR、方向性無:GR) 地路継電器

高圧進相コンデンサ(SO) 過電流継電器(OCR) (方向性有:OGR、方向性無:GR)

単相変圧器 不足電圧継電器(UVR) 過電流継電器(OCR)

三相変圧器 変流器(CT) 不足電圧継電器(UVR)

スコット変圧器 変庄器(VT) 変流器(CT)

地路継電器 電圧計(切替器含む) 変圧器(VT)

(方向性有:OGR、方向性無:GR) 電流計(切替器含む) 電圧計(切替器含む)

過電流継電器(OCR) 電通計(切替器含む)

不足電圧継電器(UVR)

地路過電圧継電器(OVGR)

変流器(CT)

変E器(VT)
電圧計(切替器含む)

電通計(切替器含む)

内燃力発電装置・発電機

内燃力発電装置・原動機

内燃力発電装置・始動装置&保護装置

屋外(受電設備)

NaS電池・交直変換装置(PCS)
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低圧

研修棟(受電設備) 宿泊棟(送り変電所) 管理厚生棟(送り変電所)

太陽電池発電設備・インバータ 内燃力発電装置・発電機 太陽電池発電設備・インバータ

蓄電池装置 内燃力発電装置・原動機 蓄電池装置

低圧開閉器 内燃力発電装置・始動装置&保護装置 低圧開閉器

低圧幹線(毘線) 蓄電池装置 低圧幹線(配線)

電圧計(切替器含む) 低圧開閉器 電圧計(切替器含む)

電通計(切替器含む) 低圧幹線(配線) 電通計(切替器含む)

電圧計(切替器含む)

電通計(切替器含む)
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②エレベーター(別紙6-3関連)

項目 管理厚生棟 研修棟 宿泊棟

台数(台) 2 2 2 

用途 乗用 小荷物用 乗用. 乗用

型式 油圧式 ロープ式 ロープ式 ロープ式

階数 3 2 
4階 1台

5 5階 1台

電動機容量(KW) 22 2.2 7.5 7.5 

積載量 900 300 900 900 

定員 13 一 13 13 

定格速度(m/min) 45 30 60 60 

製造元 fliJiエレベータ徐式会縫製 tI渓エレペ-1lt章式会社製 自由渓エレベーター車式会主U~ 彼浜エレベータ4章式会社鍵

③電気通信設備(別紙6-4関連)

機器名 数量 規格 備考

6.5GHz帯4PSK 国電通仕第30
多重無線通信装置 2台

6.3MbpsX3 |号曹申錦露骨合計

デハイドレータ 1台 壁掛け型3方路

端局装置 1架 中容量(96CH)型

専用通信網監視制御 1台 被監視制御装置 国電通仕第40号

直流電源装置 1台 KSR-48-20N 国電通仕第25号

自動電話交換装置 1台 電子交換機

鉄塔 1基 36m未満 小平局

空調設備 一式
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④空調設備、衛生設備、発電設備(別紙6-5関連)

『宿泊棟』空開設備

番号 l 緩器名称I記奇7
1 ユニット型空閥横

2 ユエット重重両轟

3 ユエッド亙蚕両擁

4 ユエット憂蚕爾麗

5 ユニット型空闘機

畿喜一証線

形 式 Pーミ抑形正.rJ\:'-~'9:.-?'.:a.=，ト
冷却能力 15， l00Kcal/h 冷水量 61 Lit/min 
加熱能力 1乙900Kcal/h 温水量 61 Lit/min 

送風機 1.890m3/h X 15叫 i20(機外)
(動力 3φ 200V 0;75附

外気 250m'/h 
ヨイル入口空気温度 19.6'C昭 26.9'C DB 
コイル出口空気温度 12.0'C昭 11.2'C DB 
加湿器 4.8 Kg/h (気化式)

フィルター 中性能1.(附ー側BS65覧以上)

l' 111ィルト (AFI 70覧以上)
防援装置 送風機ゴム防桓

形 式 ターミナ付移11ハンドPングユニ外
冷却能力 10，OOOKcal/h 冷水量 41 Lit/min 
加熱能力 10，OOOKcal/h 財 t量 41 Lit/min 

送風機 5.000m3/h X 20阻 H20(機外)
{動力 3φ 20⑪V 1. 5KW 

外気 750m3/h 
コイル入口空気温度 20.0'C昭 26.2'C DB 
コイル出口空気温度 15.6'C叩 15.8'C DB 
加湿器 4.3 Kg/h (気化式)

フィルター パネル型1.(岬ー(再生式;) (AFI 70覧以上)
防振装置 送風機ゴム防振

形 式 ターミナル形11巾ドPングZ フト(全撚交換器内臓)
冷却能力 13，却OKcal/h 冷水量 44 Lit/阻in

加熱能力 13，900Kcal/h 温水量 46 Lit/min 

送風機 2，200m3/h X 20nu副20(機外)
(動力 3φ 200V 1. 5附

遺風機 2.20⑪m3/h X 20岡田o(機外)
(動カ) ・ 3φ 200V 1. 5KW 

コイル入口空気温度 20.2'C官B27.0'C閲
コイル出口空気温度 9.0'C開 11.3'C DB 
加湿器 5.3 Kg!h (気化式)
フィルター 中性能1.(岬ー{阻S65覧以上)

プレ14~'- (AFI 70賞以上)
防振装置 送風機ゴム防援

系 統 宿泊施殴系統

形 式 トミ持形:t.1J¥νドPングz外{全勲交換器付)
冷却能力 18，300Kcal/h 冷水量 61 Lit/min 
加勲能力 10，200Kcal/h 温水量 34 Lit/min 

送風機 3.0卸 m3/hX 30mmH20 (機外}
(励カ 3φ 200V 2.2悶

週風機 3.080m3/h X 30mmH20 (機外)
{励カ 3φ 200V 1. 5KW 

コイル入口空気温度 22.8'C WB 28.3'C DB 
コイル出口空気温度 16.6'C胃B 17.9'C DB 
加湿器 5.9 Kg/h (気化式)
フィルター 中性能川村田 (NBS65鳴以上)

プレ14岬ー (AFI 82純i上)
防媛装置 送風機ゴム防援

系 統 宿泊施段系統

形 式 トミ付形:t.11叫.9:.-9'.:a.=外(会熱交換器付)
冷却能力 33.000Kcal/h 冷水量 110 Lit/阻in

加熱能力 25.000Kcal/h 温水量 84 Lit/min 

送風機 4.500m
3
/h X 30耐 i20(機外)

(動カ 3φ 200V 2.2附

遺風機 2.750m3/h X 30四回o(機外)
{動力 3φ 2ωV O. 75KW 

コイル入口空気温度 24.3'C四 29.5'C問
コイル出口空気温度 16.9'C叩 17.8'C凹
加湿器 14.6 Kg!h (気化式)
フィルター 中性飽7.(附ー{阻S6時以上)

7'''7.(~'- (AFI 82%以上)
防振装置 送風機ゴム防緩

錨一

m

2 
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番号 緩器名称{記号} 槌器仕様 台数

6 ユニット型空間機 系 統 宿泊施股系統

形 式 ~-ミナ骨形エ7'ψドリングzフト(全熱交換器付)
冷却能力 36，400Kcal/h 冷水量 121 Lit/min 
加熱能力 25，300Kcal/h 温水量 84 Lit/min 

送風機 4，880m3/h x 30mmH20 (機外)
(動力) 3φ 200V 5.5K曹

還風機 3，130m3/h X 30rmnH20 (機外)
(動力) 3φ 200V 3. 7KW 
コイル入口空気温度 24. 1~ WB 29.5~ DB 
コイル出口空気温度 16.5~ WB 17.4~ DB 
加湿器 15.3 Kg/h (気化式)
フィJレター 中性能'-1付ー(阻S65覧以上)

"レ7イル~- (AFI 82完以上)
防振装置 送風機ゴム防接

7 ユエット型空闘機 系 統 宿泊施設系統 2 
形 式 ~-ミt'"形エ7'叫'9ン?'ユニフト(金熱交換器付)
冷却能力 21，400Kcal/h 冷水量 71 Lit/min 
加熱能力 12，700Kcal/h 温水量 42 Lit/min 

送風機 3，850m3/h X 30mmH20 (機外)
{動力) 3φ 200V 2.2KW 

還風機 3，850m3/h X 30岡昭o(機外)
(動力) 3ゆ 200V 1. 5KW 
コイル入口空気温度 22.8~ 四 28.0"C DB 
コイル出口空気温度 17， O~ 叩 18.3~ DB 
加湿器 7.4 Kg/h (気化式)
フィルター 中性能川村田 (NBS65覧以上)

"レ'-1"9- (AFI 82話以上)
防仮装置 送風機ゴム防振

8 ユニット型笠岡機 系 統 宿泊施設系統

形 式 9-ミ知形~7f\ント"ングzヲト(全:熱交換器付)
冷却能力 38，500Kcal/h 冷水量 128 Lit/min 
加熱能力 31，300Kcal/h 温水量 104 Lit/min 

送風機 5，270m3/h X 30岡田o(櫨外)
(動力) 3φ 200V 3. 7KW 

温風機 3， 520m3 /h X 301JU1剖20(機外)
{動力) 341 200V 1. 5KW 
コイル入口空気温度 24.0~ 昭 29.5~ DB 
コイル出口空気温度 16.6~ WB 17.5"C DB 
加湿器 18.4 Kg/h (気化式)
フィルター 中性能'-1吋ー (NBS65%以上)

"レ'{"'~- (AFI 82覧以上)
防仮装置 送風機ゴム防援

9 ユエット型空嗣機 系 統
宿9ー泊ミナ籍ル形設エT系J、統ンド9ング.:z.:，ト (全熱交換器付}形 式

冷却能カ 41，400Kcal/h 冷水量 138 Lit/min 
加勲能力 27，800Kcal/h 温水量 93 Lit/min 

送風機 5， 650m3 /h X 30rmnH20 (機外)
(動力) 3ゆ 200V 5.5KW 

還風機 3，900m3/h X 301m副20(機外)
(動力) 3ゆ 200V 3. 7KW 
コイル入口空気温度 24.0~ 四 29.4~ DB 
コイル出口空気温度 16.5~ WB 17.4~ DB 
加湿器 15，6 Kg/h (気化式)
フィルター 中性能，{岬ー(阻S6回以上)

"レ'-1舟ター (AFI 82気以上)
防仮装置 送風機ゴム防緩

10 ファンコイルユニット 形 式 天吊インベイダクト型 (FCU-3型) 80 

吐出風量 435m3/h 
冷房能力 顕熱量 1， 700 Kcal/h 

全熱量 1，920 Kcal/h 
暖房能力 4，350 Kcal/h 
水 量 8 L/min 

定流量弁Xl、ポール弁X2、竃動2方弁
Xl {電源OFF時弁は聞とする.
(スプリング式)) OA接続用フランジ
100 φ付.

48 



番号 偉器名称{記号} 砲器仕様 台数

11 ファンコイルユエット 形 式 天吊インベイダクト型 (FCU 2型) 270 

形 式 天吊インベイダクト型 (FCU-3型)

吐出風量 295m3/h 
冷房能力 顕熱量 1， 120 Kcal/h 

全熱量 1，280 Kcal/h 
眼爵能力 2，240 Kcal/h 
水 量 4 L/min 

定流量弁X1、ポーJレ弁X2、電動2方弁

Xl (電源OFF時弁は聞とする。
{スプリング式)) OA接続用フランジ

100 φ付。

12 ファンコイJレユエット 形 式 天吊インベイダクト型 (FCU-4型) 2 

吐出風量 570m3/h 
冷房能力 顕熱量 2，160Kcal/h 

全熱量 2， 710 Kcal/h 
暖房能力 4，350 Kcal/h 

水 量 8 L/min 
定流量弁Xl、ポール弁X2、躍動2方弁
Xl (電源OFF時弁は聞とする.
(スプリング式)) 

13 ファンコイルユニット 系 統 1-5階醗話室系統 10 

吐出風盈 855m3/h 
冷房能力 顕熱量 3，田oKcal/h 

金熱量 3，860Kcal/h 
暖房能力 6， 120 Kca1/h 
水 量 12 L/min 

14 空冷ヒートポンプ室外機 系 統 1階事務室、管理室系統
冷房能カ 11.8KW 
暖房能カ 13.5剛
圧縮機動力 3φ 200V 3.5KW 

送風機動力 3φ 200V O. 16附

15 空冷ヒ トポンプ室内機 系 統 事務室系統、天井カセット (2方向吹出} 2 
冷房能カ 4.5KW 
暖房能力 5.0KW 
動 カ 1φ 200V 0.02KW 

16 空冷ヒ トポンプ室内機 系 統 管理室系統、天井カセット (2方向吹出)
冷房能力 2.8KW 
暖房能力 3.2KW 
動 カ 1φ 200V 0.015KW 

17 空冷ヒ トポンプ室外機 系 統 身障者宿泊室系統

冷房能力 7. lK曹
暖房能カ 8.0K胃
圧縮機動力 3φ 200V 2.2KW 
送風機動力 3φ 200V O.07KW 

18 空冷ヒ トポンプ室内機 系 統 天井カセット (2方向吹出)
冷房能カ

暖房能力

動 カ 1φ 200V 0.02K官
19 空冷ヒ トポンプ室内機 系 統 天井カセット (2方向吹出)

冷房能力

暖房能力

動 カ 1φ 200V 0.02KW 
20 空冷ヒ トポンプ室外雄 系 統 2階特別宿泊護系統 1 

冷房能力 13.2KW 
暖房能力 15.1K胃
圧縮機動カ 3φ 200V 3.5KW 
送風機動力 3φ 200V O. 16K'曹・

21 空冷ヒートポンプ室内機 系 統 天井寝込ダクト形 5 
冷房能力 2.2KW 
暖房能力 2.5KW 
動 カ 1φ 200V 0.05K曹

22 空冷ヒ トポンプ室内機 系 統 天井カセット (2方向吹出) l 
冷房能カ 2.2KW 
暖房能カ 2.5KW 
動 カ 1φ 200V O.OIK冒

49 



番号 後器名称(記号} 後器仕様 台数

23 空冷ヒートポンプ室外機 系 統 1階エントフンス系統 l(内)

型 式 天井埋込ダクト形 l(外)

冷房能力 12.5削
暖房能力 14.0KW 
庄縮機動力 3φ 200V 3. 75KW 
送風機動力(内) 3， 200V 0.35KW 

(外) 3ゆ 200V O. 16KW 

24 空冷ヒートポンプ室内機 系 統 B棟OAJレーム l(内)

型 式 壁働け l(外)

冷房能力 2.2kw 
眼房能力 3.4KW 
圧縮機動力 1φ 100V O. 75KW 
送風機動力 1φ 100V 0.061KW 

25 送風機 系 統 地下1階機械室系統
型 式 送凪機(遠心式)

天吊型 3.300m3/h x20凶 120 # 2 
動 カ 3tt 200V O. 75K曹

26 送風機 系 統 電気室系統

型 式 送風機(遠心式)

天吊型 5.600m3/h x201D1訓20 持3
助 カ 3tt 200V O. 75KW 

27 送風機 系 統 1、2階宿泊室系統 1 
型 式 消音ボックス付送風機(適心式)

床置型 690m3/h x20mmH20 :1 3 
防属製台

助 カ 3φ 200V 0.4KW 

28 送風機 系 統 消2階音浴ポ室系統 2 
型 式 ックス付送風機(遠心式)

天吊型 650m3/h x20回H20
動 カ lφ lOOV O.24K胃

29 送風機 系 統 2階浴室機械室系統 2 
型 式 消音ポyクス付送風機(遺心式)

天吊型 200m3/h x 15mmH20 
動 カ 1φ 100V 0.04KW 

30 送風機 系 統 1階音管ポ理ッ人ク室系統
型 式 消 ス付送風機(遠心式)

天吊型 1.030m3/h X201D1訓20
動 カ ltt 100V 0.32KW 

31 送風織 系 統 各階談話室系心統式) 2 
型 式 送風機(遺

天吊型 1.250m3/h X20mm回O持11/4 
動 カ 3ゆ 200V 0.4KW 

32 送風機 系 統 各階談話室、和室系統 2 
型 式 消音ボックス付送風機(遠心式)

天吊型 1.250m3/h X20阻限倒11/4 
動 カ H 200V O.4KW 

33 俳風機 系 統 地下トレンチ系統

型 式 送風機(遠心式)

天吊型 2.500m3/h x 15mmH20耳13/4 
動 カ 3tt 200V O. 75KW 

34 排風機 系 統 地下トレンチ系統

型 式 送風機(遠心式)

天吊型 1.800m3/h x 15叫i2倒11/2 
動 カ 3φ 200V 0.4KW 

35 排風機 系 統 地下1階機械室系統 1 
型 式 送風機(迫心式)

天吊型 3.300m3/h X20mmH20 持2
励 カ 3φ 200V O. 75K曹

36 排風機 系 統
地送風下機1階(遠電気心蜜式)系統

1 
型 式

天吊型 5.600m3/h x20mmH20 # 3 
助 カ 3φ 200V O. 75KW 
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番号 後器名称(記号) 後器仕様 台数

37 俳風機 系 統 洗濯系統 10 

型 式 送風機(遠心式)

天吊型 200m3/h X15叫 120
動 カ lψ 100V 0.04K曹

38 排風機 系 統 1......5階揚務系統 10 

型 式 消音ボックス付送風機(遠心式)

天吊型 250m3/h x15耐120
動 カ 14>> 100V 0.04KW 

39 俳風機 系 統 1......5階後話室、和室系統 10 

型 式 消音ボックス付送風機(遠心式)

天吊型 250m3/h X 15mmH20 
動 カ 14>> 100V 0.04KW 

40 俳風機 系 統 タバコ排気系統 10 

型 式 消音ボックス付送風機(遠心式)

天吊型 250m 3/h X 8mmH20 
動 カ 14>> 100V 0.04KW 

41 排風機 |系 統 1階管理人室系統 1 
型 式 消音ボックス付送風機(遠心式)

天吊型 720m 3/h X 15mmH20 
動 力 u 100V 0.24K'官

42 排風機 |系 統 1階便所系統
型 式 送風機(遠心式)

床陸型 460m3/h X20mmH20 #1 1/4 
動 カ 3申 200V 0.2KW 防援架台

43 l俳風織 系 統 2階涜描蜜系統
型 式 消音ボックス付送風機(遠心式)

天吊型 470m3/h x印刷120
動 カ 14>> 100V O.24K曹

44 俳風様 系 統 2階浴室系統 1 
型 式 消音ボックス付送風機(遠心式)

天吊型 650m3/h X20耐 20
動 カ u 100V 0.24K胃

45 俳風機 系 統 2階浴室機械室系統
型 式 消音ボックス付送風機(遠心式)

天吊型 200m3/h X15闘訓20
動 カ 14>> 100V 0.04KW 

46 俳風機 |系 統 1、2階宿泊室系統
型 式 送風機(遠心式)

床置型 780m 3/h X 20mmH20持11/4 
動 カ 3~ 200V 0.2KW 

47 俳風機 系 統 R階EV機械室系統 1 
型 式 送風機{斜流型)

天吊型 870m3/h X 20mmH20 
動 カ 1~ 100V O.28K胃

48 排風機 系 統 R階EV機械室系統 1 
型 式 送風機(斜流型)

天吊型 870m3/h X15mmH20 
動 カ 14>> 100V 0.09KW 
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『宿泊棟J衛生設備

番号 機榛名称{毘号} 後器仕様 台数

1 貯湯裕 型 式 縦形(水→水熱交換器付) 2 
材 質 ステンレスクラッド鋼板製 8Dm1 
貯湯量 5，000n 
加熱能力 257， 000 Kca l/h 
温水入口温度 70 t 出口温度 80t 
温水量 430 Lit/min 
最高使用圧力 5 kgf/nt 
寸 法 1，400φx 3，000 L 
架 台 500 H 酎展 1. 0 G THW-50形

2 膨援タンク 型 式 密閉式膨張タンク(床置形} 4 

容 量 1. 4m3 

寸 法 914 tt X 2，386 H 
最高使用圧カ 5 kgf/nt 

4司
主主 1. 12m3 

3 給湯周循環一次ポンプ 系 統 寮練(北}系統

-型 式 ラインポンプ(ステンレス製)

能 カ 32φX 30 Li t/min X 20 mH20 
動 カ 3ゆ 200V O. 75附 (2極)

4 |給湯用循環一次ポンプ 系 統
寮ラ練イン{南ポ)ン系プ統(ステンレス製)

l 

型 式

能 カ 32φX 45 Li t/min X 20 mH20 
助 カ 3φ 200V O. 75附 (2纏)

5 雨水排水ポンプ 型 式 雑排水用水中ポンプ(自動交互並列運転) 2X 
飽 カ 50φX 200 Li t/min X 7 mH20 2t，ト
動 カ 3φ200V O. 75聞は極)

6 湧水排水ポンプ 型 式 雑排水用水中ポンプ(自動交互並列運転} 2X 
能 カ 50φX 200 Li t/min X 7凶{20 20tヲト
動 カ 3φ200V O. 75聞は極)

7 電気温水器 型 式 貯湯式床置型小型電気温水器 11 
貯湯量 30~I 
動 カ 1φ 100V 2.0KW 
付属品 週間タイマー

8 電気温水器 型 式 貯揖式床陸型小型電気温水器

貯湯量 20tr 
動 カ 1φ 100V 2.0KW 
付属品 週間タイマー

9 |冷水器 型
式カ

，，?ンド型ウォータ ク ラー (，.レフシ十形) 11 
能 21 Lit/h 
動 カ 1φ 100V O.35KW 
容 量 812 

10 ろ過器 型 式 砂ろ過ユニット

ろ過面積 0.096 nt Lit/min 

処理量 6 m3/h 
ろ過ポンプ 100 Li t/min X 19 mH20 
動 カ 3φ 200V O. 75K胃
熱交換器 20， 000 Kcal/h 
集毛器 制御盤付(ウィーク9-H1ー、温度制御回路

水位制御回路、普報回路)

吸込口、吐出口付属品一式共

11 雨水締 貯水容量 9nf l 

7nf 
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『研修棟J 空調設備
番号 l 機犠名称I記尋1
1 級収式冷温水発生機 語

冷凍能力

加熱能力

冷却水量

損失水頭

電気容量

燃料

燃料消費量

燃料制御方式
軍一一貫

冷凍能力

加熱能力.

冷却水量

損失水頭

電気容量

燃料

燃料消費量

燃料制御方式
宮一安
冷凍能力

電動機

冷却水量

外気湿球温度

型式

冷凍能力

電動機

冷却水量

外気湿球温度

冷凍館力

加熱能力

冷水量

温水量

損失水頭

電源容量

帝京寵芳
冷水量

損失水頭

電源容量

憲一一安
材質
全容量

最大騒収量

最高使用圧カ

封入庄カ

外形寸法
憲一言
材質

全容量

最大吸収量

最高使用圧力

封入圧力

外形寸法
家ー一安
タンク容量

ポンプ能力

動力

-2-1~取式冷温水発生機

-3 -1希却繕

4 扇面雇

5 ヒート示ジア三云云下

6 チリングユ三五下

7 I膨張タンク

8 麗直タンク

9 論司友恵雇蚕世

事 様

直焚き二重効用吸収式冷温水発生機

907，200Kcal/h 冷水量 3，0③oLit/min 
740，OOOKcal/h 温水量 3，030Lit/min 
5， 100 Lit/回in
冷温水 5.5 mH20 冷却水 12.1凶120
3φ200V 9. 7KW 
都市j(A (I3A) 

冷凍 88 Nm
3
/h 

加熱 88 Nm3/h 
比例

直焚き二重効用段収式冷温水発生機

453，600Kcal/h 冷水量 1，510 Lit/min 
444，OOOKcal/h 温水量 1，510 Lit/min 
2，500 Lit/min 
冷温水 8 mH20 冷却水 6.5 mH20 
3φ200V 9. lKW 
都市j(A(I3A) 

冷凍 40.9 Nm3/h 

加熱 40.9 Nm3/h 
比例

主査扇肩吸収式用角型直交流タイプ

1，669，200 Kcal/h 
3φ200V 5.5附 (2極)

5， 100 Kcal/h 
26.4'C 騒音値 66.5 Db (A) 

二重効用吸収式用角型直交流タイプ

841，000 Kcal/h 
3φ200V 5.5問(t極)

2，550 Kcal/h 
26.4'C 騒音値 61. 4 Dbω 

261，000 Kcal/h 
266，000 Kcal/h 
800 Lit/min (12'C--7'C) 
800 Lit/min (出口55'C)
2.0 mH20 

圧縮機 3φ 400V 37.5 X2附

送風機 3φ 400V O. 9 X 8KW 

156，000 Kcal/h 
440 Li t/min (I2'C--7'C) 
1.6凶也O

圧縮機 3φ 400V 45xIKW 

送風機 3φ 400V O. 9 x 5KW 
密閉形間膜式(冷温水系統)

鋼板製

I，OOOL 
800L 

8.0 kgf/cnf 

3.9 kgf/cnf 

910ゆx1， 786H 
密閉形隅臨式{冷水系統)

鋼板製

餓一
1

1 

1 

2 

2 

67L 

33L 

6.0 kgf/cnf 

2.5 kgf/cnf 
400φX636H 

百面支葉6L~入装置(防鏑剤及び殺誕剤}
1∞LX2台
30α/min x 15kgf/cnfX2台

1ゆ 100V 0.3KVA 

2 
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番号 機器名称{記号) 機器仕樟 台数

10 ユニット型空間機 形 式 水平型床置

冷却能力 46，500Kcallh 冷水量 155 Lit/min 
加熱能力 42，000Kcallh 温水量 155 Lit/min 

送風機 4.500m3/h (動力)3φ200V 3. 7K胃

外 気 3.000m3/h 
加湿器 19.4 Kg/h (気化式)

11 ユニット型空間機 形 式 水平型床世

冷却能力 44， 100Kcal/h 冷水量 147 Lit/min 
加熱能力 32，500Kcal/h 温水量 147 Lit/min 

送風機 9.200m
3
/h (動力)3φ200V 5.5K胃

外 気 1.440m
3
/h 

加湿器 11.0 Kg/h (気化式)

12 シスァム型空嗣機 形 式 システム型選風機床置

冷却能力 54，400Kcal/h 冷水量 182 Lit/min 
加熱能力 46，300Kca1/h 温水量 182 Lit/min 

送風機 12.900m3/h (動力)3φ200V 11.0悶

遺風機 12.900m3/h {動力)3φ200V 7.5閉

外 気 4.530m
3
/h 

加湿器 24.8 Kg/h (気化式)

フィルター メイン7.(岬ー 折込み型(阻:S93賞以上)
7' ¥l7.(il'?- パネル型 (AFI72覧以上)

13 シスァム型空関機 形 式 システム型選風機床置
冷却能力 33. OOOKca1/h 冷水量 110 Lit/min 
加熱能力 22， 100Kca1/h 温水量 110 Lit/min 

送風機 4.900m3/h (動力)3φ200V 3. 7KW 

還風機 12.900m3/h (動力)3φ200V 3， 7KW 
外 気 3.100m3/h 
加湿器 13.5 Kg/h (気化式)

フィルター メイン7.(岬ー 折込み型(阻S93覧以上)

7'¥l7.(il'?- パネル型 (AFI72覧以上)
14 シスァム型空闘機 形 式 システム型選風機床置

冷却能力 27，700Kcal/h 冷水量 93 Lit/min 
加熱能力 18，900Kcal/h 温水量 93 Lit/min 
送風機 4.200m

3
/h (励カ)3φ200V 3. 7問

外 気 2.500m3/h 
加湿器 10.1 Kg/h (気化式)

フィルター 刈ン7イルト 折込み型 (NBS93略以上)
7" ¥17ィ付ーパネル型 (AFI7割以上)

15 ユニット型空関機 形 式 水平型床置 1 
冷却能力 43.100Kcal/h 冷水量 144 Lit/min 
加熱能力 41，500Kcal/h 温水量 144 Lit/min 
送風機 6.100m3/h (動力)3φ200V 3. 7KW 

外 気 2.250m3/h 
加湿器 13.2 Kg/h (気化式)
フィルター 刈ン7イルター 折込み型 (N邸 93%以上)

プレ7.(il'?-パネル型 (AFI72覧以上)
16 ユニット型空闘機 形 式 水平型床置 1 

冷却能力 26， 100Kcal/h 冷水量 87 Lit/min 
加熱能力 23，OOOKca1/h 温水量 87 Lit/min 
送風機 4.050m

3
/h (動力)3φ200V 3. 7KW 

外 気 1.170m3/h 
加湿器 8.3 Kg/h (気化式)
フィルター メイン7.(fv~- 折込み型(阻S93百以上)

プレ7.(fv?ーパネル型 (AFI72覧以上)
17 ユニット型空間機 形 式 水平型床世

冷却能力 40， 700Kca1/h 冷水量 136 Lit/min 
加熱能カ 33，200Kcal/h 温水量 136 Lit/min 
送風機 8.500m3/h {動力)3φ200V 3. 7附

外 気 1.000m3/h 
加湿器 9.2 Kg/h (気化式)
フィルター メイン74fv~- 折込み型 (NBS93覧以上)

7' ¥l7.(iI'?ーパネル型 (AFI72覧以上)
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番号 鎗器名称(記号} 機器仕線 台数

18 ユエット型空調機 形 式 水平型床置 1 

冷却能力 30，500Kcal/h 冷水量 122 Lit/min 
加熱能力 36，600Kcal/h 温水量 122 Lit/min 

送風機 3，500m3/h {助カ)3φ200V 2.2KW 
外 気 3，500m3/h 
加湿器 21. 8 Kg/h (気化式)
フイJレター メイン'..f fi~- 折込み型 (NBS93覧以上)

"11'イルト パネル型 (AFI72覧以上)

19 ユニット型空調機 形 式 水平型床置

冷却能力 31，300Kcal/h 冷水量 126 Lit/min 
加熱能力 37， 700Kcal/h 温水量 126 Lit/min 

送風機 3，600m3/h {動力)3φ200V 2.2KW 
外 気 3.600m3/h 
加湿器 22.5 Kg/h (気化式)

/ 
フィノレター 刈ン7ィルター 折パ込ネルみ型 (NBS93潟以上)

プレ1..ffi~- 型 (AFI72賞以上)

20 ユニット型空調機 形 式 水平型床置

冷却能力 144，OOOKcal/h 冷水量 578 Lit/min 
加熱能力 173.200Kcal/h 温水量 578 Lit/min 

送風機 16. 560m3/h (動力)3φ200V 11. OKW 
外 気 16. 560m3/h 
加湿器 103.3 Kg/h (気化式)
フィJレター パン'..f fi~- 折込み型 (NBS93覧以上)

プレ7ィルト パネル型 (AFI72%以上)

21 ユニット型空調機 形 式 水平型床置

冷却能力 78，300Kcal/h 冷水量 314 Lit/;阻in
加熱能力 94.200Kcal/h 温水量 314 Lit/min 

送風機 9.000m3/h (動力)3φ200V 5.5KW 
外 気 9.000m3/h 
加湿器 56.2 Kg/h (気化式)
フイfレター パン1..(岬ー折込み型 (NBS93覧以上)

"111ィ付ー パネル型 (AFI72誕以上)

22 冷温水ポンプ(1次} 型 式 渦巻ポジア 1 
能 カ 150φX 3.030 Li t/min X 11m (4極)
動 カ 3φ 200V llKW 

23 冷温水ポンプ(1次} 型 式 渦巻ポンプ 1 
能 カ 80φX 800 Li t/min X 22m (4極)
動 カ 3φ 200V 5.5KW 

24 |冷温水ポンプ(1次) 型 式 渦巻ポンプ

能 カ 80 tT X 800 Li t/min X 22m (4極)
助 カ 3φ 200V 5.5KW 

25 冷温水ポンプ (2次} 型 式 渦巻ポンプ 1 
能 カ 125φX 2， 300 Li t/min X 28m (4極)
動 カ 3ゆ 200V 18.5KW 

26 冷温水ポンプ (2次) 型 式 渦巻ポンプ 1 
能 カ 125やX2， 300 Li t/min X 28m (4極)
動 カ 3申 200V 18.5KW 

27 冷温水ポンプ (2次) 型 式 渦巻ポンプ 1 
能 カ 125争Xl，510Lit/minXl6m (4緩)
動 カ 3φ 200V 7.5K胃

28 冷温水ポンプ (2次) 型 式 渦巻ポンプ 1 
能 カ 125φXl，470 Lit/minX55m (4極}
動 カ 3tT 200V 30KW ※逆変換装置有'

29 冷温水ポンプ (2次) 型 式 渦巻ポンプ 1 
能 カ 125φXl，470 Lit/minX55m (4極)
動 カ 3φ 200V 30KW ※逆変換装置有

30 冷却水ポンプ 型 式 渦巻ポンプ 1 
飽 カ 200骨X5，100 Lit/minX26m (4極)
励 カ 3tT 200V 45KW 

31 冷却水ポンプ 型 式 渦巻ポンプ l 
能 カ 150φX2，250 Lit/minX 18m (4極)
動 カ 3φ 200V 15KW 

32 冷水ポンプ 型 式 渦巻ポンプ(屋外仕織) 1 
能 カ 80φX 440 Lit/minX22m (4極)
動 カ 3φ 200V 5.5KW 
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番号 後器名称(記号) 機器仕繍 台数

33 給水ポンプユエット 型 式 受水槽 体型給水z外(多段渦巻車・ン7') 1 
(補給水、加湿給水兼用) 館 カ 40φX 100 Lit/minX41m 

動 カ 3φ 200V 2.2KW 
34 パッケージ形空気踊和機 形 式 空気黙源ヒートポンプ(マルチ形)

室外機 冷爵能力 7，100Kcal/h (8.0 KW) 
暖房能力 8，400Kcal/h (9.0 KW) 
圧縮機 (動力) 3φ 200V 2.6KW 
送風機 {動力) 3φ 200V O. 04 X 2KW 

35 パッケージ形空気嗣和機 形 式 カセット型 (2方向吹出) 1 
室内機 冷房能力 5，OOOKcal/h (5.6 KW) 

眼房能力 5，600Kcal/h (6.3 K胃)

圧縮機 780 m3/h 
送風機 (動力) 1φ 200V 0.085KW 

36 パッケージ形空気閥和機 形 式 カセット型 (2方向吹出)
室内機 冷房能力 2，OOOKcal/h (2.2 KW) 

暖房能力 2，240Kcal/h (2.5 K胃}

圧縮機 390 m3/h 
送風機 (動力} 1φ 200V 0.035KW 

37 パッケージ形空気聞和機 形 式 空気熱源ヒートポンプ(マルチ形) 1 
室外機 冷房能力 20，OOOKcal/h (22.4 K胃)

暖房能力 22，400Kcal/h (25.0 KW) 
圧縮機 (動力) 3φ 200V 5.5KW 
送風機 (動力) 3φ 200V 0.35K胃

38 パッケージ形空気閥和機 形 式 カセット型 (2方向吹出} 4 
室内機 冷房能力 3，150Kcal/h (3.6 K官)

暖房能力 3，550Kcal/h (4.0 KW) 

圧縮機 510 m3/h 
送風機 (助カ) 1φ 200V 0.035K曹

39 パッケ ジ形空気閥和機 形 式 空気熱源ヒ トポンプ(マルチ形) 1 
室外機 冷房能力 25，OOOKcal/h (28.4 KW) 

暖房能力 28，OOOKcal/h (31.5 KW) 
E縮機 (動カ) 3ゆ 200V 7.5KW 
送風機 (動カ) 3φ 200V 0.35附

40 パッケ ジ形空気嗣和機 形 式 カセット型 (2方向吹出) 3 
室内機 冷房能力 5，OOOKcal/h (5.6 KW) 

暖房能力 5，600Kcal/h (6.3 K曹)

圧縮機 780 m3/h 
送風機 (励カ) 1φ 200V 0.085K曹

41 パッケ ジ形空気嗣和機 形 式 カセット型 (2方向吹出)
室内櫨 冷房能力 2，OOOKcal/h (2.2 KW) 

暖房能力 2，240Kcal/h (2.5附)

圧縮機 390 m3/h 
送風機 (動力) lφ 200V 0.035KW 

42 パッケ ジ形空気岡和機 形 式 カセット型 (2方向吹出) 1 
室内機 冷房能力 2，OOOKcal/h (2.2 KW) 

暖房能力 2，240Kcal/h (2.5 KW) 

圧縮機 390 m3/h 
送風機 (動力) lφ 200V 0.035KW 

43 パッケ ジ形空気胴和機
形冷房能式力

空気熱源ヒートポンプKW)(マルチ形) 1 
室外機 20，OOOK回l/h(22.4 

眼房能カ 22，400Kcal/h (25.0 KW) 
圧縮機 (動力) 3φ 200V 5.5KW 
送風機 (助力) 3φ 200V 0.35K曹

44 パッケ ジ形空気閥和機 形 式 カセット型 (2(4方.5向吹出) 4 
室内機 冷房能力 4，OOOKcal/h (4.5 K曹}

暖房能力 4，500Kcal/h (5.0 KW) 
圧結機 720 m3/h 
送風機 (動力) 1φ 200V 0.085KW 

45 パッケ ジ形空気醐和機 形 式 空気熱源ヒートポンプ(マルチ形) 1 
室外機 冷房能カ 14，叩OKcal/h(16. 0 K官)

暖房能力 16，OOOKcal/h (18.0 KW) 
E縮機 (動力) 3tfl 200V 4. lK冒
送風機 (動力) 3tfl 200V O. 06 X 2KW 
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46 パッケージ形空気嗣和機 形 式 カセット型 (2方向吹出) 4 

室内機 冷房能力 3.150Kcal/h (3.6 KW) 
暖房能力 3.550Kcal/h (4.0 K胃)

圧縮機 510 m3/h 
送風機 (動力) 1φ 200V 0.035KW 

47 パッケージ形空気調和機 形 式 空冷冷専カセット型 (4方向吹出) 1 (内)
冷房能力 8.000Kcal/h (10.0 KW) 1 (外)
圧縮機 (室外機) (動力) 3ゆ 200V 3.0KW 
送風機 {室外機} (動力) 341 200V 0.12KW 

{室内機) (動力) 341 200V 0.09KW 

48 パッケ ジ形空気嗣和機 形 式 空冷冷専カセット型 (4方向吹出) 1 (内)
冷爵能力 5.000Kcal/h (5.6悶) 2 (外)

圧縮機 (室外機} (動力) 341 200V 1. 7KW 
送風機 (室外機) (動力) 341 200V 0.06KW 

(室内機} (動力) 3φ 200V 0.07KW 

49 パッケ ジ形空気嗣和雄 形 式 空冷冷専床置型 (4方向吹出) 1 (内)
冷房能カ 18.0KW 2 (外)
庄縮機 (室内機) (動力) 3φ 200V 0.1悶
送風機 (室外機) (動力) 3ゆ 200V 0.4KW 

(室内機) (動力) 341 200V 1. 5K胃

50 ファンコイルユニット 形 式 カセット型 (CK-2 F) 8 
定流量弁Xl、出入口弁Xl、
中性能1~M- (N邸65話以上)、電動2方弁

冷水入口温度 7'C、温水入口温度 55'C 
入口空気混度 冷房時 26't、暖房時 22'C 

51 ファンコイルユ2 ット 形 式 カセット型 (CK-2F) 8 
定流量弁Xl、出入口弁Xl、
中性能1~砂ー (NBS65覧以上}、電動 2方弁

冷水入口温度 7't、温水入口温度 55'C 
入口空気温度 冷房時 26't、暖房時 22'C 

52 ファンコイルユニット 形 式 カセット型 (CK-2) 12 
定流量弁Xl、出入口弁Xl、

冷水入口温度 7'C、温水入口温度 55'C 
入口空気温度 冷房時 26't、暖房時 22'C 

53 ファンコイルユエット 形 式 カセット型 (CK-2 F) 75 
定流量弁Xl、出入口弁Xl、
中性能1~附ー(阻565%以上)、電動 2方弁

冷水入口温度 7'C、温水入口温度 55'C 
入口空気温度 冷房時 26't、暖房時 22't 

54 ファンコイルユニット 形 式 カセット型 (CK-2) 31 
定減量弁Xl、出入口弁Xl、

冷水入口温度 7't、温水入口温度 55't 
入口空気温度 冷房時 26't、暖房時 22'C 

55 ファンコイルユニット 形 式 カセット型 (CK-2F) 7 
定流量弁Xl、出入口弁Xl、
中性能1~岬ー (NB随時以上)、電動 2方弁

冷水入口I足度 7'C、温水入口温度 55'C 
入口空気温度 冷房時 26't、暖房時 22'C 

56 全熱交換ユニット 型 式 天井埋込形

能 カ 150m3/hX llmm 
動 カ 1φ 100V O.IKW 

57 還風機 型 式 遠心送風機(床置)

飽 カ 持3X 9. 200m3 /h X 34mm 
助 カ 3φ 200V 3. 7K胃

58 還風機 型 式 遠心送風機(床置)
r 

能 カ 枠2X4.500m3/hX35阻
動 カ 3ゆ 200V 2.2KW 

59 還風機 型 式 遠心送風機(床置) 1 

飽 カ 持2%X 8. 500m3/h X 22mm 
動 カ 3φ 200V 3. 7KW 

60 温風機 型 式 遠心送風機(床置}

能 カ 持2%X6.100m3/hX38剛
動 カ 3φ 200V 2.2KW 

61 遺風機 . 型 式 遠心送風機(床置) 1 

飽 カ 相2X 4. 050m3/h X 22mm 
勘 カ 3φ 200V 1. 5KW 
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62 送風機 型 式 遠心送風機(天吊) 1 

能 カ 持4X17. 000m3/hX 17mm 
動 カ 3ゆ 200V 5.5KW 

63 送風機 型 式 遠心送風機(天吊) l 

能 カ 持4X16. 900m3/hx 15回
動 カ 3φ 200V 5.5KW 

64 |送風機 型 式 趨心送風機(天吊) 1 

能 カ 持4弘X24.800m3/hX23mm
助 カ 3φ 200V 7.5KW 

65 送風機 型 式 適心送風機(床置) 1 

能 カ 持2X4.000m3/h X 16胴
動 カ 3φ 200V 1. 5KW 

66 送風機 型 式 消音ボックス付送風機(天吊) 1 

能 カ 間X1. 800m3/hX9阻
励 カ 3φ 200V 0.28KW 

67 送風機 型 式 遠心送風機(天吊)

能 カ 持3弘X14. OOOm3/hX 15阻
動 カ 3φ 200V 3. 7KW 

68 送風機 型 式 斜流送風機(天吊) 1 

能 カ #3X 1. 900m3/hX9回
励 カ 3。200V 0.28K'胃

69 送風機 型 式 斜流送風機(天吊) 1 

能 カ 時4X2.900m3/hX 10聞
励 カ 31t 200V 0.35KW 

70 送風機 型 式 斜流送風機(天吊)

能 カ 間X1. OOOm3/hX 10mm 
励 カ 3ゆ 200V 0.09KW 

71 |送風機 型 式 斜流送風機{天吊) 1 

飽 カ #3X 1. 600m3/hX8阻
動 カ 31t 200V 0.09K曹

72 送風機 型 式 有圧周 1 

能 カ 300φX 1. 000m3/hX6. 8mm 
動 カ 3φ 200V 0.05KW 

73 俳風機 型 式 追心送風機(天吊) 1 

能 カ 持3%X17. 000m3/hX27mm 
励 l カ 3φ 200V 7.5KW 

74 俳風機 型 式 選心送風機(天吊}

能 カ 拠出X16. 900m3/hX28mm 
助 カ 3φ 200V 7.5KW 

75 排風機 型 式 遮心送風機(床世) l 

能 カ 持4X18.400m3/hX22皿
助 カ 31t 200V 5.5KW 

76 俳風機 型 式 遠心送風機(天吊) 1 
g 

飽 カ 持2弘X7.100m3/hX25mm
動 カ 31t 200V 2.2KW 

77 俳風機 型 式 消音ボックス付送風機{天吊)

能 カ 持3X600m3/hX7mm
勘 カ 31t 200V 0.09KW 

78 俳風機 型 式 斜流送風機(天吊) 1 

能 カ 持3X500m3/hX 7回
助 カ 3ゆ 200V今0.09KW

79 排風機 型 式 中間ダクトファン{天吊)

飽 カ 100φX 150m3/hX5mm 
動 カ 1φ 100V 0.022K曹

80 俳風機 型 式 中間ダクトファン{天吊) 1 

能 カ 100φX150m3/hX5mm 
動 カ 1ゆ 100V 0.022KW 

81 俳風機 型 式 斜流送風機{天吊} 1 

能 カ #3 X 1. 700m3/hX 14mm 
動 カ 31t 200V 0.28KW 

82 排風機 型 式 消音ボックス付送風機(天吊) 1 

飽 カ 持3X1. 000m3/hX 12mm 
助 カ 3φ 200V 0.09K胃

83 俳風機 型 式 消音ボックス付送風機(天吊) I 

能 カ 相3X650m3/hXl1mm 
励 カ 3φ 200V 0.09K曹
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番号 機器名称{記号} 縫器仕線 台数

84 俳風機 型 式 消音ボックス付送風機(天吊)

能 カ 時3X450m3/hX9阻
動 カ 3φ 200V 0.09KW 

85 排風機 型 式 消音ボックス付送風機(天吊)

能 カ #3X400m3/hX 11剛
動 カ 3φ 200V 0.09K曹

86 俳風機 型 式 消音ボックス付送風機(天吊) 1 

能 カ 持3X600m3/hX12mm 
動 カ 3φ 200V 0.09KW 

87 俳風機 型 式 消音ボックス付送風機(天吊) 1 

能 カ 相3X450m3/hX9mm
動 カ 3φ 200V 0.09KW 

88 緋鼠機 型 式 消音ボックス付送風臓(天吊) 1 

能 カ 持3X400m3/hX9阻
動 カ 3φ 200V 0.09KW 

89 排風機 |型 式 斜流送風機(天吊} 1 

能 カ 間X1. 900m 3/h X 12mm 
助 カ 3φ 200V 0.28KW 

90 俳風機 型 式 消音ボックス付送風織{天吊)

飽 カ 持3X450m3/hx9阻
動 カ 3ゆ 200V 0.09KW 

91 排風機 型 式 消音ボックス付送風機{天吊) 1 

総 カ 持3X400m3/hX9剛
動 カ 3φ 200V 0.09K胃

92 排風織 型 式 消音ボックス付送風機(天吊) 1 

能 カ 持3X450m3/hX9mm
動 カ 3φ 200V 0.09KW 

93 排風機 型 式 消音ボックス付送風機(天吊) l 

能 カ 相3X400m3/hX13mm 
動 カ 3。200V 0.09KW 

94 俳風機 型 式 遠心送風機(天吊) I 

能 カ 持2弘X6.200m3/hX23mm
動 カ 3ゆ 200V 2.2KW 

95 排風機 型 式 遠心送風機(天吊} 1 

飽 カ 持2X5.100m3/hX21mm
動 カ 3φ 200V 2.2KW 

96 排風機 型 式 遠心送風機(天吊)

能 カ #2 X 4. 650m3 /h X 23mm 
動 カ 3φ 200V 2.2KW 
動 カ 3ct 200V 2.2KW 

97 俳風機 型 式 遠心送風機(天吊)

能 カ 持2X4.600m3/hX22mm
動 カ 3φ 200V 2.2KW 

98 俳風機 型 式 遠心送風機(天吊) 1 

能 カ 時2X3.800m3/hX23岡
動 カ 3ct 200V 1. 5KW 

99 排風機 型 式 斜流送風機(天吊) 1 

龍 カ #4X2. 900m3/hX 10回
動 カ 3φ 200V 0.35KW 

100 俳風機 型 式 斜流送風機(天吊) 1 

能 カ #3Xl.000m3/hXI2皿
動 カ 3φ 200V 0.09KW 

101 俳風機 型 式 斜流送風機(天吊}

能 カ #3X 1. 600m3/hX 12mm 
助 カ 3φ 200V 0.28KW 

102 俳風機 型 式 有圧周

能 カ 300φX 1. 000m3/hX6. 8mm 
動 カ 3φ 200V 0.05KW 

103 OA用フィルター パネル型エアフィルター 141 

59 



『研修棟J 衛生設備

番号 後器名称(記号} 機器仕線 台数

真空式温水発生機 型 式 ガス炎回路型 {真空温水発生機) 2 
加熱能力 400，000 Kcal/h (80'C→ 70'C) 
電気特性 3φ 200V 1. 5KW 

燃料租別 13A (11、000KcallNm3) 
燃料消費量 44.4 Nm3/h 
燃料制御方式 比例制御 + ON-O押制御
耐庄 50凶120

2 受水槽 型 式 FRP製パネルタンク(中仕切共) 1 

有効水量 60m3 

外形寸法 6、000X3、500X4、OOOH
架 台 H形鋼 200HX 100X5. 5X8 耐震 1. 5G 

WTFP-84形
3 膨張タンク

型容
式 隔膜式密閉式膨強タンク 2 
量 500t~ 

有効膨張水量 400~1 
外形寸法 610φX 2，017 H 
最高使用圧力 4 kgf/cnl 

4 電気温水器 型 式 隠蔽型{疏し台下収納式} 4 
貯湯量 35a (飲雑両用)

助 カ 1φ 200V 3.0K曹
付属品 ウィークPータイマー

5 電気温水器 |型 式 屋内設置型{流し台下収納式} 1 
貯湯量 322~I 
最高位織圧力 lkgf/cnl 
動 カ 34fl 200V 15.0KW 
付属品 ウィークリータイマー

6 電気温水器 型 式 隠蔽型(流し台下収納式) l 
貯湯量 20~1 {雑用}

動 カ 1φ 200V 1. 5KW 
付属品 ウィークリータイマー

7 電気温水器 型 式 間厳型{流し台下収納式} 2 
貯湯量 20~r (飲雑両用)

助 カ lφ 200V 3.0KW 
8 冷水器 型 式 床置型ウォ タ ク フ 4 

能 カ 20 Lit/h 
動 カ 1φ 100V 0.35KW 
容 量 8~ヲ.. 

9 滅菌装置 型 式 全自制動飲御用タ水滅菌装置{屋内設置)
能 カ 循環 イマー付

33.0 mLit/minX5 ml也O
れ加Pン?100n(事・9:r.fll:t製}循環ポンプ付

機 能 残量塩紫針、すン"ル水異常検知機能

動 カ 3φ 200V 1. 2KW 
付属品 残留温鶏測定録共

10 蹄菌装置 型 式 雑用水滅菌装置(屋内設置)

飽 カ ，，' J\'~.信号受信式 38.OmLi t/min X 10 mH20 
クミ加9ンタ100n(本，9エチレン製).低水位検出器

動 カ lφ 200V 0.16聞は纏)
付属品 ，，'s-A発個式流量計、残留塩素測定器共

11 加圧給水ポンプユニット 型 式 推(定自末端圧力一定給水ユニット 1 
動交互並列運転 (4台)) 

龍 カ 40φX 890 Li t/min X 65 mAq 
動 カ 3φ 200V 5. 5X 4K冒

12 |加l主給水ポンプユエット 型 式 推定末端圧力定給水ユエット

(自動交互並列運転)

能 カ 65φX 800 Li t/min X 65 mAq 
動 カ 3φ200V 3. 7 X 4KW 

13 汚水排水ポンプ |型 式 汚物用水中ポンプ(自動交互並列運転) 2 
能 カ 80φX 350 Li t/min X 14mAq 
動 カ 3φ 200V 3. 7KW 

14 雑排水ポンプ 型 式 雑排水用ポンプ{自動交互並列運転} 2 
飽 カ 65φX 300 Li t/min X 15mAq 
動 カ 3φ 200V 2.2KW 
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番号 機録名称(記号) 機器仕様 台数

15 雨水排水ポンプ 型 式 汚水周ポンプ(自動交互並列運転) 2 
飽 カ 65ゃX500 Lit/min x20mAq 
助 カ 3φ 200V 3. 7KW 

16 雨水排水ポンプ 型 式 汚水用ポンプ(自動交互並列運転) 2 
能 カ 50φX 350 Lit/min X 18mAq 
動 カ 3CT 200V 3. 7附

17 湧水排水ポンプ 型 式 汚水用ポンプ(自動交互並列運転) 2 
能 カ 65φX 500 Li t/min X 20mAq 
励 カ 341 200V 3. 7KW 

18 湧水排水ポンプ 型 式 汚水周ポンプ(自動交互並列運転) 2 
能 カ 65ゅX500 Lit/min x20mAq 
動 カ 3ゆ 200V 3. 7KW 

19 湧水排水ポンプ 型 式 汚水用ポンプ(自動交互並列運転) 2 
能 カ 65φX 500 Lit/min X20mAq 
動 カ 341 200V 3. 7KW 

20 湧水排水ポンプ 型 式 汚水用ポンプ{/自阻動in交×互20並m列Aq運転) 2 
能 カ 65φX 500 Lit 
動 カ 341 200V 3. 7KW 

21 給湯ポンプ 型 式 片吸込渦巻ポンプ (SUS製) 2 
能 カ 80 φX 670 Lit/min X 16.2凶i20
動 カ 341 200V 3. 7KW 

22 漉過装置ユニット 溜過水量 15m3/h 
溢過車.ン" 自吸式本.ン"

吐出量 O. 25m3/minX 20mUAX 

薬注ポン

"

吐出量羽田L/min

吐出圧力 0.49Mpa削 (5Kgf/nf)
薬注タンク 容量 100L 

23 雑用水槽 貯水容量 50m温 1 
24 雑用水槽 貯水容量 39mJ 1 
25 沈砂槽 貯水容量 5m~ l 

26 沈殿締 貯水容量 37m~

27 汚水糟 貯水容量 61m3 1 
28 雨水細 貯水容量 45m3

貯水容量 9m3

29 雨水貯留槽 貯水容量 200m3 l 
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『研修練』発電設備

番号 強鑓名称{記号) 後器仕織 台数

l 地下式オイルタンク 危険物貯蔵所(発電設備燃料)

危険物の種類 第四額

危険物の品名 第2石油類(灯油)
貯蔵最大数量 3.000~I 
指定数量の倍数 3倍

2 地上式オイルタンク 少量危険物(燃料小出し締) l 

危険物の種類 第四額

危険物の品名 第2石油額(灯油)
貯蔵最大数量 950~I 
塑童数量(l)倍数 3倍
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「管理厚生棟』空闇設備

番号 織器名称(記号) 機器仕繍 台数

1 パッケージ型空調機(屋外機) 形 式 マルチパッケージ型空気調和機 1 

定格冷房能力 11. 2KW 
定格暖房能力 12.5KW 

送風機出力 3φ 200V O. 75KW 

2 パッケージ型空調機(島外機) 形 式 カセット型 1 

定絡冷房能力 9.0KW 

定格暖房能力 10.0KW 

送風機出カ 1φ 200V 0.2KW 

フィルター 中性能フィルター(NBS65覧以上)

1←トコントo-.tAイ，t(1個/台}
3 パッケージ型空調機 形 式 空冷冷専パッケージ{カセット型2方向) 1 

定格冷房能力 5.6KW 

圧縮機出カ 3φ 200V 0.2KW 

送風機出カ 3d> 200V O. 1附(屋外機)
3φ 200V O.IKW(屋内機)

年間冷房運転対応型

エアフィルター(製造者標噂仕傑)

1モートコントo-.tAイ，t(1個/台)
冷媒管長さ{約21m)

4 パッケージ型空間機 形 式 空気熱源t-Ui. ン7・ n・けーシ'~t外型 2方向 l 
定格冷房能力 4.5K官

定格眼房能力 5.0K冒

圧縮機出カ 3φ 200V 0.2KW 

送風機出力 3φ 200V O. 1悶(屋外機)

3φ 200V 0.1附{屋内機)

フィルター 中性能フィルター側BS6回以上)

9そートコントロ-.tAイ汁 (1倒/台)
冷媒管長さ(約30m)

5 パッケージ型空間機 形 式 空気熱源t-~*' ン'"，，"けーγヵセ外型2方向
定格冷毘能力 4.5KW 

定格暖房能力 5.0KW 

庄縮機出力 3φ 200V 0.2KW 

送風機出力 3φ 200V O. 1附(屋外機)

3φ 200V O. 1悶{屋内機}

自然蒸発式加湿器 (0.4kg/h以上)O. lkw 

フィルター 中性能フィルター(NBS65%以上)

何ートコントo-.tAイ斤 (1個/台)

冷媒管長さ{約22m)

6 パッケージ型空闘機 形 式 空気熱諒tートポン'"，，' ，'J-γ批外型2方向

定格冷房能力 4.5KW 

定絡暖厨能力 5.0K冒

圧縮機出力 3d> 200V 2.0KW 
送風機出力 3φ 200V o. lK胃{屋外機)

3φ 200V O.印刷屋内機)

年間冷房運転対応型

自然蒸発式加湿U(0.5kg/h以上)O.lkw 
フィルター 中性能フィルター似BS6時以上)

1壬ートコントo-.tAイ，t(1倒/台)
冷媒管長さ{約2伽)

7 パッケージ型空閥横 形 式 空気熱源ト同.ン"，.;・州→.舵外型2方向

定格冷房能力 4.5KW 

定絡暖房能力 5.0KW 

圧縮機出力 3φ 200V 2.0K'胃

送風機出力 3φ 200V O.印刷屋外機}

3φ 200V O.IKW(屋内機}

年間冷房運転対応型

自然蒸発式加湿器 (0.4kg/h以上)O.lkw 

フィルター 中性能フィルター(阻S65賞以上)

?←トコントロールANf(1個/台)
冷傑管長さ{約25ω
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番号 後器名称{記号} 機器仕繰 台数

8 パッケージ型空調機 形 式 空気熱源t-Ui"ン7.J、・，"→'tt外型2方向 1 

定格冷房能カ 4.5KW 

定格暖房能力 5.0KW 

圧縮搬出力 3φ 200V 2.0KW 

送風機出力 3φ 200V O. lKW(屋外機)

3φ 200V O. lKW(屋内線)

年間冷房運転対応型

自然燕発式加湿器 (0.4kg/h以上)O.lk冒

フィノレター 中性能フィルター(阻S65泊以上)

リモートコントロ-Jl'~イヲチ (1個/台)

冷媒管長さ(約25ω

9 パッケ ジ型空調機
形定格冷房式能力

マルチパッケ ジ型空気調和機 1 
8KW 

定絡暖房能力 9KW 

送風搬出力 3φ 200V 0.2KW 

10 パッケージ型空調機 形 式 マルチパッケージ型空気調和機 1 
定格冷毘能力 2.2K胃

定格暖爵能力 2.5KW 

送風機出力 1φX200V O.IK胃

フィノレター 中性能フィルター(問S65世以上)
9モートコントト削イけ (1個/台)

11 パッケージ型空間機 形 式 カセット型2方向 1 
定絡冷爵能力 2.8K曹

定格暖房能力 3.2KW 

送風機出力 1φX200V O.IKW 

フィルター 中性能フィルター{問S65%以上)

9←トコントP-iI'~イフチ (1個/台)

12 パッケージ型空調機 形 式 マルチパッケージ型空気調和機

定格冷房能力 4.0KW 

定絡暖房能力 4.8附

送風機出カ 3φ 200V 0.2KW 

13 パッケ ジ型空調機 形 式 カセット型2方向 1 
定格冷房能力 4.0KW 

定絡眼目能カ 4.8KW 

送風臓出力 1φX200V O.IKW 

フイJレター 中性能フィルター(NBS6時以上)
9モートコントロ-Jl'~イけ (1倒/台}

14 /{ッケ ジ型空調機
形定絡冷厨式能力

カセット型2方向

2.8KW 

定格暖房能力 3.2KW 

送風掛出力 1φX200V O.IK曹

自然蒸発式加湿器 (O.4kg/h以上)O.lkw 
フィルター 中性能フィルター(阻S65%以上)
?をートコントP-iI'~イフ'f(1個/台)

15 パッケ ジ型空嗣機 マルチパッケ ジ型空気調和機

11.2KW 

定絡暖房能力 12.5KW 

送風機出カ 3φ 200V 0.2KW 

16 パッケージ型空閥横 形 式 カセット型2方向 1 
定絡冷房能カ 2.8KW 

定絡暖房総カ 3.2KW 

送風機出力 1φX200V O.lKW 

フィルター 中性能フィルター(NBS65略以上〉
9モートコントロ-Jl'~イヲチ (1個/台)

17 パッケ ジ型空閥横 形 式 カセット型2方向

定絡冷房能力 2.2KW 

定絡暖房能力 2.5KW 

送風機出カ 1φX200V O.IKW 

自然蒸発式加湿器 (O.2kg/h以上)O.lk冒
フィルター 中性能フィルター(NBS6時以上)

9モートコントロールスイフチ (1個/台}
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番号 槌器名称(記号) 後器仕線 台数

18 パッケージ型空間接 形 式 カセット型2方向 l 
定格冷房能力 2.8KW 
定格眼房能力 3.2KW 
送風搬出力 1φX200V O.lKW 
自然蒸発式加湿器 (O.4kg!h以上)O.lkw 
フィルター 中性能フィルター(問S65%以上)
?をートコントローMイッチ (1個/台)

19 パッケージ型空閥横 形 式 マルチパッケ ジ型空気調和機

定格冷爵能力 45KW 
定格暖房能力 50KW 
送風搬出カ 3φ 200V O. 76KW 

20 パッケージ型空調機 形 式 天井吊型(隠蔽両ダクト) 2 
定絡冷房能力 11.2KW 
定格暖房能力 12.5KW 
送風機出力 1φX200V 0.4KW 
自然燕発式加湿器 (2.5kg/h以上)O. 1kw 
フィルター 中性能フィルター(NBS65覧以上.ftンハ~共)
9モートコント冒-1¥1"イ'17(1個/2台)

21 パッケージ型空調機 形 式 天井吊型(隠甑両ダクト) 2 
定絡冷房能力 11.2KW 
定絡暖房能力 12.5KW 
送風機出力 1φX200V 0.4K'胃
自然蒸発式加湿器 (2.5kg/h以上)O.lkw 
フィルター 中性能フィノレター(NBS65%以上，向ンハ.ー尖)
9モ?トコントロ-1¥1"イフチ (1個/2台)

22 パッケージ型空間機 形 式 マルチパッケ ジ型空気関和機

定絡冷房飽カ 14KW 
定格眼房能力 16KW 
送風搬出力 3φ 200V 0.2KW 

23 パッケージ型空調機 形 式 天井吊型(隠蔽両ダクト) 1 
定絡冷房能力 5.6KW 
定格暖房能カ 6.3KW 
送風機出力 1φX200V 0.2K胃
自然燕発式加湿器 (O.3kg/h以上)O.lkw 
フィルター 中性能フィルター(NBS65旬以上，向ンハ.ー共)
9モートコントo-I¥I"イ'17(1個/台)

24 パッケジ型空調機 形 式 天井吊型(隠蔽両ダクト)

定絡冷房能力 7.1KW 
定絡暖周能力 8.0KW 
送風機出カ 1φX200V 0.2KW 
自然蒸発式加湿提 (0.3kg/h以上)O.lk官
フィルター 中性能フィルター(NBS65目以上.ftンハ~共)
9モートコントo-j¥t"イフチ (1個/台)

25 パッケ ジ型空調機 形 式 マルチパッケ ジ型空気開和雄

定格冷房能力 11.2KW 
定格暖房能力 12.5KW 
送風機出力 3φ 200V O.2KW 

26 パッケージ型空踊機 形 式 カセット型2方向 1 
定格冷房能力 5.6KW 
定絡暖房能力 6.3KW 
送風機出力 1φX200V O.lK官
フィルター(製造者僚単位織)

日モートコントo-J¥l"イヲチ (1個/台)

27 パッケージ型空間機 形 式 カセット型吾芳両

定格冷房能力 2.8KW 
定格暖房能力 3.2K官
送風機出カ 1φX200V O.lKW 
フィルター(製造者標準仕様)
リモートコントロールスイ'11(1個/台)

28 コンパクト型空間機 形 式 MXJ;穂陸
送風量 4. 190m3/h 外気量 1. 590m3/h 
形 式 FR 
送風量 2，600凶/h
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番号 綴喜襲名称(記号) 織書量仕線 台数

29 コンパクト型空調機 形 式 MX床世

送風量 4， 190m3/h 外気量 1，690m3/h 
形 式 FR 
送風量 2，540m3/h 

30 コンパクト型空間接 形 式 MX床置 1 
送風量 3， 100m3/h 外気量 1，200m3/h 
形 式 FR 

送風量 1，900m3/h 
31 コンパクト型空調機 形 式 AO床置

送風量 3，600m3/h 外気量 3，600m3/h 

32 コンパクト型空調機 形 式 AO床置
送風位 5，640m3/h 外気量 5，640m3/h 

33 コンパクト型空調機 形 式 H床置
送風位 14，80Om3/h 外気量 14，80Om3/h 

34 コンパクト型空調機 形 式 AO床置 l 
送風量 3，240m3/h 外気量 3，420m3!h 

35 コンパクト型空間機 形 式 AO床置 1 
送風量 1，32伽3/h 外気量 1，320m3/h 

36 コンパクト型空問機 形 式 AO床置
送風量 690m3/h 外気量 690m3/h 

37 全熱交換ユーット 形 式 天井埋込形

風 量 750m3/h 静圧136Pa

電気特性 1φX 100V 0.6KW 

38 全熱交換ユニット 形 式 天井埋込形

風 量 150凶/h 静庄85Pa

電気特性 1φX 100V 0.2KW 

39 全熱交換ユニット 形 式 天井埋込形 4 

風 量 120m3/h 静圧76Pa
電気特性 l φX 100V 0.2師

40 全熱交換ユエット 形 式 天井埋込形 4 

風 量 90m3/h 静庄65Pa

電気特性 1φXI00V 0.2KW 

41 全熱交換ユーット 形 式 天井湿込形

風 量 60m3/h 静圧66Pa
電気特性 1φXI00V 0.2KW 

42 全熱交換ユニット 形 式 天井カセット形 1 

風 量 60m3/h 静圧33Pa

電気特性 1φX 100V O.IKW 

43 金熱交換ユニット 形 式 天井カセット形

風 量 60m3/h 静庄33Pa
電気特性 1φX 100V O.IKW 

44 空気消浄装置 形 式 室内設置形電気菓塵器{天井カセット型) 2 
捕集串 NBS90話以上
風 量 540m3!h 
電動機 1 ~ X 100V O. lKi 

9モートコントロ-J\l~イ，'1

45 OAフイJレタ 39 

46 ファンコイルユエット 形 式 カセット型2方向(CK-2Xl) 4 

-カセット型2方向(CK-2FX3)

47 ファンコイルユニット 形 式 カセット型2方向(CK-2X6) 8 
カセット型2方向(CK-2FX2)

48 ファンコイルユニット 形 式 カセット型2方向(CK-2XIO) 14 
カセット型2方向(CK-2FX2)

天井吊(隠蔽}型(C1 D-Fx 2) 

49 ファンコイルユエット 形 式 カセット型2方向(CK-2XIO) 32 
カセット型2方向(CK-2FX2)
天井吊(隠蔽}型(FILX20)

50 ファンコイルユニット 形 式 天井吊{隠蔽)型(CID-FX17) 30 
ローポイ{隠蔽}型(FILX13)
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番号 磁器名称(記号) 担器仕様 台数

51 送風機 形 式 斜流送風灘(天吊)

能 カ 560m3/h X 282Pa 
勘 カ 3φ 200V 0.3KW 

52 送風機 形 式 斜流送風機(天吊) 1 
能 カ 470m3/h X 257Pa 
助 カ 3φ 200V 0.3KW 

53 送風機 形 式 斜流送風機(天吊)

能 カ 1100m3/h X 291Pa 
動 カ 341 200V O.3KW 

54 送風機 形 式 斜流送風機(夫吊)

能 カ 11 OOm3/h X 319Pa 
励 カ 3φ 200V O.4KW 

55 送風機 形 式 直心送風機(天吊) 1 
能 カ 9300m3/h X 314Pa 
動 カ 3φ 200V 3. 7KW 

56 排風機 形 式 斜流送風機(天吊}

能 カ 1 580m3/h X 127Pa 
動 カ 3φ 200V 0.3KW 

57 俳風機 形 式 事I流送風機(天吊)
飽 カ 670m3/h X 130Pa 
勘 カ 3φ 200V 0.2KW 

58 排風機 形 式 斜流送風機(天吊)

能 カ 650m3/h X 141Pa 
動 カ 3φ 200V 0.2KW 

59 俳風機 形 式 斜流送風縄(天吊)

飽 カ 470m3/hX99Pa 
勘 カ 3φ 200V O.2KW 

60 排風機 形 式 斜流送風機(天吊} 1 
飽 カ 380m3/hX 126Pa 
動 カ 3申 200V O.2KW 

61 排風機 形 式 消音ボックス付送風機{天吊}

能 カ 350m3/h X 98Pa 
動 カ 341 200V 0.2KW 

62 排風機 形 式 斜流送風機{天吊)

能 カ 35Om3/h X 97Pa 
助 カ 3φ 200V 0.2KW 

63 排風機 形 式 斜流送風機(天吊) 1 
飽 カ 350m3/h X 97Pa 
勘 カ 3φ 200V 0.2KW 

64 排風機 形 式 斜流送風機{天吊)

飽 カ 1100m3/hX 135Pa 
励 カ 3φ 200V 0.2KW 

65 排風機 形 式 斜流送風機{天吊)

能 カ 1100m3/hX 131Pa 
動 カ 3φ 200V 0.2K胃

66 排風機 形 式 消音ボックス付送風機(天吊)

能 カ 300m3/h X 62Pa 
動 カ 3φ 200V 0.2KW 

67 排風機 形 式 斜流送風機(天吊) 1 、、.'

能 カ 9300m3/h X 223Pa 
動 カ 3φ 200V O.2KW 

68 排風機 形 式 消音ボックス付送風機(天吊)

能 カ 4180m3/h X 316Pa 
動 カ 3φ 200V 0.9KW 

69 排風機 形 式 消音ボックス付送風位{天吊} 1 
能 カ 1520m3/h X 204Pa 
動 カ 3φ 200V 0.3KW 

70 排風機 形 式 斜流送風機(天吊} 1 
能 カ 770m3/h X 139Pa 
励 カ 3φ 200V 0.2KW 

71 排風機 形 式 斜流送風機{天吊)

能 カ 890m3/h X 160Pa 
勘 カ 3ゆ 200V 0.3KW 

72 排風機 形 式 消音ボックス付送風機(天吊) 1 
能 カ 600m3/h X 172Pa 
動 カ 3ゆ 200V O.2KW 

67 



番号 後器名称(記号} 織器仕線 台数

73 俳風機 形 式 遠心送風機(床置) 1 
飽 カ 17000m3/h x 346Pa 
動 カ 3φ 200V 5.5KW 

74 排風機 形 式 遠心送風機(床置)

能 カ 3060m3/h x 208Pa 
勘 カ 341 200V O.8KW 

75 排風機 形 式 遠心送風機(床置} 1 
能 カ 560m3/h x 74Pa 
動 カ 3φ 200V O.4K胃

76 排風機 形 式 適心送風機(床置) 1 
飽 カ 500m3/h x 63Pa 
動 カ 3φ 200V O.4K胃

77 排風機 形 式 遠心送風機(床置)

能 力 330m3/h x 69Pa 
動 カ 3φ 200V O.4KW 

78 俳風機 形 式 迫心送風機{床置) 1 
健 カ 600m3/h X 66Pa 
助 カ 341 200V O.4KW 
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「管理厚生練J衛生設備

番号 機器名称(記号) 彼器仕綴 台数

膨張タンク 式 密閉型隔膜式膨張タンク 1 

量 1200~~ 
最大吸収量 922~r 
外形寸法 900φX 2.100 H(参考値)

最高使用圧力 500 kPa 

基郡封入圧力 400日a

2 電気温水器 型 式 飲雑両用電気給湯器(流し台下収納型) 3 

貯湯量 35n 

動 カ 1φ 200V 3.0KW 

付属品 ウィークリータイマー，専用トラップ装置共

3 電気温水器 型 式 飲20緯11両用電気給湯器(流し台下収納型)
貯湯量

動 カ 1φ 200V 3.0KW 

付属品 ウィークリータイマー，専用トラップ装置共

4 飲料用冷水器 型 式 スタンド型(うがい銭付) 2 

能 カ 20 YUh 
容 量 B12 
動 カ 1φ 100V 0.35KW 

うがい器 寸法:350X350X 1050h(参考値)

うがい器 動力 1。100V 0.05KW 
5 飲料用冷水器 型 式 スタンド型 1 

能 カ 20 ~Uh 
?il 量 59'， ab 
動 カ 1φ 100V 0.35K曹

6 給湯周循環ポンプ 型 式 ラインポンプ{ステンレス製) 1 

飽 カ 25φ X22 Lit/minX 12 mAq 
動 カ 3φ 100V 0.25KW 

7 排水用水中モークーポンプ 型 式 汚水用水中モ タ ポンプ 2 

能 カ 10φX 50 Li t/min X 10 mAq × 
助 カ 3φ 200V O. 75KW 4 

自動交互並列運転、電動機は油封式、水中ケープル10m 組

フロートスイッチ (4ヶ/組}

8 貯溺槽 型 式 立型(水4 水熱交換器付} 2 

材 質 ステンレスクラッド鋼板製 8回

容 量 2500Y~ 
加熱能力 69.8k官

混水入口温度 80"C 出口温度 70"C 
温水量 O. 1m3/min 

最高使用圧力 0.5即a

TVW-25型

銅製はしごは要

9 電気温水器
型貯湯式量

雑湯用電気給湯器(屋外・4降雨型} 2 

300~~ 
動 カ 1φ 200V 3.4KW 

ウィークリータイマー，専用トラップ装置共

10 |電気温水器 型 式 雑掛用電気給湯器{流し台下収納型) 2 

貯湯量 20n 

動 カ lφ 200V 2.0KW 

ウィークリータイマー，専用トラップ装置共、先止め式

11 給湯用循環ポンプ 型 式 片吸込渦巻型(ステンレス製) 2 

館 カ 40φX400:UminX49mAq 
動 カ 3φ X200V 5.5kw 
付属品 防援架台共
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『大会醸室J 空調設備

番号 後器名称{記号) 蝿器仕様 台数

パッケージ型空調機 型 式 空冷ヒートポンプ式パッケ ジ形 2 (内)

定絡冷房能力 50kw 2 (外)

定格暖房能力 56k冒

圧縮機出カ 3 ~ X 200V 15kw (昼内機)

送風機出力 3~ X200V 3.7kw (屋内機)
3φX 200V O. 7kw (屋外機)

2 パッケージ型空間機 型 式 空冷ヒ トポンプ式パッケージ形 2 (内)

定絡冷厨能力 18kw 2 (外)

定絡暖房能力 20k冒 . 
圧縮搬出力 3φX 200V 5. 5kw (屋内機)

送風機出力 3 ~ X200V 0.75kw (屋内機)
3φX200V 0.4k官(屋外機)

3 パッケージ型空調機 型 式 マルチパッケージ形空気闇和機

定格冷房能力 22.4kw 

定格暖房能力 25kw 

圧縮機出力 3φX 200V 5. 7kw (屋外機)

送風機出力 3φX 200V O. 4kw (屋外機)

4 ・パッケージ型空調機 型 式 カセット形 (2方向) 4 

定格冷周能カ 5.6kw 

定格暖爵能力 6.3kw 

送風機出カ 1φX200V O.lk官{屋内機)

フイJレター 中性能フィノレター (NBS65話以上)

リ←トコントロールスイヲチ (t個/4台}
5 還風織 型 式 送風機(遠心式) 2 

動 カ 3φX200V 3.7KW 

6 還風機 型 式 送風機(遠心式) 2 

助 カ 3φX 200V O. 75KW 

7 空気清浄装置 型 式 横形電気集塵機

捕集率 NBS90略以上

風 量 540凶/h

電動機 1φXIOOV O.lkw 

9モートコント目-}¥IAイヲチ付
一一

「大会議室J衛生設備
番号 鎗器名称(記号) 後器仕様 台数

1 排水用水中モタ ポンプ 型 式 汚水用水中モーターポンプ 2 

能カ40φX50Li t/min X 10mAq 
動力3~ X200V 0.75附

自動交互並列運転、電動機は泊封式、水中ケープル10阻

フロートスイッチ (4ヶ/組)
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「図書館棟』空調設備

番号 機器名称{記号) 槌器仕織 台数

1 パッケジ型空間機 形 式 マルチパッケ ジ形空気嗣和機 1 
定格冷房飽カ 36KW ， 

定格暖房能力 40K胃

圧縮機出力 3φx 200V o. 3KW (屋外機)
送風機出力 3φ 200V 0.5問(屋外機)

2 パッケージ型空闘機 形 式 天井吊形(隠蔽両ダクト) 4 
定格冷房能力 9KW 

定絡暖房能力 10KW 

送風機出力 1φx 200V O. 3KW (屋内機)

フィノレター 中性フィJレター(NS邸時以上)

9←トコントロールスイけ(1個/4台)
3 パッケージ型空調機 形 式 マルチパッケージ形空気調和機 l 

定格冷周能力 56KW 

定絡暖房能力 63KW 

圧縮搬出力 3φX200V 13KW (屋外機)
送風機出力 3φ 200V O. 7附(屋外機)

4 パッケージ型空闘機 形 式 天弁吊形(隠蔽両ダクト)

定格冷房能力 14KW 

定格暖房能力 16KW 

送風描出力 1φX 200V O. 4KW (屋内機)

フィルター 中性フィルター(NSB65%以上)

リ壬ートコントP-J!-Aイヲチ(1個/台}

5 パッケージ型空調織 形 式 カセット形 (2方向) 1 
定格冷房能力 2.2K曹

定格暖房能力 2.5附

送風機出力 1φX200V 0.1附(屋内機)

フィルター 中性フィルター(NS随時以上)

9←トコントP-J!-Aイ1t(1個/台)
6 パッケ ジ型空間機 形 式 カセット形 (2方向) 1 

定格冷房能力 9附

定絡暖房能力 10KW 

送風機出力 l φX200V O.lKW (屋内機)

フィJレター 中性フィルター(NSB65%以上)

9トトコントロールスイ，t<t個/台)
7 パッケージ型空間機 形 式 カセット形 l2方向) 1 

定絡冷房能力 9K胃

定格暖房能力 10KW 

送風機出力 1φX200V 0.1附(屋内機}

フィルター 中性フィルター(NSB65%以上}

9←トコントロールスイヲチ<t個/台)
8 パッケージ型空嗣機 形 式 カセット形 (2方向) 1 

定格冷房能力 5.6KW 

定絡暖房能力 6.3KW 

送風機出力 1φX 200V O. lKW (屋内機}

フィJレター 中性フィルター(NS随時以上)

9←トコントロールZイヲチ(1個/台)
9 パッケージ型空調機 形 式 カセット形 l2方向) 1 

定格冷風能力 7. lKW 

定絡暖房能力 8KW 

送風機出力 1ゆX200V O. lKW (屋内機)

フィJレター 中性フィルター(NSB65%以上)

何回トコントロ-Jl-Aイけ(1個/台)

10 パッケジ型空調機 形 式 天井吊形{隠磁両ダクト) . 
1 

定格冷房能力 4.5問

定格暖房能力 5KW 

送風搬出力 1ゆX200V O. lKW (屋内機)

フィノレター 中性フィルター(NSB65帯以上)

9←トコントロ-Jl-Aイヲチ(1伺/台)
11 全熱交換ユニット 形 式 天井寝込形

風 量 570阻3/h 静A174Pa

電気特性 1φXI00V 0.5KW 

12 全熱交換ユエット 形 式 天井埋込形

風 量 540m3/h 静圧195Pa

電車坐ー性 1φXI00V 0.5KW 
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番号 後器名称(毘号} 後器仕織 台数

13 金熱交換ユーット 形 式 カセット形 1 

風 量 6Om3/h 静圧12Pa

電気特性 lφX 100V O.2KW 

14 全熱交換ユエット 形 言記 天井湿込形 l 

風 量 450m3!h 静圧51Pa

電気特性 lφx 100V O.3KW 

15 全熱交換ユニット 形 式 天井埋込形

風 量 450m3/h 静圧53Pa

電気特性 1φx 100V O.3KW 

16 全熱交換ユーット 形 式 天井湿込形 1 

風 量 330m3/h 静圧57Pa

電気特性 1φXI00V O.3KW 
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⑥自動扉(別紙6-7関連)

棟名 個数 型式 参考

管理厚生棟 2 sov両引型 寺岡式

管理厚生棟 sov片引型 寺岡式

研修棟※ 3 両引型 ミリオン式

宿泊棟 sov両引型 寺岡式

図書館 sov片引型 寺岡式

多目的研修棟 sov両引型 寺岡式

厨房※ 4 sov両引型 寺岡式

⑦厨房排水設備(男IJ紙6-8関連)

機器名 参考(メーカー)

生剤菌注入ポンプ 芝浦電産

接触調整ポンプ 新明和工業

循環ポンプ 新明和工業

放流ポンプ 新明和工業

接触調聾ブロワー アンレット

ばっ気ブロワー アンレット

脱臭棟 荏原実業(株)

制御盤 現代軽装

生物菌リアクター

スクリーンユニット 新明和工業

生剤菌充填ユニット

脱臭ファン
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⑧消防設備(別紙6-9関連)

消防設備等の種類 数量 参考

く自動火災報知設備〉

1.受信機/GR型 3台 GR型

2.感知器(作動式) 551台 作動式.

3.感知器(定温式) 109台 定温式

4.感知器(煙光電式) 735台
煙光電式
非蓄積246、アナログ486、分離型3

5.地区音響装置 65台

〈消火器設備〉

1.粉末10型加匡式 103台

2.紛末50型加匡式 2本

3.強化液3型蓄庄式 61本

く誘噂釘設備〉

1.避難口誘導灯 103台 中型17、小型86

2.通路誘導灯 168台 中型21、小型70、40W73、20W4

〈屋内消火栓設備〉

1.屋内消火栓設備 1台

2.消火栓箱 56台

く非常放送設備〉

1.増幅器 2台

2.スピーカー(ホーン型) 2台ホーン型

3.スピーカー(コーン型) 440台 コーン型
く自家発電設備〉

1.自家発電設備 1台
く蓄電池設備〉

1.蓄電池設備 一式 鉛蓄電池(24V)

く避難器具設備〉

1.避難器具設備 11台 避難はしご(固定式)

〈連結送水管設備〉

1.送水口 4台

2.放水口 13台

〈連結散水設備〉

1.送水口 2台

2.ヘッド 13台

く防火・防排煙設備〉

1.煙感知器 39個

2.熱式感知器 24個

3.防火戸 48台

4.防火シャッター 7台

5.防火ダンパー(自動) 380台

6.垂れ壁 36台
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捌紙6-11

【建築物点検業務】

1 .業務概要

建築基準法等に基づき、本校の対象施設・設備について、良好な状態を保つ

ため、建築物の点検を行う。

2.点検周期

①敷地及び構造に関する点検:1回/3年(前回は平成22年度に実施)

(iXj)以外 : 1回/1年

3.対象施設

・管理厚生棟、研修棟、宿泊棟、大会議室、図書館、多目的研修棟、守衛室

4.業務内容

( 1 )一般事項

①用語の定義

本仕様書において使用する用語の定義は、『建築保全業務共通仕様書J(国

土交通省大臣官房官庁営繕部監修)第1章第1節1.1. 2による。

②受注者の負担の範囲

点検に必要な工具、計測機器等の機材は、設備機器に付属して設置されて

いるものを除き、受注者の負担とする。

その他費用負担が不明確なものについては、双方協議のうえ決定する。

③業務の実施

業務の実施にあたっては、既存設備又は他の物品等に損害を及ぼさないよ

う注意し、万一損害を与えた場合は直ちに施設管理担当者に報告し、その指

示に従い修復する。

また、これにかかる費用は全て受注者の負担とする。

④関係法令等の道守

業務の実施に当たり、適用を受ける関係法令等を避守し、業務の円滑な遂

行を図る。

⑤対象項目

本業務の点検項目は、『②業務内容jに記載した法令で定める項目とする。

(2)実施肉容

① 建築基準法第12条第2項又は官公庁施設の建設等に関する法律第 12条

第1項に基づく点検。

② 建築基準法第12条第4項又は官公庁施設の建設等に関する法律第12条
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剛紙6-21

【自家用電気工作物保守・点検業務】

1 .業務概要

本校の自家用電気工作物について、良好な機能を維持するよう保守・点検業務を行う。

2.点検周期

『別表第1J参照

3.対象機器

別紙5r設備一覧表』参照

4.業務肉容

国土交通大学校の定める保安規程に基づき、電気事業法第39条による技術基準に適合す

るよう維持するものとする。

5.その他

( 1 )点検報告書(様式任意)は、各設備の点検周期毎に提出するとする。

(2)その他、施設更新に伴い検査を行った場合には、説験記録等を提出する。
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第2項に基づく点検。

③ 官公庁施設の建設等に関する法律第 13条第1項に基づく『国家機関の建

築物及びその附帯施設の保全に関する基準』に規定する支障がない状態を確

認するための点検。

(3)点検方法

国土交通省官庁営繕部が作成した『建築物点検マニュアルJによる。

(4)点検結果の報告及び期限

点検結果報告書の書式は国土交通省官庁嘗繕部が作成した『点検記録(総括

表)J及び r点検マニュアルチェツクシート』以下の様式による。
報告期限は、当該施設の点検終了後1週間以内とする。(ただし、緊急性の

あるものは適宜報告する。

5.その他

( 1 )点検結果の報告及び期限

点検結果報告書の書式は国土交通省官庁営繕部が作成した『点検記録(総括

表)J及び『点検マニュアルチェツクシート』以下の様式による。

報告期限は、当該施設の点検終了後1週間以内とする。(ただし、緊急性の

あるものは適宜報告する。

(2)貸与資料

業務の実施に先立ち、必要に応じた関係資料を貸与する。なお、本校が請求

した場合や業務が終了した場合には速やかに返却する。
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Ell表第1
，長老食、 ま則夫E:~むを魯乾庖食俣〉妻主主主傍

1-1 月次点検及t降次点検
(1)需要設備

電気工作物 点検種類 月次点検

責任分界となる 外 観 点 検 O 
区分開閉器、 絶縁抵.抗測定

号| 込 線 等 区分開閉器動作試験

受 架空電線、支持物、 保護継篭器動作試験

ケーブル 保護継電器動作特性試験

電 断 路 器 外 観 点 検 O 
絶縁抵抗測定

設 外 観 点 検 O 
絶縁抵抗測定

備 遮 断 器、 動 作 試 験

開 閉 器 内 部 点 検

絶縁油の点検・試験

第 電力ヒューズ 外 観 点 検 O 
絶縁抵抗測定

一 言十器用変成器 外 観 ，r!i. 検 O 一
絶縁抵抗測定

受 外 観 点 検 O 
絶縁抵抗測定

電 変 圧 器 内 部 点 検

絶縁油の点検・試験

設 電力用コンデンサ 外 観 点 検 O 
絶縁抵抗測定

備 避 雷 器 外 観 点 検 O 
絶縁抵抗測定

以 母 線 外 観 点 検 O 
絶縁抵抗測定

降 その他の高圧機器 外 観 点 検 O 
絶縁抵抗測定

を 外 観 点 検 O 
絶縁抵抗測定

含 配 電 盤、 保護継電器動作試験

制 御 回 路 保護継電器動作特性試験

む 計器校正試験

制御回路試験

受電設備の建物・室、 外 観 点 検 O 
キューピクルの金属箱

接 地 装 置 外 観 点 検 O 
接地抵抗測定
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年次点検

A B' 

O O 
0※1 O 
0楽l O 
0※1 .0 

0滋3
O O 
0※l O 
O O 
O O 
O O 

O諜3
03長3I 

O O 
O O 
O O 
O O 
O O 
O O 

O諜3
0※3 

O O 
O O 
O O 
O O 
O O 
O O 
O O 
O O 
O O 
O O 
O O 

O来3
0※3 

O O 
O O 

O O 
0※2 O 



電気工作物 点 検 種 類 月次点検
年次点検

A 

配 電 線 路 外 観 点 検 O O 
架空電線、支持物、 絶縁抵抗測定 O 

配 ケーブル

電 断路器、遮断器、開閉 外 観 点 検 O O 
設 器、変圧器、計器用変 絶縁抵抗測定 O 
備 成器、電力用コンデンサ、 内 部 点 検

その他高圧機器 絶縁油の点検・試験

接 地 装 置 外 観 点 検 O O 
接地抵抗測定 0※2 
外 観 点 検 O O 

3ド 原 勤 機、 始 動 試 験 O O 
常 付 属 装 置 機関保護継電器動作試験 O 
用 発 電 機、 外 観 点 検 O O 
予 励 磁 装 置、 絶縁抵抗測定 O 
備 鰻 地 装 置 接地抵抗測定 O ※2 
発 外 観 点 検 O O 
電 遮 断 器、 保護継電器動作試験 O 
装 開 閉 器、 保護継電器動作特性試験

置 毘 電 盤、 制御装置試験 O 
制御装置等 その他は受電設備に準ずる

外 観 点 検 O O 
蓄 液 量 点 検 O O 
電 本 体 電圧・比重測定 O 
池 波 温 現4 定 O 
装 充 電 装 置、 外 観 点 検 O O 
置 付 属 装 置、 絶縁抵抗測定 O 
接 地 装 置 接地抵抗測定 O ※2 

電気 電動機類、伝熱装置、 外 観 点 検 O O 
使用 電気溶接機、照明装 絶縁抵抗測定 O 
場所 置、配線、E線器具、 接地抵抗測定 O ※2 
の その他の機器 漏洩電流測定 O O 
設備 接 地 装 置

(注)(1)r外観点検Jとは、主として目視により点検することをいいます。
(2)※1を付した項目は、停電範囲により実施できないことがあります。
(3)※2を付した項目は、過去の実績によりその一部又は全部を省略することがあります。

(4)※3を付した項目は、平成21年に実施。
(5) r漏洩電流測定』とは、変庄器のB種設置工事の接地線において測定します。
(6)変圧器の二次側以降の低圧電路(電気使用場所の設備を含む)と大地問との絶縁抵抗
測定は、漏洩電流測定記録により代えることがあります。
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B 

O 
O 

O 
O 
0※3 
0※3 
O 
O 

O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O※3 

O 

O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 



(2) 太陽電池発電所

電気工作物 点 検 手重 類 月次点検 年次点検

外 観 点 検 O O 
太陽電池アレイ 機関の調整 0※1 

接地抵抗測定(架台等) O ※2 
外 観 点 検 O O 

接 続 箱
絶縁抵抗測定(必要に応じ} O~民 1

放射温度計による温度測定{必要に応じ) 0※1 
接地抵抗測定 O ※2 

遮断器、開閉器、
外 観 点 検 O O 

変 圧 器、 絶縁抵抗測定 O 
配 電 盤、 接地抵抗測定 0※2 
制御装置、 保護機能動作確認 O O 
直交流変換装置

表示部の動作確認 O O 
外 観 点 検 O O 

系統連系保護装置
絶縁抵抗測定 O 
保護継電器動作確認 O 
投入ロック動作確認 。
外 観 点 検 O O 
液 量 点 検 O O 

蓄電池等 電圧・比重・液温測定 O 
絶縁抵抗測定(必要に応じ) O 
接地抵抗測定(架台等) O※2 

電 路 絶縁抵抗測定 O 

(注意)(1)r外観点検Jとは、目視により点検することをいいます。
(2) ※1を付した項目は、停電範囲により実施できないことがあります。
(3) ・来2を付した項目は、過去の実績によりその一部又は全部を省略することがあります。

(3) NaS電池(月次点検のみ実施)

詳細については別表3を参照

(4)自家用電気工作物の年次点検における、NaS電池の操作を行うこと。
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1-2 臨時点検

(1) 次に揚げる電気工作物については、その都度異常状況の点検、絶縁抵抗測定を行い、

必要に応じて高圧の電路及び機器の絶縁耐力試験を行います。

ア 高圧器材が損壊し、受電設備の大部分に影響を及ぼじたと思われる事故が発生し

た場合は、受電設備の全電気工作物

イ 受電用遮断機(電力ヒューズを含みます。)が遺断動作をした場合は、遺断動作

の原因となった電気工作物

ウ その他の電気器材に異常が発生した場合は、その電気工作物

(2) 高圧受配電設備に事故発生のおそれがある場合は、その都度点検、測定及び試験を

行います。

2 点検、測定及び試験の周期

点検の種別 周 期

需 要 設 備 月
月 次 点 検

太陽電池発電所 年 2 

A 毎 年
需要設備

年 次 点 検 B 3 年

太陽電池発電所 年

回

回

回

回

回

臨時点検 必 要 の 都 度

(注) ( 1 ) 年次点検A及び81こは、月次点検が含まれています。

(2) 年次点検81こは、年次点検Aが含まれています。

3 NaS電池設備の臨時点検

・災害時、異常発生時においては、遠隔監視を行っている管理者からの指示により現地
にて立会を行いNaS電池システムの動作確認等を行うこと。
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jj'，陵第2

一部又は全部を実施しない点検、測定及び試験

1 漏電火災警報器、昇降設備等の取援いに法令による特定の資格

を要するもの文はオ」トメーション化された工作機械群等の取扱

いに特殊の専門技術を要するものについては、主開閉器から各機

器の電源側電路までの絶縁抵抗測定(実施可能なものに限る0)

以外の点検、測定及び試験

2 移動して使用する電気機器及びこれに付属する電線については、

常時電路に接続して使用されるもの及び点検時現場に置かれてあ

るもの以外のものの点検、測定及び試験

3 密閉防燥機器等の構造上点検ができない機器内部の点検

4 有毒ガス発生箇所、酸欠箇所等の点検に著しい危険を伴う箇所

」ー に設置されてv';るものの点検、測定及び試験
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点検、測定及て賭場坊法(需要設備)

電気工作物
月次点検 年次点検

点検種類 .点検項目及び内容 点検種類 点検項目及び内容

憤任分界となる 外観点検 1.架空電線 外観点検 1.架空電線

区分開閉器、 損傷、たるみ、他の工作 -損傷、たるみ、ゆるみ、

引込線等 物・植物との離隔 -他の工f糊・植物との
電線、 離隔

ケーブル、 2.支持物等 2..支持物等
支持物、 損傷、汚損、脱落、腐朽、 損傷、汚損、脱落、腐朽、

支線、 傾斜 傾斜

~もz 腕金鏑木)、 3.ケープル本体及び端末 3.ケープル本体及び端末

がいし、 部 部

区分開閉器、 損傷、変形、汚損、腐食、 損傷、変形、汚損、腐食、|

キTピネフト等 他の工作物との離隔 他の工作物との離隔

4.接続箇所 4.接続箇所

電 変色 過熱、変色、ゆるみ

5.ケープjt保護管 5.ケーブル保護管

損傷、腐食 損傷、鹿食

6.吊架線 6.吊架線
損傷、たるみ、外れ、 損傷、たるみ、外れ、

設 支持点間隔 支持点間隔

7.地絡継電器
損傷、汚損

7.接地線 8.接地線
損傷、外れ、断線 損傷、ゆるみ、外れ、

備 断線
8.区分開閉器、制御箱 9.区分開閉器、制御箱

損傷、腐食、 損傷、腐食、

操作紐の切れ 操作紐の切れ

9.キャピネット等 10.キャピネット等

第 損傷、変形、亀裂、 損傷、変形、亀裂、
ー 汚損、結露、施錠状態 汚損、結露、施錠状態一
~もL 11.埋設表示
篭 10.マンホール 12.マンホール

段 損傷 損傷、浸水

備 絶縁抵抗 絶縁抵抗測定
以 測 定 ( 6，000Vメガ)
降 区 分 保護継電器との
を 開閉器 連動試験
含 動作試験
む 保 護 区分開閉器との

継電器 連動試験

動作試験
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電気工作物
月次点検 年次点検

点検種類 点検項目及び内容 点検種類 点検項目及び内容

保 護 継電器の動作特性を

継電器 確認する試験

. 動作特性

試 験

断 路 器 外観点検 1.本体 外観点検 1.本体

断路器、 損傷、変形、汚損 損傷、変形、亀裂

ピラディス 過熱、変色、ゆるみ、
受 コン等 汚損、摩耗、固定子と

可動子の接触状態、

クラッチの機能

2.接続箇所 2.接続箇所
変色 過熱、変色、ゆるみ

電 3.接地線 3.接地線・

損傷、外れ、断線 . 損傷、ゆるみ、外れ、
断線

絶縁抵抗 絶縁抵抗測定

測 定 ( 5，0∞Vメガ)
設 遮 断 器、 外観点検 1.本体 外観点検 1.本体
開 閉 器 損傷、変形、亀裂、 損傷、変形、亀裂、

高圧交流 過熱、異音、異臭、 過熱、変色、呉音、
負荷開閉器、 汚損、発鋪、鹿食、 異臭、ゆるみ、汚損、
遮断器、 漏油、油量(油量計 発鋪、鹿食、漏油、

備 油入開閉器、 がある場合)、 固定、開閉表示(指示、
プライマ9- 開閉表示(指示、点灯) 点灯)、操作機構の
カットアウト 不良、操作紐の切れ
等 2.接続箇所 2.接続箇所

変色 過熱、変色、ゆるみ
第 3.接地線 3.接地線
ー
一 損傷、外れ、断線 損傷、ゆるみ、外れ、
受 断線
電 4.ヒューズの定格電流
設 の確認
備 絶縁抵抗 絶縁抵抗測定
以 測 定 ( 5，0∞Vメガ)
降 動作試験 遮断器の動作試験
を (保護継電器との連動)
含 内部点検 損傷、変色紙変形、 l
む 腐食、ゆるみ、外れ、

プッシングの損傷、

固定子と可動子の

接触状態
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電気工作物
月次点検 年次点検

点検種類 点検項目及び内容 点検種類 点検項目及び内容
接触子の消耗量の適否『

(VCBの場合)

絶縁油の 油量、変色、汚損、酸価、

点検・試験 絶縁破壊電圧

電カヒューズ 外観点検 1.本体 外観点検 1.本体

損傷、亀裂、溶断表示 損傷、亀裂、過熱
の確認 ゆるみ、ヒューズの

受 定格電流の確認、

溶断表示の確認

絶縁抵抗 絶縁抵抗測定

測 定 ( 5，OOOVメヌf)
計器用変臓器 外観点検 1.本体 外観点検 1.本体
電 計器用 損傷、亀裂、異音、 損傷、亀裂、過熱、

変圧器、 異臭、汚損 異音、異臭、ゆるみ、
変流器、 汚損、腐食、

零相変流器 零相変樹首醇セパレート

等 《 の損傷・亀裂
震 2.接続箇所 2.接続箇所

変色 過熱、変色、ゆるみ

3.ヒューズ
溶断

3.接地線 4.接地線
備 損傷、外れ、断線 損傷、ゆるみ、外れ、

断線

絶縁抵抗 絶縁抵抗測定

測 定 ( 5，OOOVメガ)
第 変 圧 器 外観点検 1.本体 外観点検 1.本体

一 損傷、変形、亀裂、 損傷、変形、亀裂、
受 温度、過熱、異音、 温度、過熱、異音、
電 異臭、汚損、腐食、 異臭、汚損、腐食、
設 漏油、振動、油量 漏油、振動、固定、
備 (泊量計がある場合)、 シリカゲJレの変色
以 シDカゲルの変色
降 2.接続箇所 2.接続箇所
を 変色 過熱、変色、ゆるみ
含 3.接地線 3.接地線
む 損傷、外れ、断線 損傷、ゆるみ、外れ、

断線
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電気工作物
月次点検 年次点検

点検種類 点検項目及び内容 皐塗重重E点検項目及び内容
4. PCB使用 4保管 4. PCB使用・保管
の表示 の表示

絶縁抵抗 絶縁抵抗測定

調4 定 ( 5，OOOVメガ)
絶縁油の 油量、変色、汚損、酸価、

点検・試験 絶縁破壊電圧

内部点検 内部点検
受 接続部、リード線、

タップ値の確認

電 カ 用 外観点検 1.本体 外観点検 1.本体

コンデンサ、 損傷、変形、亀裂、 損傷、変形、亀裂、

直列Pアタトル、 過熱、異音、異臭、 過熱、異音、異臭、
電 放電コイル 汚損、腐食、漏油よ 汚損、腐食、漏油、

ふくらみ ふくらみ、固定、直列

りアクトJレの拍量

2~ 接続箇所 2.接続箇所
変色 過熱、変色、ゆるみ

設 3.接地線 3.接地線
損傷、外れ、断線 損傷、ゆるみ、外れ、

断線
4. PCB使用・保管 4. PCB使用・保管
の表示 の表示

備 絶縁抵抗 絶縁抵抗測定

測 定 ( 5，OOOVメガ)
避 雷 器 外観点検 1.本体 外観点検 1.本体

損傷、亀裂、汚損 損傷、亀裂、ゆるみ、

汚損
第 2.接続箇所 2.接続箇所
一一 変色 過熱、変色、ゆるみ
受 3.接地線 3.接地線
電 損傷、外れ、断線 損傷、ゆるみ、外れ、
設 断結
備 絶縁抵抗 絶縁抵抗測定
以 担『 定 ( 5，OOOVメガ)
降 母線 外観点検 1.母線、クランプ等 外観点検 1.母線、クランプ等
を パスダクト たるみ、被覆損傷 損傷、過熱、たるみ、
含 等 ゆるみ、腐食、被覆損傷
む 2.支持がいし等 2.支持がいし等

損傷、脱落、汚損等 損傷、亀裂、脱落、汚損
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電気工作物
月次点検 年次点検

点検種類 点検項目及び内容 点検種類 点検項目及び内容

3.ダクト等(接地線)
損傷、ゆるみ、外れ、

断線

4.ダクト等(内部)
損傷、過熱、変色、

腐食、接続状態

絶縁抵抗 絶縁抵抗測定

受 測 定 . {5， 0ωvメガ)
その他の 外観点検 1.本体 外観点検 1.本体

高圧機器 損傷、変形、変色、 損傷、変形、亀裂、

過熱、異音、異臭、 変色、異音、異臭、

汚損、発錆、腐食、 ゆるみ、汚損、発錆、
電 漏油 腐食、漏油

2.接続箇所 2.接続箇所
変色 過熱、変色、ゆるみ

3.接地線 3.接地線
損傷、外れ、断線 損傷、ゆるみ、外れ、

設 断線

絶縁抵抗 絶縁抵抗測定
測 定 { 5.000Vメガ)

配 竃盤、 外観点検 1.指示計器 外観点検 1.1訴計器
制御回路 指示状態、損傷、汚損 指示状態、損傷、汚損

備 電圧計、 2.表示灯 2.表示灯
電流計、 損傷、汚損、不点灯 損傷、汚損、不点灯
パイロット 3.開閉器等 3.開閉器等
ランプ、 損傷、過熱、変色、 損傷、過熱、変色、

第 漏電遮断器、 汚損、腐食、接続方法 ゆるみ、外れ、汚損、
ー
一 刃形開閉器、 の適否 腐食、接続方法の適否
受 ヒューズ 4.裏面白d線
電 地絡継電器、 損傷、過熱、変色、
設 過憧流 断線、汚損、端子の
備 継電器等 ゆるみ
以 4.接地線 5.接地線
降 損傷、外れ、断線 損傷、ゆるみ、外れ、
を 断線
含 5.保護継電器 6.保範継電器
む 損傷、汚損、整定値及び 損傷、汚損、盤定値及び

動作表示の確認 動作表示の確認
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電気工作物
月次点検 年次点検

点検種類 点検項目及び内容 点検種類 点検項目及び内容

6.12電盤等 7.配電盤等
点検用スペースの適否 点検用スペースの適否

絶縁抵抗 絶縁抵抗測定

測 定 { 600V、260V文は
126Vメガ)

保 護 遮腕鱒との

継電器 連動試験
受 動作試験

保 護 継制審の動作特性を

継電器 確認する試験

動作特性
試 験

電 計器校正 電圧計・電流計等
試 験 校正試験

制御回路 シーケンス試験

試 験

受竃設備の 外観点検 1.建物、金属箱等 外観点検 1.建物、金属箱等
設 建物・室、 損傷、変形、汚損、 損傷、変形、汚損、
キューピクル 発錯、腐食、換気、 発鋪、腐食、換気、
の金属箱 照度不足、雨漏り、 照度不足、雨漏り、

雨雪混入、小動物等 雨雷浸入、小動物等

侵入口の有無、鍵の・ 侵入口の有無、鍵の
備 状態、塗装剥離、 状態、塗装剥離、

周囲の整理・整頓状態 周囲の整理・盤頓状態
2.保護栂 2.保護柵

第
損傷、腐朽 損傷、腐朽
3.接地線 3.接地線

一 損傷、外れ、断隷一 損傷、ゆるみ、外れ、
受 断線
電 4.予備品(ヒューズ等) 4.予備品(ヒューズ等)
設 の有無 の有無
備 5.消火設備等の状態 5.消火段備等の状態
以 6.標識の有無・はがれ 6.標識の有無・はがれ
降 接地装置 外観点検 1.端子 外観点検 1.端子
を

損傷、腐食 損傷、ゆるみ、腐食
含 2.接地線 2.接地線
む 損傷、外れ、断線 損傷、ゆるみ、外れ、

断線

接地抵抗
測 定
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電気工作物
月次点検 年次点検

点検種類 点検項目及び内容 点検種類 点検項目及び内容

構 内 外観点検 1.架空電線 外観点検 1.架空電線

配電線路 損傷、たるみ、 損傷、たるみ、ゆるみ、.

電線、 他の工作物・植物 他の工物・植物

ケープル、 との離隔 との離臨

支持物、 2.支持物等 2.支持物等

支線、 損傷、汚損、脱落、 損傷、汚損、脱落、

腕金鏑木)、 腐朽、傾斜- 腐朽、傾斜

記 がいし等 3.ケープル本体及び 3.ケープル本体及び

端末部 端末部

損傷、変形、汚損、 損傷、変形、汚損、

腐食、他の工作物との 腐食、他の工作物との

離間 離隔

電 4.ケープル保護管 4.ケープル保護管

損傷、腐食 損傷、腐食

5.吊架線 5.吊架線
損傷、たるみ、外れ、 損傷、たるみ、外れ、

支持点間隔 支持点間隔

設 6.接地線 6.接地線
損傷、外れ、断線 損傷、ゆるみ、外れ、

断線

7.埋設表示
7.マンホール 8.マンホール

備 損傷 損傷、浸水 3 

絶縁抵抗 絶縁抵抗測定

測 定 ( 5，OOOVメガ)
断 路 器、

遮 断器、

開 閉 器、

変 圧 器、 受電設備に準ずる 受電設備に準ずる

計器用変成器、

電 カ 用
コンデンサ、

そ の 他

高圧機器

接地装置 受電設備に準ずる 受電設備に準ずる
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電気工作物
月次点検 年次点検

点検種類 点検項目及び内容 点検種類 点検項目及び内容

原動機及び 外観点検 1.本体 外観点検 1.本体

付属装置 損傷、変形、汚損、 損傷、変形、汚損、

燃料装置、 腐食、固定 腐食、固定

冷却装置、 保護ヒューズ. 
非 潤滑油装置、 保温ヒータ

吸気・排気 2.燃料装置 2.燃料装置
装置、 (貯油槽、記管制 (貯油槽、記管等)

常 始動装置、 貯蔵量、損傷、外れ、 貯蔵量、損傷、ゆるみ、

防振装置等 腐食、漏泊 外れ、腐食、漏油

3.冷却装置 3.冷却装置
用 (貯水槽、配管等) (貯水槽、記管等)

貯水量、不凍液、 貯水量、不凍液、

損傷、外れ、腐食、漏水 損傷、ゆるみ、外れ、

予 腐食、漏水

4.酒滑油装置(毘管等) 4.潤滑油装置偲管等)
油量、損傷、外れ、 油量、損傷、ゆるみ、

備 腐食、漏油 外れ、鹿食、漏油
5.始動装置 5.始動装置
損傷、汚損、腐食、 損傷、汚損、腐食、

発 空気貯蔵槽の漏気・ 空気貯蔵槽の漏気・

圧力、 圧力、

蓄電池の電圧・液量 蓄電池の電圧・液量・
電 液温、比重 | 

6.吸気・排気装置 6.吸気・排気装置
損傷、腐食 損傷、異音、鹿食、

装 漏気

始動試験 運転状態 始動試験 運転状態

温度、異音、異臭、 温度、呉音、異臭、
置 振動、漏気、始動、 振動、漏気始動、

停止、排気ガスの状態、 停止、排気ガスの状態、
換気、圧力 換気、圧力

機関保護 保護継電器動作試験

継電器 (過速度、油圧低下、水温

動作試験 上昇、起動渋滞等)
発電機及び 外観点検 1.本体 外観点検 1.本体
励磁装置、 損傷、変形、汚損、腐食 損傷、変形、汚損、腐食
接地装置 2.接地線 2.接地線

損傷、外れ、断線 損傷、ゆるみ、外れ、

断線
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竃気工作物
月次点検 年次点検

点検種類 点検項目及び内容 点検種類 点検項目及び内容|

始動試験 運転状況 始動試験 運転状況

温度、異音、異臭、 温度、異昔、異臭、

非 振動、回転、 振動、回転、

電圧発生状況 電圧発生状況

常 絶縁抵抗 絶縁抵抗測定

測 定 高圧(1，OOOVメガ)
用 低圧(500V、おOV

文は1おVメガ)

予 接地抵抗

. 測 定
備 遮 断器、 外観点検 外観点検 受電設備に準ずる

開 閉 器、 保 議 遮断器との連動試験
発 配 電盤、 継電器
制御装置等 動作試験
電 保 護 継電器の動作特性を

受電設備に準ずる 継電器 確認する試験
装 動作特性. 

試 験
置 ， 

制御回路 シーケンス試験

試 験

その他は受電設備に準ずる

蓄電池本体 外観点検 本体 外観点検
損本傷体、亀裂、汚損、腐食、損傷、亀裂、汚損、腐食、

漏液、端子の外れ、 漏液、端子のゆるみ、

普 桓淑・セパレータ 極板・セパレータ

の湾曲 の湾曲

液量点検 液量確認 液量点検 液量確認
電 電圧・比童 電圧・比重・液温

測 定 の測定

液温測定
池 充電装置、 外観点検 1.充電装置 外観点検 1.充電装置
付属装置 汚損、腐食、開閉器の 汚損、腐食、開閉器の

損傷、動作状況 損傷、動作状況
設 2.付属装置 2.付属装置

損傷、汚損、腐食 損傷、過熱、ゆるみ、
汚損、腐食

備 . 3.接地線 3.接地線
損傷、外れ、断線 損傷、ゆるみ、外れ、

断線
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電気工作物
月次点検 年次点検

点検種類 点検項目及び内容 点検種類 点検項目及び内容

絶縁抵抗 絶縁抵抗測定

測 定 ( 500V、250V文は

125Vメガ)

接地抵抗

測 定

電 動 機 外観点検 1.本体 外観点検 1.本体

損傷、過熱、変色、 損傷、過熱、変色、

異音、異臭、汚損、 異音、異臭、汚損、

電 振動 振動

2.接地線 2.接地線

損傷、外れ、断線 損傷、ゆるみ、外れ、

気 断線

絶縁抵抗 絶縁抵抗測定
調。 定 高庄{1，OOOVメガ)

使 低圧{500V、250V

又は125Vメガ)

接地抵抗
用 測 定

電熱装置 外観点検 1.耐熱部 外観点検 1.耐熱部

損傷、外れ、汚損、 損傷、ゆるみ、外れ、
場 老朽 汚損、老朽

2.電熱部 2.雷撤部
損傷、変形、過熱、 損傷、変形、過熱、

所 変色、外れ、鹿食、 変色、ゆるみ、外れ、
可燃物との離隔 腐食、可燃物との離隔

3.接地線 3.接地線
の 損傷、外れ、断線 損傷、ゆるみ、外れ、

断線

絶縁抵抗 絶縁抵抗測定
設 測 定 ( 500V、250V又は

125Vメガ)

接地抵抗
備 測 定

電気溶接機 外観点検 1.本体 舛観点検 1.本体
損傷、変形、過熱、 損傷、変形、過熱、
異音、異臭、腐食 異音、異臭、ゆるみ、

外れ、腐食
2.溶接ケーブル 2.溶接ケーブル
損傷、接続方法の適否 損傷、接続方法の適否
3.溶接ホルダー 3.溶接ホルダー
損傷 損傷
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電気工作物
月次点検 年次点検

点検種類 点検項目及び内容 点検種類 点検項目及び内容

4.接地線 4.接地線

損傷、外れ、断線 損傷、ゆるみ、外れ、

断線

絶縁抵抗 絶縁抵抗測定

担リ 定 ( 500V、250V又は
電 125Vメガ)

. 
接地抵抗-

測 定

気 照明装置 外観点検 1.本体 外観点検 1.本体

損傷、変形、変色、 損傷、変形、変色、

具昔、脱落、汚損、 異昔、脱落、汚損、
使 防湿、防水、不点灯 防湿、防水、不点灯

2.接地線 2.接地線
損傷、外れ、断線 損傷、ゆるみ、外れ、

用 断線

絶縁抵抗 絶縁抵抗測定

測 定 ( 500V、250V又は
場 125Vメガ)

回 録、 外観点検 1.開閉器、記線器具等 外観点検 1.開閉語、臨線器具等

配線器具 損傷、過熱、変色、 損傷、過熱、変色、
所 異音、異臭、脱落、 異音、異臭、ゆるみ、

汚損、腐食 脱落、外れ、汚損、

腐食、摩耗
の 2.配線 2.配線

電線被覆損傷、 電線の被額損傷、

接続方法の適否 接続方法の適否、
設 支持点間隔

3.過負荷保護装置

整定値確認
備 4.漏電火災普報器

テストボタンによる

動作磁認

5.漏電遮断器の動作試験
3.分電盤、操作盤等 6.分電盤、操作盤等

操作・点検用スペース 操作・点検用スベ}ス

の適否 の適否
4.接地線 7.接地線

損傷、外れ、断線 損傷、ゆるみ、外れ、

断線
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電気工作物
月次点検 年次点検

点検種類 点検項目及び内容 点検種類 点検項目及び内容

絶縁抵抗 絶縁抵抗測定

測 定 ( 500V、おOV文は
125Vメガ)

接地抵抗

測 定

そ の 他 外観点検 1.本体 外観点検 1.本体

の機器類 損傷、変形、過熱、 損傷、変形、過熱、

異音、異臭、汚損、 変色、異音、異臭、

電 腐食 ゆるみ、外れ、汚損、

腐食

気 2.接地線 2.接地線
損傷、外れ、断線 損傷、ゆるみ、外れ、

使 断線

絶縁抵抗 絶縁抵抗測定
用 測 定 ( 500V、おOV文は

125Vメガ)
場 接地抵抗

測 定
所 接地装置 外観点検 1.端子 外観点検 1.端子

損傷、腐食 損傷、腐食
の 2.接地線 2.接地線

損傷、外れ、断線 損傷、ゆるみ、外れ、
設 断線

接地抵抗
備 測 定

使用機器 漏洩電流 漏洩電涜

測 定 担リ 定

: 

， 
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点検、測定及て贈犠方法(太陽電池発電所)

月次点検 .年次点検
電気工作物

点検種類 点検項目及び内容 点検種類 点検項目及び内容 l

太陽電池アレイ 外観点検 1.本体 外観点検 1.本体

損傷、汚損、発錆等 損傷、汚損、発鏑等

絶縁抵抗 必要に応じ

測 定

接 続 箱 外観点検 1.本体 外観点検 1.本体

損傷、発鋪等、 損傷、発錯等、

接続部のゆるみの点検 接続部のゆるみの点検

絶縁抵抗 絶縁抵抗測定

測 定 ( 500V、おOV文は
125Vメガ)

温 度 放射温度計による | 
測 定 温度測定(必要に応じ)

インバータ 外観点検 1.本体 外観点検 1.本体

(変圧器を含む) 損傷、発鏑等、 損傷、発鋪等、

接続部のゆるみの点検 接続部のゆるみの点検

2.その他
設置場所環境の確認

保護機能動作の確寵

表示部の動作確認

絶縁抵抗 絶縁抵抗測定

測 定 ( 500V、260V文は
125Vメガ)

系統連系 外観点検 1.本体 外観点検 1.本体
保護装置 損傷、発錆等、 損傷、発錆等、

接続部のゆるみの点検- 接続部のゆるみの点検

2.その他 2.その他
設置場所環境の確認 設置場所環境の確認

絶縁抵抗 絶縁抵抗測定

測 定 ( 500V、250V文は
125Vメガ)

保 謎 継電器の動作を確認
継電器 する試験

動作試験

投 入
ロック
動作試験

普電池本体 外観点検 1.本体 外観点検 1.本体
損傷、亀裂、汚損、 損傷、亀裂、汚損、

腐食、漏液、 腐食、漏液、

端子の外れ、極板・ 端子の外れ、極板・
セバレータの湾曲 セパレータの湾曲
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hJ'JatA 3 

|醐|
巡視目 平成 .年 月 日{

~!よ司biZ掴観i経路園巡視時刻 | 巡観者 | 烹車車屋外操警毘~天候 l退所確認|施錠蹴: • 気温・湿度 ~温: [:t.l 糧麿: 00 
巡銀結果 異常なし/異常あり 1-① 

1 -CID 
9-⑪ 

5-⑦ 

符
2-③ 3-(s 

包

事
6-⑧ 

3-④ 

項 8-⑪ Uニ盟 3-⑤ 

• • 〈ヰコ

No チ"'::tタ項目 チ'" ':1 タ内容 管理償 記録 No チェッタ項目 チ z ッタ内容 管理値 記録

1交寵変換器{①受亀盤(受包).②受也盤{捕機)) の @ 5 NAS電池{パッケージ，モジュール電池) ① 

外1:2(.'・汁ヲグ...トf時 鍋傷，汚損.呉音.変色の有録 異常なし 持1:11'.，ト11.盤.t-7・岬 銅偏.抑揚.A膏.変色.1II1!1.輸の有鱈 異常なし

歓隠表示録 故障表mの磁飽 表示なし ドT"・升ンの状悠 剥がれ.鍋傷の有祭 異常なし

変圧俸の状態 過書!I.異膏，異臭.1I1勘の有無 異常なし '~1t'ーの状餓 損傷.汚績の有無 i4常なし

その他 雨水.鹿焼.虫績の侵入の有無 形跡なし その他 雨水.盛線，虫額の侵入の有無 形跡なし

ダイヤル温度計 現在温度/最大温度 / 

6 NAS電池システムコントロールユ::.~ト ⑥ 

z交芭変換器(@交直変換盤) @ :>:，ト袋面の状悠 過徽.変形.変色の有無 異常なし

外観{がかグ.劃 領傷.汚鍋.呉音，変色の有探 異常なし 後観ト，'"の状臨 鍋侮の有無，後続状態の徳飽 異常なし

ドy".，キンの状怨 剥がれ.損傷の有無 異常なし 故障異常表示 故障異常表示の磁偲 表示なし

ハ・7t→.7..トの状態 損傷.汚舗の有無 異常なし

ファンの運転状悠 損傷.汚鎮の有無 異常なし 7綿子箱 @ 

その他 雨水.座決，虫頬の侵入の有無 形跡なし 外IiIU'.*，1".盤.トγ帥 鍋笛.持鍋.ii晋.変色.1II1!1.物申書無 異常なし

γTro・F紗の状態 剥がれ.彼自自の有無 異常なし

3交直変換器((4)直流リンク盤.⑤監視制御盤} @ @ '~Hーの状怨 損傷.汚鍋の有祭 異常なし

持健か・，Hi・.包.+-7.同 鍋傷.汚損.具il'.変色の有主義 異常なし その飽 雨水，.Pl挟.虫類の侵入の宥祭 形跡なし

故障表示器 故障袋示の擁13 表示なし

その他 雨水，盛挨.虫領の侵入の有祭 形跡なし s消火器 ⑪ 
格納箱の状態 銀傷，汚鍋の有無 異常なし

4交直変換器{⑥変圧器盤} @ ABC消火鍾の状悠 外観鍋傷の有無 異常なし

外観(̂.・，ト:l，盤} 銅傷.汚損.1'4膏，変色の有無 異常なし 絡納箱周囲の状態 陣容物の有録 隊書物なし

ドT".，キンの状s!i 剥がれ，鍋傷の有無 異常なし

がリーグ7.'"・の状飽m傷.汚舗の有無 異常なし 9その他，周囲環境 ⑪ 
~æ録の状富島 過書11.A音.異臭.緩動の有無 異常なし 保安表示Ut.掲示ut破損.汚鎮の有無 異常なし

その他 雨水，盛挨，虫額の侵入の有害毒 形跡なし 保有空地内の状悠 陣審物の有無 障害物なし

ダイヤル温度併 現在温度/最大温度 / 

毎月巡復終了後に東京也カまでFAX送信(FAX:042-648-3583)又は送付をお願いします。

※凡例 異常なし・・・レ 異宮古あり...x 要注意・・・企 (3手絢は特記事項に記総する)
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剛紙6-31

【エレベータ一保守・点検業務】

1 .業務概要

因土交通大学校のエレベ-1Zーについて、良好な機能を維持するよう点検業務を行う。

2.点検周期

通常点検毎月 1固

定期点検年1回

3.対象機器

別紙5r設備一覧表』参照

4.業務内容

通常点検 建築保全業務共通仕様書(国土交通省大臣官報官庁営繕部監修・平成20年

版)による点検(フルメンテナンス)。

定期点検 人事院規則 10-4第32条による定期検査

5.その他

( 1 ) 本件鹿行にあたっては、関係法令規則等に準拠して行うものとし、かつ作業の安全

管理には+分留意すること。

(2) 修理の又は交換の範囲は、エレベーターを通常使用する場合に当然生ずべき磨耗及

び損傷に限るものとする。但し、各機器の一式交換及び性能向上に伴う交換は含ま

ない。
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捌紙6-41

【電気通信設備点検】

1.業務概要
本業務は、国土交通大学校等に設置している電気通信設備の点検を行うもので、各設備の運用

状況の把握と機能確保を行う。

2.適用
本業務の履行にあたっては、国土交通省が定める電気通信施設点検業務共通仕様書(以下『共

通仕様書jという。)及び電気通信施設点検基準に基づき実施するものとする。

3.履行場所

①国土交通大学校 (東京都小平市喜平町2-2-1)
②堂平山無線中継所(埼玉県比企郡ときがわ町大字大野)

4.契約の範囲
本特記仕様書による業務を行うものとし、業務上当然必要で軽微な障害箇所の追求、及び修理

並びに各点検箇所の聾理整頓及び清掃についても本契約の範囲に含むものとする。

5.業務実施条件

①点検者は、大学校と連絡を密にし、指示事項を確認した後に作業を開始するものとする。

②点検者は、天候または災害等によって業務遂行が困難と思われる場合は、大学校に連絡し、そ

の指示に従うものとする。

③点検者は、作業を実施した場合、作業結果を本校に報告して確認を受けなければならなない。

6.連絡・報告等

原則として、国土交通大学校以外(堂平山無線中継所など)に対し連絡等を行う場合は、連絡内

容等について本校の確認を受けるものとする。

7.履行施設及び点検周期等

点検対象設備及び各点検の点検周期については、別添1(履行施設一覧)によるものとする。た

だし、 12ヶ月点検の作業は6ヶ月、3ヶ月点検の作業を含み、6ヶ月点検の作業は3ヶ月点検の
作業を含むものとする。

8.総合点検

総合点検を行う設備については、実施手順書を作成し、本校に提出するものとする。

なお、実施手順書を作成する対象設備及び数量については次のとおりとする。

対象設備名 装置名

多重無線通信設備

端局設備 デシ.，ル端局装置

自動電話交換設備
aEbZ h 計

9.技術的所見のとりまとめ

技術的所見のとりまとめについては、下記設備とする。

数量は3設備とする。
①多重無線通信設備
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②端局設備

③直流電源設備

10.その他
①点検にあたっては、施設周辺(敷地内含む)及び点検用通路(公道以外)における危険箇所(土

砂崩れ、崩壊等)等を目視により確認し、報告するものとする。

②作業開始前には、作業内容を大学校に説明を行い、機器が停止する場合には、停止する月の前

月15日前までにその旨も報告する。また、作業内容を提出する。

11.報告書
①共通仕様書第44条に定める点検記録簿の提出部数は1部とする。

②点検記録簿には、共通仕様書第44条に定めるほか、点検業務の実施結果の総括、改善すべき

事項を特記した一覧表を添付するものとする。

③点検結果(点検デー夕、作業写真)については、点検記録簿によるほか、CD-Rの電子媒体に整理
し1部提出するものとする。

ア.点検対象機器一覧表を以下のとおり作成するものとする。

①機器名称

② 規格等(形式、製造番号)

③数量等

④製造、施工年月日

⑤ 製造メー力、施工業者

⑥機器単体写真

イ.点検データの記録は、 rMicrosoftExcelJにより整然と整理するものとする。
なおMicrosoftExcel2003にて閲覧できるものであること。
ウ.作業写真については、デジタルカメラを使用するものとする。
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捌添1 別紙6-4関週

点検対象機器及び履行回数

よぞL 規 格 数量 備 考 9月

多重無縁通信装置 6.5GHz帯4PSK 2台 国電通仕第30号 ⑫ 

(大学校、堂平山中継所) 6. 3~目bpsX3 空中線装置含む

デハイドレータ 壁掛け型3方路 1台 ⑫ 

(大学校)

端局装置(大学校) 中容量(96CH)型 1架 ⑫ 

専用通信網監視制御装置 被監視制御装置 1台 国電通仕第40号 ⑫ 

(大学校)

直流電源装置(大学校) KSR-48-20N 1台 国電通仕第25号 ⑫ 

自動電話交換装置 電子交換機 1台 ⑫ 

(大学校)

鉄塔(大学校) 36m未満 1基 ⑫ 

局舎(大学校) 1局 ⑥ 

空調設備(大学校) 1台 ⑫ 

※⑫・・・ 12ヶ月点検1回を表す。 ⑥・・・ 6ヶ月点検 1回を表す。

補足:1 2ヶ月点検1回には6ヶ月. 3ヶ月，毎日点検内容を含む

6ヶ月点検1回には3ヶ月，毎日点検内容を含む

3月

⑥ 

一一一

⑥ 

一一一

一一一

⑥ 

一一一

⑥ 

③ 

なお、点検対象月については、(案)であり乙を拘束するものではない。
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捌紙6-51

【空調設備等保守点検業務】

1 .業務概要

国土交通大学校の空調設備、衛生設備、発電設備について、良好な機能を維持

するよう定期的に点検、保守及び測定等を行う。

2.点検周期、時間

①点検周期別表1-2のとおり

②作業時間平日 8時30分-17時15分

3.対象機器

(指定時間外に業務を行う必要がある場合には、施設管理者の承認

を得た上で、業務を行うことが出来る。)

別紙5r設備一覧表』参照

4.業務肉容

対象機器について、別表1-2に基づき点検、保守を行う。点検方法は、『建築

保全業務共通仕様書(平成20年版)(国土交通省大臣官房官庁嘗繕部監修)J(以

下、「共通仕様書Jという。)によることとする。

なお、共通仕様書の適用が出来ない機器については、別表2のとおり行うこと。
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直司

1 -1 研修宿泊棟空調設備

点積:賓圃

別紙5の番号 持直仕様書 番号 特記事項 点検等の回数
のへ.ーゲ

1.....9 (ユニット型 128 4. 4. 5 一 *共通仕様書記鵡のとおり
OOA園出、

*ト，，..ンONI島市睡共3ヶ月間
1 0.....1 3 (ファン 129 4. 4. 6 一 *共通仕樟書記載のとおり
コヲ0"ユニット} *トrンONIお令曜共3ヶ月間
14、17、20、 112 4. 3. 7 (0)表を *拘置仕様書記載のとおり
23 (空冷ヒートポ 適用 *・:r".ンONIま冷暗共3ヶ月間
ンプ習も櫨}

1 5、16、18、 129 4. 4. 6 一 *持直仕掛書記載のとおり
19、21、22、 *トfンONlet市暖共3ヶ月間
24 (空冷ヒートポ
ン7
25.....48鎗風雄、 132 4. 4. 9 一 *鉛直仕様書記載のとおり
排鳳働 本ただし、1Mとされているものは、

仕様書上は1ヶ月に1回の点検回
撤であるが、 2ヶ月に1固と読みか
えるものとする。
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1-2 研修宿泊棟衛生設備

点樟酒田

別紙5の番号 共通仕様書 番号 特記事項 点検等の回数
のへ.→.

1 (貯湯簡) 1 21 4. 4. 2 (8)表を * 共通仕棒書記載のとお
適用

* 対象機器が第2種であ
るため、共通仕犠書の1MIま1Y 
と読みかえるものとする。

2 (膨張タンク) 1 21 4. 4. 2 11 * 11 

3、4 (給渇用宿環 140 4. 5. 6 (A)衰を * 共通仕梅醤のとおり
二次ポンプ) 適用 * ただし、 1Mとされて

いるものは、仕様書上は1ヶ月に

1回の点検回数であるが、 2ヶ月
に1固と誼みかえるものとす昼食

5、6(雨水・濁水 140 4. 5. 6 (C)衰を -共通仕梼書記載のとおり
ポンプ) 適用

7、8(電気温水器) 別表2による 一 -別表2による
9 (冷水器} 別表2による 一 -別表2による
1 0 (ろ過器) 144 4. 5. 9 点検、清掃 -共通仕綿書記載のとおり

共実施

1 1雨水層 140 4. 5. 4 -共通仕棟鶴E載のとおり

104 



2-1 研修棟空調設備

車控項巨

別紙5の番号 共通仕様書 番号 特記事項 点検等の回数
のへ~.-:，. 

1、2(j令温水発生 105 4. 3. 5 一 -共通仕椋書記載のとおり

強}
3、4 (冷却塔} 129 4. 4. 4 一 -共通仕線鶴E載のとおり

. !I-':ンONIま3ヶ月間
5 (ヒートポンプユ 95 4. 3. 2 一 -共通仕樟鶴E載のとおり
ニット) . ~~.ンONIま;令暖共 3 ヶ月間
6 (チリングユニッ 91 4. 3. 1 一 -共通仕様臨E載のとおり
ト) . !I-~. ンONIま3 ヶ月間
7、8{膨張タンク) 1 2 1 4. 4. 2 (8)表を -共通仕様書記載のとおり

適用

9(冷却水処理装置) 別表2によ 一 -別表2による

る

1 0-21 (ユ二ツ 128 4. 4. 5 一 -共通仕様書記韓のとおり

ト型空調機、システ -トrンONIま冷暖共3ヶ月間
ム型空調掛

22-33 (冷温水 131 4. 4. 8 一 -共通仕線鶴E載のとおり
ポンプ週間 -ただし、 1Mとされているもの

は、仕犠書上は1ヶ月に1回の

点検回数であるが、 2ヶ月に1

固と臨みかえるものと空昼食

35、36、38、 129 4. 4. 6 一 -共通仕梼書記載のとおり

40、41、42、 -トrンIまON冷暖共3ヶ月間
44、46(，<ッケ

ージ型空調機室肉

輔自

34、37、39、 1 1 2 4. 3. 7 (0)表を -共通仕様欝E載のとおり
43、45(パッケ 適用 -トrンONは冷暖共3ヶ月間
ージ型空調機室外

!機}

47、48(パッケ 129 4. 4. 6 一 -共通仕棟書記載のとおり

ージ型空調機室外 -トrンONIま2ヶ月に1回
挫)

49 (パッケージ型 1 1 2 4. 3. 7 (0)衰の -共通仕様書記載のとおり
= 肉槌) l適周 o :ノ-tンONIま2ヶ月に1回
50-55 (ファン 129 4. 4. 6 一 -共通仕様書記躍のとおり

コイルユニット) -ト'J.OンONI乱噌瞳共3ヶ月間
56 (全熱交換ユニ 134 4・4・11 一 -共通仕様書記識のとおり

ット) -ただし、 1Mとされているもの

は、仕椋昏上は1ヶ月に1回のl

点検回数であるが、 2ヶ月に1

固と読みかえるものとする.
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点程周回

別紙5の番号 共通仕様書 番号 特記事項 点検等の回数
のへ.ーゲ

57-102 (遺風 132 4. 4. 9 一 -共通仕棟書記載のとおり

機・送風機・排風 -ただし、 1Mとされているもの
機) は、仕様書上は1ヶ月に1回の

点検回数であるが、 2ヶ月に1
固と盤bかえるものと主益。

103 (OA用フィ 130 4. 4. 7 一 -共通仕様書記載のとおり

ルター) -ただし、 1Mとされているもの
は、仕様書上は1ヶ月に1固の
点検回数であるが、 2ヶ月に1
固と読みかえるものとする。
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2-2 研修棟衛生設備

別紙5の番号

u温水発生槌}
2 (受水摺)

3 (膨張告ンク)

弘 10 {瀧:
1 1、12 (給水ポ
ンプユニット)

1 3-20 (排水ポ
ンプ類)

21 (給湯ポンプ)

22.(ろ造装置ユニ
ット)

23-29 (雨水槽

|拘置仕横書| 番号
のへ.ーシ.

88 
.137 4. 5. 

1 21 14. 4. 

140 14. 5. 6 

|特記事項| 点検等の回数

適用 卜ただし、 1Mとされているもの

は、仕様書上は1ヶ月に1回の
点検回数であるが、 2ヶ月に1
Eと臨みかえるものとする

1 40 1 4. 5. 61 (C)表を|・共通仕織観E載のとおり
適用 卜ただし、 1Mとされているもの

は、仕綿密上は1ヶ月に1固の
点検回数であるが、 2ヶ月に1
Eと臨みかえるものとする

140 14. 5. 61 卜共通仕様書記載のとおり

-ただし、 1Mとされているもの

は、仕様書上は1ヶ月に1固の
点検回数であるが、 2ヶ月に1
Eと読みかえるものとする

別表2山 I -I・別表2による
140 14. 5. 41糊も実|・共通仕様鶴識のとおり

盤
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2-3 研修棟発電設備

点検J賓目

別紙5の番号 共通仕様書 番号 特記事項 点検等の回数
のへ.→.

1 (地下試オイルタ 1 1 8 4. 4. 1 (A)及び -共通仕綿書記載のとおり
ンク) (8)表適 -漏洩点検年1園、月例点検月 1

用 回

2 (地上式オイルタ 1 1 8 4. 4. 1 (0)表適 -共通仕様書記載のとおり
ンク) 用

3-1 管理厚生棟空調設備

~IJ紙5の番号 |拘置仕様書| 番号 |特記輔| 点検等の回数
のへ.→.

1-27 (パッケー 130 4. 3. 7 (0)表を -共通仕様鶴識のとおり
y --- 適用 -トrンONI乱市暖共3ヶ月
28-36 (コンパ 128 4. 4. 5 一 -共通仕椋書記載のとおり
クト霊 = 11 -シ・.，:ンONIま冷睡共3
37-43 (全熱交 146 4. 4. 11 一 -射能様臨E載のとおり
換ユニット) -ただし、 1Mとされているもの

は、仕様書上は1ヶ月に1回の点
検回数であるが、 2ヶ月に1
Eと かえるものとする

44 (空気清浄機) 130 -共通仕様観識のとおり

-ただし、 1Mとされているもの
は、仕掛書上lま1ヶ月に1回の点
検回数であるカえ 2ヶ月に1
固と読みかえるものとする

45 (叩川| 130 14. 4. 71 |・共通仕向山り
ター) -ただし、 1Mとされているもの

は、仕様書上は1ヶ月に1回の点
検回数であるが、 2ヶ月に1固と
読みかえるものとする

46-50 (ファン 129 4. 4. 6 -共通仕様臨調のとおり
コルユエット) -シーズンONIお 3ヶ
51-78 (送風 132 4. 4. 9 -共通仕様書記載のとおり
機・排鳳働 -ただし、 1Mとされているもの

は、仕様書上は1ヶ月に1回の点
検回数であるが、 2ヶ月に1固と
かえるものとする
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3-2 管理厚生棟衛生設備

点検項目
別紙5の番号 共通仕様書 番号

のへ.ーゲ

1 (鵬長タンク) 1 21 4. 4. 2 

2-3、9、10 (電 別表2による
気温水器)

4-5(飲料用冷水 145 4. 5. 10 
櫨)

6、11 (給渇用循 140 4. 5. 6 
環ポンプ)

7 (排水用水中ポン 140 4. 5. 6 
プ)

8 (貯湯槽) 1 21 4. 4. 2 

4-1 大会議室空調設備

点

別紙切番号 |共通仕様書 番号
のへ~.-1，. 

1 -4 (/<ッケージ 112 4. 3. 7 

5-6 (温風機) 132 4. 4. 9 

7 (空費し背浄掛 130 4. 4. 7 

特記事項 点検等の回数

(8)表を -共通仕梯書E醜のとおり
適用 -ただし、共通仕梼書の1M'ま1

Yと覇除かえるものと主歪且

一 • ~IJ表 2による

点検項目 -共通仕様書記鵡のとおり
1適用
(A)表を -共通仕様書のとおり
適用 -ただし、 1Mとされているもの

は、仕様書上は1ヶ月に1回の点

検回数であるカに 2ヶ月に1固と
鶴みかえるものとする。

(C)表を -共通仕様書記載のとおり
適用 -ただし、 1Mとされているもの

は、仕様書上は1ヶ月に1固の点
検回数であるが、 2ヶ月に1
固と読みかえるものとする。

(8)表を -共通仕綿書記載のとおり
適用 -ただし、共通仕犠書の1M'ま1

Yと読みかえるものとする。

特記事項 点検等の回数

(0)表を|・持軍佐繕書記載のとおり

-シーrンON'ま冷睡共3

109 

・共通仕様書記載のとおり

・ただし、 1Mとされているもの
は、仕様書上;は1ヶ月に1回の点
検回数であるカえ 2ヶ月に1固と
かえるものとする

・拘置佐織書記載のとおり

・ただし、 1Mとされているもの
. ，ま、佐梼書上lま1ヶ月に1回の点
検回数であるが、 2ヶ月に1固と
かえるものとする



4-2 大会議室衛生設備

‘ 
点検項目

別紙5の番号 共通仕棟書 番号 特記事項 点検等の回数
のへ.ーゲ

1 {排水用水中ポン 140 4. 5. 6 (C)表を -共通仕椋臨2載のとおり
プ) 適用 -ただし、 1Mとされているもの

は、仕様書上は1ヶ月に1回の

点検回数であるが、 2ヶ月に1
固と読みかえるものとする。

5-1 図書館棟空調設備

点検項巨

別紙5の番号 共通仕横書 番号 特記事項 点検等の回数
のどーゲ

1-10 (パッケー 112 4. 3. 7 (0) :衰を -共通仕様鶴識のとおり
ン、. 適用 -トズンONIお令暖共3ヶ月間
11-16 (全熱交 134 4. 4. 11 一 -共通仕様覇磁のとおり

像ユニット) -ただし、 1Mとされているもの

日相以ま1ケ即日吋
検回数であるカ<..2ヶ月に1

固と誼些世主るものとする。

110 



別紙5の機器番号

1-2宿泊棟衛生施設
7、8 (電気温水器)

1-2宿泊棟衛生施設
9 (冷水器)

2-1研修棟空調施設
9 (冷却水処理装置)

2-2研修棟衛生施設
4-7 (電気温水器)

2-2研修練衛生施設
9. 1 0 (滅菌装置)

2-2研修棟衛生施設
22 (ろ過装置ユニット)

3-2管理厚生棟衛生施
設

2、3、9、10 (電気温属蚕詞豆

厘冨
皐盤笠盟国数
年1回

年1回

年1固

年1回

年1回

年1固

年1回

1
 

.••• 
1
 



|別紙6-61

【自動制御機器点検】

1.業務概要
因土交通大学校の自動制御装置について、良好な機能を維持するよう点検業務を行う。

2.点検周期
r4.業務内容』参照

3.対象機器
別紙5r設備一覧表J参照

4.業務内容

点検項目 周期 備考

電気式調節器(サーモスタット、ヒューミディスタット、プレッシャスタット等)

1各部清掃点検 ①本体内外部清掃、外環検査 1回/年
②ポテンショ、ワイパー接触面清掃 1固/年

2各接続部点検 ①ポテンショ、ワイパー接触面清掃 1固/年
②端子のゆるみ点検 1回/年
③感温筒(接触部)の取付状態点検 1回/年

3機器単体点検 ①機器取付状態点検 1回/年
②標準計器による校正 1回/年

4システム動作点検 ①シスナム動作状態での制御状況点検 1固/年

電子式調節計

1各部清掃点検 ①本体内外部清掃 1回/年
②基板の汚れ清掃 1回/年

2各接続部点検 ①プラグ、コネクターの接続点検 1回/年
②端子のゆるみ点検 1回/年

3電源点検 ①供給電源点検 1回/年
②出力電庄、電流点検 1回/年

4スイッチ、ランプ点4①スイッチ動作点検 1固/年
②ランプの点灯点検 1固/年

5機器単体点検 ①単体動作点検、校正 1固/年
6システム動作点検 ①システム動作状態での制御状況点検 1回/年

電子式検出器(温室度、圧力、露点、流量等)

1各部清掃点検 ①本体内外部清掃、外環検査 1回/年
②接続導管内の清掃 1回/年

2各接続部点検 ①プラグ、コネクターの接続点検 1回/年
②端子のゆるみ点検 1回/年
③導管接続部の漏れ点検 1回/年

3電源点検 ①供給電源点検 1回/年
②出力電圧、電流、抵抗点検 1回/年

4スイッチ、ランプ点右①スイッチ動作点検 1回/年
②ランプの点灯点検 1回/年

5特性点検 ①標準計器による特性点検、校正 1回/年
6システム動作点検 ①システム動作状態での点検 1回/年

コントロールバルブ(ニ方弁、=方弁、電磁弁)

1各部清掃点検 ①グランド部清掃、増締め 1回/年
2各接続部点検 ①アクチュエーターとの接続点検 1回/年

②毘管との接続部漏れ点検 1回/年
③バルブシステムとプラグの接続部点検 1回/年

3電源電圧点検 ①電磁弁の供給電圧点検 1回/年
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点検項目 周期 備考

4機器単体点検 ①全閥、全閉動作による開閉点検 1回/年
②弁本体取付方向の点検 1回/年
③流体の流れ方向の点検 1固/年
④全閉止圧力の点検 1回/年
⑤全開時の流体漏れ点検 1回/年
⑥弁前後差庄の確認 1回/年

5システム動作点検 ①シスァム動作状態での制御状況点検 1回/年

コントロールモーター
1各部清掃点検 ①本体内外部清掃点検 1回/年

②フィードパックポテンション、ワイパ一清掃 1回/年
2各部接続部点検 ①端子のゆるみ点検 1回/年

②コネクターの接続点検 1困/年
③パルブ、ダンパーの接続点検 1回/年
④モーターと架台の取付点検 1回/年

3電源点検 ①供給電源点検 1固/年
4機器単体点検 ①モーターストローク点検 1回/年

②バルブ閉切圧点検 1回/年
5システム動作点検 ①システム動作状態での制御状況点検 1回/年

②インターロック機能の点検 1回/年

補助機器類
1各部清掃点検 ①本体外部清掃 1固/年
2各接続部点検 ①機器の取付状態の確認 1固/年

②端子のゆるみ点検 1困/年
3電源点検 ①供給電源点検 1困/年

②出力電圧、電流点検 1回/年
4スイッチ、フンプ点4①スイッチ動作点検 1困/年

②ランプ点灯点検 1回/年
5機器単体点検 ①入出力信号の確認 1固/年

②発熱の有無確認 1回/年
6システム動作点検 ①システム動作状態での制御状況点検 1回/年

113 



剛紙6-71

【自動扉保守点検業務】

1 .業務概要

国土交通大学校の自動扉設備について、円滑に稼動させ、運用に支障のないように点検

及び保守を行い、良好な機能を保持させること。

2.点検周期、時間

点検周期 r3.対象箇所』の捺印の箇所については年1回、それ以外の箇所は年2

固とする。

点検時間 : 平日 8時30分-17時15分

3.対象設備

別紙5r設備一覧表j参照

4.業務内容

( 1 )点検内容

①駆動装置

Oギヤポックス
Oモーター
0駆動、ガイドプーリー
O駆動Vベルト
0クラッチ

②制御装置

③起動、補助公電スイッチ

④駆動装置

O吊りレール

0モーター

(2)保守業務

-目視(異音、加熱、損傷のチェック)

・目視(異昔、加熱、損傷のチェック)

・目視(摩擦、損傷のチェック)

・目視(摩擦、損傷のチェック)

・目視(摩擦、損傷のチェック及び調整)

-目視(損傷、異常加熱接続コード等の損傷、接続コネ

クターのチェック)

-目視(損傷ーのチェック)

・検知エリア及び起動・安全信号の発信確認

-目視(摩擦、損傷のチェック)

.取り付けボルト等の締め増し

-目視(損傷の有無、戸車転勤面の摩擦、戸車フランジ

の摩擦チェック)

-転勤時の円滑性の確認

不具合時には、受注者の技術員を速やかに派遣し修理を行うこと。
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捌紙 6-81 

【厨房排水処理設備保守・点検業務】

1 .業務概要

因土交通大学校の厨房排水処理設備について、処理水が法令等で定められた水質基

準に適合するため水質管理、機器の運転管理及び運転記録の作成等を行う。

2. 点検周期

別表参照

3. 対象機器

別紙5 r設備一覧表』参照

4. 業務内容

別表参照

5. その他

( 1 )報告記録(様式任意)

落札事業者は、点検毎に以下の報告書等を提出する。

①排水処理設備維持管理報告書(点検毎)

②水質分析計量証明書

(2 )適用

次に掲げる費用は、本業務の適用から除外する。

①BC槽内部リタクターの交換費用

②水槽清掃及び汚泥残遺処分費用

③脱臭材交換費用
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捌表(別紙6-8)関週

項 目 肉 R官h 頻 度

運転条件 各機器装置運転時問、流量等の確認及び設定 1回/10日

の 調 整 (薬注量、曝気量、循環水量等)

前 処 理 原水の状況点検(色、臭気、曝気状況) 1回/10目

関 系 スクリーン状況点検調整(洗浄・爽雑物除去) 1回/10目

薬注関係 バイオユニットの作動確認・調整・清掃 1回/10日

(1¥.イt1ニヲト) 薬剤の残量確認・補充{補充薬剤はDANAK-P-7とす 1回/10日

る)

生剤注入ポンプ作動、注入量等の状況確認・調整 1回/10日

生物反応糟 楢内の状況点検(色調、臭気、発砲、曝気状況) 1固/10日

関係 (BC槽)

脱臭関係 ミストセバレーターの点検洗浄 1固/ 月

計器類関系 各機器の電流、圧力、流量のチェック等 1回/10日

回転機器関係 各回転機器の振動、異音、洩れ等 1回/10日

Vベルト、オイル、グリス(水中本.ンプを除く) 1回/10日

の確認

Vベルト、オイル、グリス(水中本.ンプを除<) 適 宜

の補充、交換

電気関係 各電動機器類の絶縁抵抗測定 1回/ 月

レベルスイッチ、その他制御電気機器の点検 適 室

弁類関係 手動#の作動、開度調整、確認点検 適 且'‘ー・

洗浄、清掃 原水スクリーン点検洗浄、その他機器回りの清掃 1回/10日

水質関係 現場確認 (pH、水温) 1回/10日

公的機関での水質分析
-・・・・・・・・・・・・ー------------------------------..・・・・・--------------------------------------
原水(ph、BOD、ss、n-Hex) 1回/3ヶ月
-・・・・・・・・・・・・・・・・・田------------------------------------・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・----------------------
処理水(ph、BOD、ss、n-Hex) 1 回/月

文書、通信 点検、保守、調整の記録連絡並びに書類作成、提出
-----------・・--------------------. 咽._---------------------------------.--‘'・-------

関 係 1 )点検、保守、調整の記録 1固/10日
-------------_.・・...咽_.------------司..田・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・司固 a・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー -・・・・・・・・・・・・・・・ 4・4・・・._----
2)連絡業務 適 宜
-----------------------_.・・・・---------------_.・・・.-----------------ーーーーーーーーーーーーーーーー
3)定期書類 1回/ 月
----------ー...・ー-------ー・・・・・・ーー.. ・H唱..._-----------.ーー.. ・4・.-----------------4・・・b・・._---・・・・・・・・・・・・・ a・a・・・.
4)臨時書類 適 宜

特記事項 -点検時間は、平日の8時30分-17時00分とす

る。
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同紙6-=91

【消防設備に係る点検】

1 .業務概要

因土交通大学校の消防設備について、関係法令に基づき点検を行い、良好な機能を維持す

るよう点業務を行う。

2.点検周期

①機能点検年2回 9月、 3月

②総合点検年1回 3月

3.対象機器

別紙5r設備一覧表』参照

4.業務内容

( 1 )点検の基準、結果報告及び資格者

・『消防法J、『消防法施行令J、『消防法施行規則』及びこれに基づく以下の告示並びに

『国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築保全業務共通仕様書J(平成20年版)Jに

よる。

①『消防法施行規則の規定に基づき、消防用設備等の文は特殊消防用設備等の種類及び

点検肉容に応じて行う点検の期間、点検の方法並びに点検の結果についての報告書の

様式を定める件J(平成16年5月31日消防庁告示第9号)

②『消防用設備等の点検の基準及び消防用設備等点検結果報告書に添付する点検票の様

式を定める件J(昭和50年10月16日消防庁告示第14号)

③その他、該当する告示

(2)防火管理者の要請に対応する事項

-消防設備の使用方法

5. その他

( 1 ) 点検前に点検予定者一覧表を提出すること。様式は、 ~r消防用設備等の点検の基準

及び消防用設備等点検結果報告書に添付する点検票の様式を定める件J別記様式第

3~ を準用すること。

(2) 点検結果報告書へ記載した不具合箇所の写真を提出すること。

(3) 点検終了後は、必ず適正な状態とすること。

(4) 本業務に必要な試験機器及び消耗品は請負者の負担とする。
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医亙ヨ

【運転・監視及び日常点検・保守業務】

1 .業務概要

因土交通大学校の中央監視装置を用いて、空調等設備機器等の運転と運転状態

を監視し、正常な運転状態を保持するため、 24時間の監視体制をとるとともに、

日常巡視点検を行う。

2.業務時間等

( 1 )常駐管理業務

業務目:平日

業務時間 :8時30分-17時15分

(2)遠隔監視業務

業務日:毎日

業務時間 :24時間

3.機器仕犠

現在の中央監視装置のシステムは、ジョンソンコントロールズ(株)製のメ歩

シスで構築されている。

4.業務内容

( 1 )常駐監視業務(1名以上聞置)

①運転管理業務

1.中央監視装置を用いて、以下の業務を行う。

a.研修棟に設置されている中央監視装置に入力されている管理点に対し

て運転・監視及び操作を行う。

b.夜間及び休日等の無人状態における管理点の遠方運転・監視及び操作

を行う。

C.設備異常、災害発生等に伴う重大な危険が認められる場合の本校との

連絡及び調整を行う。

d.監視上における各種運転機器の指示値の確認と記録を行う。

通報または警報があった場合には速やかに異常の有無を確認し、必要

な指摘を行うとともに担当職員に報告すること。

e.月間報告書を月末までに担当職員に提出すること。

2.設備機器の日常巡視点検

別表参照

②遠隔監視業務
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1 .電話回線を利用した遠方監視システムとし、 24時聞の監視体制をとる

こと。

2.中央監視装置に入力されている管理点を把握し、国土変通省職員と綿密

な連絡を取り、以下の業務を行う。

a.研修棟に設置されている中央監視装置に入力されている管理点に対し

て運転・監視及び操作を行う。

b.夜間、休日及び日常巡視点検等の中央監視室が無人状態における場合

の管理点の遠方運転・監視及び操作を行う。

c.設備異常、災害発生等に伴う重大な危険が認められる場合の本校との

連絡及び調整を行う。

d.監視上における各種運転機器の指示値の確認と記録を行う。

通報または警報があった場合には速やかに異常の有無を確認し、必要

な指摘を行うとともに担当職員に報告すること。

※遠隔監視業務については、常駐管理業務とは別に24時間体制で中央監視室

に常駐し監視することで、遠隔監視業務に代わるものとする。

(2) (別紙5)設備一覧表 研修棟空調設備28、29に係る節電効果報告

節電に対する達成度(節電率等)に関する報告を、上記月間報告書と合わ

せて行うこと。

5.その他

( 1 ) 落札事業者は、契約後速やかに業務実施計画表及び業務実施体制表を作成

の土、提出すること。

(2) 業務の遂行に必要な下記の材料等は、落札業者の負担とする。

油脂類(グリス、マシン油)、パッキン類、一般機器工具類、必要備品(机、

椅子、ロッカ一、書類棚等)、事務用品、各種点検用紙、トナ一、ウエス等
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捌表(別紙7)関組

l 空調設備

機器名称 点検項目 点検周期

日 週

冷温水発機 1 ;冷温水入口温度及び出口温度、冷却水入口温度及

(吸収式) ぴ出口温度、高温再生器温度及び庄力、本体真空度の O 

確認

冷却塔 1. 水槽の水漏れ及び水位の確認 O 

2. 送風機の異音又は異常振動の有無 O 

ポンプ 1. 各部の異音又は異常掻動の有無 O 

(冷温水系) 2. 軸封部からの水漏れの適否 O 

(冷水・温水系) 3. 運転電流の適正の確認 O 

(冷却水系)

チリングユニット 1.冷水(冷温水)入口温度及び出口温度並びに圧力、 O 

空気熱源ヒートポン 圧縮器の電流及び庄力、潤滑油圧力などの確認

プユニット

2.給排水霞備

犠器名称 点検項目 点検周期

目 月

真空式温水発生機 1. 連成計(真空)の指示値の確認 O 

2. 水面系の水位の確認 O 

3. 燃料系統からの漏れの確認 O 

4. 給湯温度の確認- O 

5. 水漏れの確認 O 

6. 点火装置の正常勤作確認 O 

貯湯タンク 1. 給湯温度、水頭圧力の確認 O 

2. 各部の水漏れの確認 O 

3. 循環ポンプの動作確認 O 

3. 自動制御設備

機器名称 点検項目 点検周期 | 
日 月

中央監視装置 1.外観の汚損、損傷の有無 O 

2.欠測又は通信異常の有無 O 

3.プリンターの印字機能の確認 O 

4.警報信号の確認 O 
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【清掃業務(宿泊棟除く)】

1.業務肉容等

(1 )基本原則

①計画的に作業を実施し、清掃効果を十分に発揮させるようにする。

②各清掃場所及び各床材等の特性を検討し、最適な清掃資材等を使用する。

③作業員については、厳選せることはもちろん日常の教育訓練等も+分に行う。

④光熱水費を必要最小限に留めるよう常に努める。

⑤その他、管理厚生棟等の美観を維持するように努める。

(2)業務日等

7.屋内清掃(日常清掃)

①平日

②時間:8時30分-12時15分、 13時-17時15分。

イ.屋外清掃

① 10月1日-12月28日の月曜~金晦日(ただし、祝日は除く。)

別紙8

悪天候等により困難な場合は、本校担当者と協揺のうえ清掃作業を1月4日以降に延期

するものとする。

②時間:8時30分-12時15分、13時-17時15分。

ウ.各執務室清掃

①毎月1回(日程については、大学校と協識する。)

②時間:原則8時00分-8時30分。

工.特別清掃

①閉庁日に年間2因。(日程については、大学校と協議する。)

②時間:8時30分-17時15分。

(3)業務内容等

①屋肉清掃の方法については、別表1のとおり。

②作業要旨については、別表2のとおり。

③特別清掃要旨については、別表3のとおり。

④屋外清掃の方法については、別表4のとおり。

⑤作業を終了した毎に作業日誌に作業内容を記載し、提出する。

(4)業務実施上の注意

①落札事業者は、善良なる管e理者の注意をもって作業を行うものとする。

②建物・設備等に損害を与えた場合は、大学校に速やかに報告をするとともに、作業員の

故意または過失による場合は落札者において現状回復等その寅を負うものとする。

③業務の運営に関して、緊急に必要と認められることが生じた場合には、落札事業者に対

して所要の措置を求め、そのとった措置については報告させることができる。

④清掃にあたっては、清掃用水等が建物内外に飛散しないようにするとともに、落下事故等

のないよう安全対策に+分注意して行うこととする。

⑤備晶等を移動する場合は、破損のないように注意するとともに、作業終了後は必ず原状に

戻すこと。

⑥清婦に従事する者の鹿行場所への出入りlこついては、大学校の指示に従うこと。
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2.作業員の管理

(1 )落札事業者は、作業規律の維持及び衛生に留意し、作業員に指導・徹底をするとともに、

作業服を着用させ落札者の従業員であることを示す証明書を鵠行させるものとする。

(2)作業員には、礼儀正しく職員及び研修員等に不快の感を与えることのないよう指導し、なるべ

く同一人を継続して従事させること。また、病気等により同一人を従事させることができない場

合は、速やかに継続して作業できる者を選定すること。

3.清掃業務遂行よ必要な資機材の負担区分

(1 )大学校が負担するもの

①光熱水料

②消耗品(トイレットペーパ一、指定有料ゴミ袋、マジックリン、クリームクレンザー、

水石鹸・粉石鹸、トイレ用・洗濯用等洗剤、台所用潔白剤等)

(2)落札事業者が負担するもの

①清掃員の事務用品、工具・清掃用具・被服類

②消耗品(洗浄剤・ワックス類等)

4.その他

-業務開始前に作業実施予定表(月間)及び作業に従事する者の名簿(業務名、氏名、性別等

を明記したもの)を作成し、提出する。
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屋肉清掃の方法

番号1 作東丙

!床の清福

2 I手摺の清掃

31扉の清掃

4 Iスイッチ回りの清掃

5 I流し台の清掃

61衛生陶器の清掃

7 I汚物の処理

8 Iペーパー・水石鹸の補給

9l吸殻捨・灰皿清掃

101紙屑等処理

E生ゴミ・金属・ピン類等の処111理
←圃

12 I古新聞等の処理

手摺の
き掃除を行う。

扉o芳

スイッチ回 "J~‘

る。

トイレの汚
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|別表2(別紙8関連)I 
作業要旨

期l面 積I 清掃内容 l床の
I固/3日 21.441揃き拭き、灰血清掃、が到拭き l石質タイル

(本館) ITELl寸ー l週1回 6. 721掃き l石賀タイル
自販機コーナーI週1回 6.721掃き拭き l石賀タイル
Zン円以日ピー11回/3日 79.211掃き拭き l石質タイル
I:"~;ンンス 11回/3日 92.161掃き拭き I石質タイル
喫煙3サー 1毎日 38.41掃き拭き、灰皿清掃、ずミ処理 l塩ピ・シート
湯沸コーナー l毎日 18. 711禍き拭き、生ずミ処理、流し台滑鍋l塩ピ・シート
ヨピーコーナー l週1回 9.51掃き拭き、ずミ処理 l塩ピ・シート
階段 l週1回 1 276. 741掃き拭き、手すり拭き l塩ピ・シート
トイレ l毎日 176.231床の水拭き、ずミ処理、田・間仕切l磁器質9イル

りの拭き、洗面台の洗浄、舗の拭
き、衛生陶器類を適正な洗剤で洗
浄、汚物の処理、 H'"~I\. -".ー・手
洗い石鹸水等の補充

掃き拭き、手すり拭き

栂き拭き、手すり拭き

鍋き拭き

銅き拭き

廊下 l週1回 1 826.9561 塩ピ・シート
3F廊下 l週1回 169. 851 1~{ß，bーへ.外
集会室 l週1固 67.581 泡ピ・シート

和室 l週1回 33.791 畳
研修棟 t陪段 t週1回 '-249. 2"1 ... 本館階段と同様 .，イ肋ーへ1l

廊下 l週1回 1 1192.5751掃き拭き l'イ帥ーへ.外
ロビー 11回/3日 1 358. 161揖き拭き Hイ帥ーへ・外
ラウンジ 11回/3日 531.91掃き拭き I'{帥ーへ・外
湯沸室 I毎日 2.81事 本館湯湧室と同様 I趨ピ・シート
喫煙コーナー 1毎日 1 121.431掃き拭き、灰皿清婦、ずミ処理 l酎:，~.レヲト性
自販機コーナーI毎日 1 42.3151婦き拭き I~イルカーへ・ H
トイレ l毎日 254.981* 本館トイレと同様 I磁器質例ル
コピー室 l毎日 1171 * 本館コピー室と同様 l泡ピ・シート
工ントランスホール l週1固 64.251栂き拭き l磁気買9イル
ホール l週1回 901掃き拭き l'イ肋ーへ.外
多目的ホール 14ヶ月1回 1201栂き拭き l木床
アリーナ 14ヶ月1回 986.41掃き拭き l木床
階段 l週1回 361揖き拭き l'イ肋ーへ・外
廊下 l週1回 431鍋き拭き 1~{ß，bーへ・外
トイレ 1毎日 1 35.251事 本館トイレと同様 l'イル
更衣室 I週1固 441掃き拭き 11:.ニー防ート
身障者目ヲカーl週1回 51婦き拭き 11:.ニー肋ート
身障者シ骨子l週1回 51掃き拭き I~イル
ラウンジ l週1回 351摘き拭き l'イ肋ーへ.ヲト
トIrニンゲ室 l週1固 1 171. 61掃き拭き 11:.ニールシート
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，H師事所
ホール肉
ステージ

ホワイエ
工ントランス l週1国
外部テラス l週1回
廊下 l週1回
女子トイレl週1回
男子トイレI週1固
階段室 l週1回
2階廊下 l週1回
アルコーブl週1回

面
一寸窃1
23.231描き拭き
56.21掃さ拭き
22.081掃き拭き
34.951婦さ拭き
108.931掃き拭き
11. 721 * 本館トイレと同棟
11.72ド 本館トイレと同様
26.551摘き拭き
127.41婦き拭き
4.371捕き拭き

遍1面
閲覧3ート I週1因
。，-*，トコーナー週1回
グループ討識l週1回
玄関 1 週1固
玄関2 週1回
女子トイレl毎日
男子トイレI毎日
身障者トイレ l毎日
検索コーナー l週1回
貸出l-t- I週1回
階段室 l週1回
2階廊下 1週1回
OAルームA 週1固
OAルームB 週1固

'S'T冒
寸冒

fo瓦-5-9
20.31掃さ拭き
40.61掃き拭き
55.971揖き拭き
19.51掃き拭き
9.711婦き拭き
12.311 * 本館トイレと同様
10.261 * 本館トイレと同様
6.951事 本館トイレと同様
6.491帰き拭き
12.931掃き拭き
30.791掃き拭き
151. 231掃き拭き
15.61描き拭き
16.21掃き拭き

苦闘ーへ.ヲト
'イルカーへ.ット
9イルカーへ.ヲト
9イルカーへ.ヲト
磁器質，~ル
磁器質'~Jl.
t'ニールシート
ピニールシート
ピニールシート
ヵ，へ.ヲト
カーへ.ヲト

ピニール9イル
ピニー帥イル'4帥ーへ.ヲト
9イルカーへ.ヲト
F雪おす

I面
計画管理部l月1固
建設部 1月1回
測量部 I月1回
講師控え室l月1固
枝長室 l月1固
校長秘書室I月1回
副校長室 1月1回
特別会議室l月1回
総務部長室l月1回
教授室1 月1回
教授室2 月1回
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軒両ーへ・，~
'4MJーへ.ヲト
9イルカーへ.ヲト
9イルカーへ.ヲト
9イルカーへ.ヲト
9イルカーへ.ヲト'4Jl.1Jーへ.ヲト
9イルカーへ.ヲト
'4Jl.1Jーへ.ヲト
9イルカーへ.ヲト
9イルカーへ.ヲト
9イルカーへ.ヲト
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-清婦の範図

底面潟鍋

名

萱璽軍生血1監

針

管理厚生線2階

-濡織の方法

清鍋場所

ピニJJ..床タイル
長尺泡ピシート
フローリング

磁気タイル.御a
石、コンクリート

タイルカー・ペッ
ト、ジュータン

窓ガラス

称

鳳除室

TELコーナー

|白隠織コーナー

Zントランスロピー

Zントランス

|喫煙コーすー

|渇湯コーナー

コピーコーナー

A会総重

|敏稽・総務鐸

18I飾食堂

食堂

階段①

|陪腫由

階段@

健所①

優勝@

廊下

脇師鐙室

B会隠室

|計画管理部

|計図管理舗長室

|並陸飽

E量紐留昼寝

測畳部

刻置続長室

渇湯コーナー

コ1:'，ーコーナー

喫煙コーナー

自販樋コーナー

絡会室{小}

続会室(文}

階段①

際段(2)

階段@

便所的

便所@

廊下

豪商法浄作象

仕上材の塗布

表面Je浄作象

表面洗浄作袋

銀き清鍋

|別表3{別紙8関連)I 
特別清掃要旨

数量(m2) 床の材質

21.440 宥賀9イル

6.720 石賀何ル 室 21.760 何川ーのト

6.720 石賀何ル 19.2叩 何川ーへ.ヲト

79.210 右賀何ル 室 57.340 9イ肋ーへ.ヲト

92.160 宥質'イル

19.2∞ 組ピ・トト 室

6.080 泡ピ・を-t
4.750 纏ピ・シート

38.910 'イルカーへ・，ト

229.370 'イルカーへ.ヲト

27.360 纏ピ・シート 169.850 ，イルカーへ.ヲト

246.272 泡ピ・トト 計 516.1160 

26.250 塩ピ・トト 合計 3383.728 

47.320 組ピ'rト
64.800 組ピ・シート .11・ラス精鋼
36.480 硲.貨何ル 名 称 数量(m2)

36組。 硲星雲貿'イル !多目的研修練 501.41 

424.106 泡ピ・シート 管理厚生練 750.07 

1413.628 ホール・渡り廊下 460.92 

89.080 何MJ-'ヲト 研修練 1.654.17 

38.4叩 'イルカーへ.ヲト 合 計 3.366.57 

132.430 'イルカ-，，'ヲト

42.720 何帥ーへ.ヲト

132.430 '坐を司~1J-
42.720 'イルカーへ.ヲト

147.740 'イルhーへ.ヲト

42.720 'イルSーへ.ヲト

6.080 組ピ・トト

4.750 泡ピ・トト

19.2∞ 組ピ・←ト

39.320 泡ピ・シート

33.790 泡ピ・シート

67.580 祖国ピ・シート

26.250 l抱ピ・トト

47.320 傷ピ

64.8∞ |泡ピ・シート

36.480 瞳器質何ル l

36.480 |磁器質何ル|

402.850 抱ピ・トト

1453.140 

清 栂 実 施 方 法

... . 洗浄剤を用い行、ポいリ、ッ床シ面ャをー+に分よ乾る床操面させのる汚これとを.除去すること.除去後汚水の
処理を完全に

.... 床面が完全に乾燥した後に鐙布材{ワックス}をモップに含ませ、むらの緩いよ
う鐙布し‘必要に応じて盤ね鐙りを行うこと.

... . Je浄剤を用い、ポリッシャーによる床面の汚れを除去すること.除去後汚水の
処理を完全に行い、床面を十分乾燥させること。

... . 洗浄剤を用い.ポリッシャーによる床面の汚れを除去すること.除去後汚水の
処理をバキュームで完全に行い、床面を+分乾燥させること.

.... 枠専用・さクんリ等ーにナ付ー猪をし用たい3‘銀座等汚れを落とし.乾布庖き仕上げをするとともに
付猪 汚水、鹿野は縫巾毒事で清水鏡きとする.
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|別表4(別紙8関連)I 

屋外清掃の方法
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【清掃業務(宿泊棟)】

1.業務内容等

(1 )基本原則

①計画的に作業を実施し、清掃効果を十分に発揮させるようにする。

②各清掃場所及び杏床材等の特性を検討し、最適な清掃資材等を使用する。

③作業員については、厳選せることはもちろん日常の教育訓練等も十分に行う。

④光熱水費を必要最小限に留めるよう常に努める。

⑤その他、学寮の美観を維持するように努める。

(2)業務日等(清掃面積は、別表3参照)

ア.日常清掃

①平日(但し、研修の実施されない期間(3月中旬~下旬)を除く)

※研修の実施されない期間については本校と協議する。

②時間:8時30分-12時15分、 13時-17時15分。

イ.排水部清掃

① 8月中旬 1日間(日程については、本校と協議する。)

②時間:8時30分-12時15分、13時-17時15分。

(3)業務内容等

①日常清掃の清掃範囲及び清掃基準については、別表1のとおり。

②排水部清婦の清掃範囲及び清掃基準については、別表2のとおり。

③作業を終了した毎に作業日誌に作業内容を記載し、提出する。(様式任意)

(4)業務実施上の注意

①落札事業者は、善良なる管理者の注意をもって作業を行うものとする。

別紙9

②建物・設備等に損害を与えた場合は、大学校に速やかに報告をするとともに、作業員の

故意または過失による場合は落札者において現状回復等その貨を負うものとする。

③業務の運営に関して、緊急に必要と認められることが生じた場合には、落札事業者に対

して所要の措置を求め、そのとった措置については報告させることができる。

④清掃にあたっては、清掃用水等が建物内外に飛散しないようにするとともに、落下事故等

のないよう安全対策に十分注意して行うこととする。

⑤備品等を移動する場合は、破損のないように注意するとともに、作業終了後は必ず原状に

戻すこと。

⑥清掃に従事する者の履行場所への出入り!こついては、本校の指示に従うこと。

2.作業員の管理

(1 )落札事業者は、作業規律の維持及び衛生に留意し、作業員に指導・徹底をするとともに、

作業服を着用させ落札事業者の従業員であることを示す証明書を携行させるものとする。

(2)作業員には、礼儀正しく研修員等に不快の感を与えることのないよう指導し、なるべく同一人

を継続して従事させること。また、病気等により同一人を従事させることができない場合は、

速やかに継続して作業できる者を選定すること。

3.清掃業務遂行上必要な資機材の負担区分
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(1 )大学校が負担するもの

①光熱水料

②消耗品(指定有料ゴミ袋、ビニール袋・水切りネット(三角コーナー用)、台所漂白剤、

洗剤(トイレ用・パス用・ガラス用・除菌用)、洗還用石鹸等

(2)落札事業者が負担するもの

①清掃員の事務用品、工具、清掃用具、被服類

②消耗品(洗浄剤、ワックス類等)

4.その他

・業務開始前に作業実施予定表(月間)及び作業に従事する者の名簿(業務名、氏名、性別等

を明記したもの)を作成し、提出する。
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|別表1(別紙9関連)I 
宿泊線共用部清編集務(日常}清掬範囲及ぴ清婦基串

容肉5事S民橿>>1清栂箇所

-床のモップ衝け
・床のゴミ収集及び鍋除彼等での泊鍋
.テーブルの清鍋
・椅子及び制等の水続き、t式きょげ
・カーテンの昇降
・ダストボックス天井銀{冷暖房吸込口)の栂除彼等での清栂
.涜し及び冷車庫の清栂・除菌
・電気ポット及びコップ等の清栂
・研修員朱入寮階の電気ポットの電源切断
.続聞及び経路等の廃棄
・ゴミ袋等の補完
{和室}
・鍋除銀総Iす
・テーブルの清栂
・テレ

‘毎日
<>箇所Iま、t日置きに行う.
ロ箇所I玄、必要に応じて行う.
0箇所I弘毎日現状をE書留後、必要がないと判断される場合は作業を省略することができる.
l!.箇所I玄、 1日置きに現状を確認後、必要がないと判断される場合は作梁を省略することができる.

130 

。@。。
0
0
0
0
0
0
0

{注1)
{注2)
{注3)
{注4)
{注5)



宿泊棟共用部清掃業務(排水部)清掃範囲及び清掃基準

1.清掃箇所及び作業内容
.①排水部清掃

ユニット肉部の排主豊旦汚れ、詰まり等洗浄、調整

201-205号室)

3.作業手順
①準備

|別表2(別紙9関連)I 

寮室ユニット肉の洗面台下回にある化粧 を取り外し、排水口部を確認する。
②目皿(へアキャッチ等)部分
へアキャッチ等を取り外し、髪の毛や汚れを取り除いた後、浴室用洗剤(中性)を
スポンジや柔らかい布文は歯ブラシに付けて洗い流す。
③排水トラップ
トラップ本 スポンジや歯ブラシに洗 H 性)を付けて、汚れを洗い流す。
④排水ホース及び排水口(チューブ)
ホース・排水口本 をスポンジや歯ブラシに洗 H )を付けて、汚れを洗い流す。
⑤排水部付近
排水部付近にスポンジや歯ブラシに洗剤( 性)を付けて、汚れを洗い涜す。
⑥排水口洗浄
排水管用の洗浄剤を用い、洗い流す。
(排水管専用洗浄剤は、毘水管の詰まりの主な原因である有機物を分解し、排水機能
を回復させる事を目的としたものを用いる)

⑦現状回復
排水漏れ・詰まり等がない事を確認した上で、取り外した包粧 を元通りに装 する。
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|別表3(別紙9関連)I 
清掃床面積表(1 ) 

{単位:nf) 

室 名 材 料 面 積 室 名 材 料 面 積

共 用 部
A 楳

廊下 1 F タイルカーペット 99. 16 洗理室 1 F vs 20.33 
2F タイルカーペット 99. 16 2F vs 20.33 
3F タイルカーペット 99. 16 3F vs 20.33 
4F タイルカーペット 99. 16 4F vs 20.33 
5F タイルカーペット 99. 16 5F vs 20.33 

(小計) 495.80 (小計) 101. 65 

アルコーブ 1 F タイルカーペット 16.12 EVホール 1 F タイルカーペット 31. 50 
2F タイルカーペット 16. 12 2F タイルカーペット 31. 50 
3F タイルカーペット 16. 12 3F タイルカーペット 31. 50 
4F タイルカーペット 16. 12 4F タイルカーペット 31. 50 
5F タイルカーペット 16. 12 5F タイルカーペット 31. 50 

(小計) 80.60 (小計) 157.50 

アルコープ 1 F vs 4.20 階段 1 F タイルカーペット 42.00 
2F vs 4.20 2F タイルカーペット 42.00 
3F vs 4.20 3F タイルカーペット 42.00 
4F vs 4.20 4F タイルカーペット 42.00 
5F vs 4.20 5F タイルカーペット 20.82 

(小計) 21.00 (小計) 188.82 

韻話室・湯沸室 ， F フローリング 41.65 テラス・出入口 ， F タイJレ 34. 72 
2F フローリング 41. 65 バルコニー 2F  タイル 10.98 
3F フローリング 41.65 3F タイJレ 10.98 
4F フローリング 41. 65 4F タイル 10.98 
5F フローリング 41.65 5F タイル 10.98 

(小計) 208.25 (小計) 78.64 

畿括室 ， F タタミ 15.58 
2F タタミ 15.58 
3F タタミ 15.58 
4F タタミ 15.58. 
5F タタミ 15.58 

(小計) 77.90 

132 



清掃床面積表 (2)
(単位:nf) 

室 名 材 料 面 積 室 名 材 料 面 置
共用部 共用部
c 棟 B 棟

荷(予， -5 F) タイルカーペット 596.60 廊下 1 F タイルカーペット 172.57 
2F 

アルコープ タイルカーペット 80.60 譲り廊下 1 F タイルカーペット 27.50 
(' -5 F) 2F 27.50 
アルコープ VS 21.00 ヱントヲンス 1 F タイル 16.62 ( ， -5 F) 玄関 1 F タイル 44.54 

談話室・湯F沸)室 フローリング 208.25 傘立て・下足室 タイル 18.05 
(' -5 下足室 VS  21. 15 

|談(話1室-5 F) 
タタミ 77.90 自動販売機コーナー VS  10.37 

電話コーナー タイルカーペット 10. 10 

|洗子室
VS  101.65 リネン庫 VS  2.86 I 

-5 F) ラウンジ タイルカーペット 93.40 
EVホール タイルカーペット 157.50 便所 1 F VS  12.32 
(' -5 F) 2F 4.90 

|階(段， -5 F) タイルカーペット 188.82 すフス 1 F タイJ(， 75.60 
2F 28.29 

テヲス・出入口 1 F タイJレ 36.47 階段 1 F タイルカーペット 23. 10 
パルコ一一 タイJレ 43.92 女子洗温室 VS  17. 16 
(2-5 F) 脱衣室 簾マット敷 15.96 

共同吟場 花崩岩 22.00 
集会 タタミ 55.00 

特別警
タイルカーペット 14. 10 

|特別 タイルカーペット 7.03 
管理 VS 11. 00 
OAルーム タイルカーペット 8. 78 

清掃面積表 (3) 寮室排水部(1 ) 
(単位:nf) 

室 名 担 料 面 積 箇 所 室数 室番号
専用部 一般用 350 101-570 
B 棟 講師用 51特201-205

事務室 タイルカーペット 32.50 身体障害者用 21特101-102
身体障害者
宿泊室(1 ) タイルカーペット 12.50 

|合計室語7|宿泊室 (2) タイルカーペット 12.50 
|身体障害者
便所・浴室(1 ) タイJ(， 6.00 
便所・浴室 (2) タイル 6.00 
特別宿泊室(， ) タイルカーペット 8.30 

(2) タイルカーペット 8.30 
(3) タイルカーペット 8.30 
(4) タイルカーペット 8.30 
(5) タイルカーペット 8.30 
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捌紙 101 

【除草業務】

1 .業務概要

大学校敷地内の除草を行い、快適な研修環境を聾備する。

2. 除草期間・時間

全体除草 (全 1回) 7月上旬~下旬(予定)
部分除草 (全8回)時期は、別途協議とする。
作業時間 平日 8時30分-17時 15分

3. 業務内容 ・別表図面における箇所を機械及び手作業により除草を行う。(部分
除草については図面の四角で固まれた範囲のみ)
※別添図面の赤色箇所についての仕上げは手作業とする。
-除草後の草等は、落札者の負担にて適正に処分すること。

4. その他 ・作業に際しては、職員、近隣住民、通行人、車両等に配慮し、安全
第一にて行うこと。
・警備システムに注意し、作業を行うこと。
・宿泊棟中庭には、ライトが設置しであるため、機械による作業の際

には十分注意すること。(また施設及び設置物等を破損させた場合

には、必ず本校へ報告を行い、実質弁償すること)

・実施時期は、現場の状況により、協議の上行うものとする。
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|別表(別紙10関連)
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|別紙111 

【守衛業務】

1 .業務概要

因土交通大学校庁舎肉における火災、盗難等を防止するとともに違法・不当な行為を排除し、

本校が行う業務の円滑な運営に寄与することを目的とする。

2.警備委託箇所、配置人数及び警備時間

以下のとおりとする。

なお、労働基準法に沿った休憩、休息等により落札者警備員(以下『警備員』という。)が警

備業務に従事しない場合は、必ず他の警備員が警備業務に従事し、常態として、請負時間中の常

駐警備が確保されていること。

配置場所

守衛所

及び庁舎内外巡回

3.警備員の勤務要領

( 1 )勤務姿勢

配置人数 警備時間

平日 7:00-13:00 
勤務形態

座しよう及び

動しよう

警備員は本校の秩序を維持し、災害防止及び安寧な執務環境を保持する役割を担う者とし

ての自らの責務を自覚し、言動・服装等の容姿に十分注意を払い、厳正な勤務態度を保持す

ること。

(2)報告

①警備報告

1 )警備員は、毎日の警備状況を本校が配布する守衛日誌に所要事項を記入の上、守衛に

提出する。

なお、報告内容で重要な事項については、口頭で監督職員に報告する。

2)緊急時及び緊急と判断した場合は、直ちに総務課監督職員に報告する。

②事故報告

事故発生の際には、速やかに監督職員に電話又は口頭で報告すると共に、特に指示され

た場合には、書面をもって報告する。

(3)警備要領

①庁舎玄関等の開閉等業務

特に指示のあった場合の他、所定の時刻になったら正門、玄関等の開問、国旗等の掲揚

及び降納を行う。

②庁舎内の施錠

所定の方法により庁舎内の施錠を行う。

③災害、事故及び故障発生時の措置

災害、事故及び庁舎内の設備の故障が発生したときは、監督職員に通報し、監督職員の
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指示の下、応急措置をとる。

④不審者等発見時の措置

不審者等を発見したときは、氏名・用件等を質問し、必要に応じて身分証明するものの

提示を求める等の適切な措置をとる。場合によっては、監督職員に通報し、指示を仰ぐも

のとする。

⑤出入り管理業務

守衛所受付において、来訪者、納品業者及び工事業者等に対して必要な受付案内業務を

行う。必要に応じて、ボディチェック及び手荷物検査を行う。

⑥車両による来校時における出入り管理及び駐車場管理業務

ア)来訪車両の来校時における身分及び来校目的等の確認

イ)車両の安全管理及び誘導

ウ)庁舎内外に搬出する物品、資材等の確認

⑦庁舎内外巡回業務

ア)不審者、俳個者、侵入者の発見及び措置

イ)不審物の発見と通報措置

ウ)庁舎内での禁止行為の取締り及び庁舎外での禁止行為監視

エ)避難通路における傷害物の除去

オ)漏水、溢水箇所の発見と通報

カ)その他庁舎管理上支障となる行為の取締り

⑧守備所

ア)職員及び来訪者の出入状況の確認

イ)総合案内(来訪者の対応等)

ウ)防犯システム及び防災システムの監視業務

エ)拾得物、遺失物の受付及び処理

オ)非常、異常発生時における対応

⑨その他業務

ア)火災発生時の自衛消防活動

イ)デモ・抗議行動等への警戒

ウ)自衛消防訓練等への積極的な参加

エ)悪天候の庁舎機能の維持(大雨時の漏水確認、雪かき)

オ)その他警備業務上必要な事項

4.費用の負担等

( 1 )警備員の服装及び装備品等必要なものは、落札者の負担において用意するものとする。

①制服、制帽、ネームプレート

②電気メガホン、警笛、警戒棒、携帯用無線機、照明器具

③その他警備上必要なもの

(2)業務上必要とする施設等は、本校が準備するものとする。

①警備員の控室及び仮眠室

②机、椅子等必要最小限度の備品

③業務遂行に必要な電気、ガス、水道、電話
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|別紙12¥

【宿泊棟管理人業務の内容】

1.概要

宿泊棟の入室者及び外来者の安全かつ平穏・円滑な環境を確保するため、所定の業務を誠

実に遂行する。

2.基本的事項

②落札事業者は、宿泊棟の管理人業務に従事する者(以下、『管理人」という。)の配置につい

て円滑な運営と入室者の安全を確保できるよう体制を整える。

③落札事業者は、管理人の教育指導・訓練に万全を期し、接遇・風紀・衛生の維持に責任を

追うものとする。

④宿泊棟の晶位を落とすことのないよう努め、これに相応しい制服・名札を着用させる。

⑤宿泊者及び外来者への応対は、言葉・態度に常に気を付け親切を旨とする。

⑥落札事業者は、業務開始前に業務年間計画表、管理業務計画書及び宿泊棟管理人名簿

(業務名、氏名、性別、生年月日等を明記したもの(履歴書でも可))を作成し、提出する。

⑦業務の遂行に必要な控室、倉庫、什器備品及び業務用の光熱水費は、本校の負担とする。

但し、光熱水費を必要最小限に留めるように常に努める。

⑧落札事業者は、大学校から無償使用を受けている各室等について、業務の契約期間が終了

したときは、速やかに原状に回復して返還する。

⑨大学校が消防訓練等を実施する場合、落札者事業者は管理人を参加させこれに協力する。

⑩大学校との緊密な連絡体制を常時維持する。

3.業務時間等

①毎日(但し、研修の実施されない期間(3月中旬~末)を除く)

※研修の実施されない期間については本校と協議する。

②業務時間:24時間

③記置人員:1名以上

※人員数により、労働基準法に沿った休憩4休息等を行うこととし、休憩、休息等を行う場

合には、休憩、休息等の時間帯を本校と協議する。

4.業務内容等

別表のとおり。

5.報告書等の提出

毎日の状況報告を報告書(管理日誌)として提出する。(様式任意)
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別表(別紙12関連)

項目 l混別 m 積 肉 容

~有一一 rol前語訴事扇面瓦重受詞I研諺爾扇面爾面
各種対応 I '12布資制受領及びii&!(取前九大学校正面入口の開銀、受付用研修員名簿による受付、資斜配付、

l 食.Ii!布{践当者).宿泊蜜鍵等の.し.10カードの慈し、申し込み以外の研修員への対応。l当日研修員の入室受付{研修開始日)
|・畏付用研修員名簿による受付、資料E付、宿泊室鍵等の慈し
01宿泊室の入退室時の鍵等の受け取り
|・外出及び外泊時の宿泊室鍵等の預かり及び保管、再滋し。l研修終了日の退室手続き
|・宿泊室鍵等の返却受取、返却総況の礎a.返却催促
o Ifl治研修員の退~手続き(研修終了日翌日}
I .宿泊室鍵等の返却受取、10カードの返却受取(役目敏務探へ届け}、返却状況の砲毘、活却催促
61研修繍飾の入温室受付
・申込魯{鐙}による受付、食券昆布〈銭当者)、察室鍵等の遮し、10カードキーの渡し、織師周宿泊室への案内、
外出時の宿泊室鍵等の預かり及び保管、再漉し‘退室崎の鍵等の返却受取、胞カードの返却受取、
遅刻状況の確:11.返却催促

61事故及び急街人等の対応及び対処
・訣況ilil!.学寮焼事等への遺絡、大学技連絡体制に畠づ〈各連絡‘近瞬病院の紹介{教SJtlの手配λ医薬品の鑓侠

6 11重傷徳題等の不具合による対処
・可飽な範囲及び軽微な範囲においての修舗及ぴ舗修、対処できない羽合の宿泊室代包絡置.教審露への絡告

61備品の貸し出し及び消粍品の受渡し
・アイロン等の貸し出し、貸し出し1担録、備品の管理、シャンプー等宿泊室用消耗品の受遣し

61研修員用自転車の貸し出し
・健の曇皇室‘貸し出し

61入室鏡銅
l・不審者の発見と侵入隠止.外傷入室者の包録
@I定期巡回及び箇所別点倹
・宿泊線金銭の巡回、定刻によるIii錠及び閉館.来使用察室及び偲所、餓話室{ポット強濁点検).倉庫等の点畿、
各階不要箇所の消灯、火気の点後、宿泊棟2階本館連絡ロの飽鍵及び閲鍵{定刻}、研修民共用図書の管理
侵入者及び不審者、不退怠者等の特徴の飽録及び退寮勧告.不審物の先見及び特徴の飽録、通報.処置
j街灯畿の研修員に対する就寝勧告、門限時の飽錠.門限以降の開銀対応
各階非常階段出入厩の砲毘‘不用品及び可織物、B産品、油脂等の廃品処理技況の点倹

@I防火陵舗の対応及ぴ対処
1 .各階非常戚の確健、3自火柱及ぴ滑火S書、防火服、銀短ロ等の外観的点倹
6 1m備偲舗の点倹及ぴ管理、陸信健器異常時の対応及び対処
・照明総具の管理及び取笹え、共同浴場の点検及び管理
銀舗の外観的点銭、拠常時の各段備担当者への迫絡、絵務課への報告

ム lii備銀鑓の操作
I .照明及び冷緩房制御パネルの録作.警報及び煙多侶号等の発侶による現場健也及び措置、通報。l現場保持
1 .共用銅の窓及びブラインドの開問、喫鍵スペースの点倹
61火災及tJ.自銭災寄等発生時の対応及tJ.対処

・宿泊篠肉放送及び錫尽による研修員等の保麗.本敏速絡体制に~づ〈通報・連絡、泊火活動の実健、
出火の省銀確毘‘昇降鎗の状混確箆及び集者への遮錨.落下及びE倒.倒箪等の

@I宿泊棟管理量目箆の包入
|・宿泊携に闘する事項を鉾細に包録
@I宿泊棟管理日誌等の教務銀への銀出及び受領
1 .自民等の取りまとめ及び鍵出、受領、内容ii腿
61宿泊室鍵等の管理
I .貸し出し及び返却、総況犯留、保管技況の犯湿‘朱返却に対する錨E
01外出届及び外出簿の管理
1 .外泊届の管理、外出自躍の受領及ぴ提示.管理z
61集会室の剥用受付及ぴ$後点倹
|・利用申し出者に対する申し込み受付、利用注窓事項舎の配付、制用後の点倹、冷暖房の限定及び管理
01研修員名簿の管理及ぴ盤廻
|・研修員名簿の受理及び管理.作集別登理、受付用名簿の作成
61入室状況の抱温
-入室状況ー覧等による盤理

61沼館、FAX.伝冨の受付及び伝達‘館内放送
-電信応対及びFAX受理‘伝冨受理、伝達、必要に応じた寮肉放送

61郵便物及び宅E使荷物の受領、保管、受遣し
・宅毘袋容の銃器事及び荷物の受領、郵便物受理、保管、管理、当隊宥への引速し

61研修員の遺失物及び忘れ物の保管、対応
・遺失物の受領及び保管、内容物の掲示、忘れ物の保管.問合せ対応、当E章者への先送

61宿泊室利用案肉の管理
・利用案内の書類の入れtfえ

61清鍋象者{務室}との逮tI
・不具合箇所等の逮絡受Iれ状況ill!、不足備品の繍充、清婦を終了した寮室の抱催。lリネン庫の管理
卜寝具煩の保管状況及び在庫数の抱盤、寝具象者への遮絡、持ち出し;及び交篠田等の寮内放送
61各種お知らせ
・停電、断水‘点後作袋入室等のお知らせ
61敏務保への連絡
l・その他.必要に応じた状i
@I図書館の倒毘及び箆震
l-園魯館λロ及び図魯窒.OAJI戸ムの
61入室者への値段剥用等対応及u臨復対応
・入.者からの質疑応答、予期せぬ事態に対しての第ー対応、非常時の普償金牲との遜封書

61外来宥への対応及び対処
・用積及び目的、氏名、所凪宅事の健鹿、飽録、入寮E寿司の有無

139 



匿亙ヨ

【執務環境測定業務】

1 .建築物における衛生的環境の確保に関する法律(昭和45年4月14日法律第

20号。以下『法Jという。)・建築物における衛生的環境の確保に関する法律施

行令(昭和45年10月12日政令第304号。以下『令』という。)・建築物に

おける衛生的環境の確保に関する法律施行規則(昭和46年1月21日厚生省令

第2号。以下『規則Jという。)等法令に基づく業務

( 1 )管理技術者を選任する。(法第6条第1項)

(2)環境衛生管理業務
法第10条に基づいて、下記の施設の適切な維持管理と良好かつ衛生的

な建物環境を維持するため年間計画の作成、実施状況の確認及び備付帳簿

類の整備保管を行う。

管理厚生棟(守衛室を含む。)、研修棟、宿泊棟、図書館、大会議室

(3)建築物環境衛生管理基準に基づく業務(法第4条関係)

①空気環境測定 (20ヶ所(屋内)+2ヶ所(屋外))
令第2条第1号に定める測定

②飲料水水質検査(給渇水を含む)

令第2条第2号に定める測定

③ねずみ、こん虫等の防除

令第2条第3号に定める防除

④排水再利用水の水質検査

排水再利用水について、排水再利用水の水質基準(昭和56年4月27

日建設省住指発第91号)に基づく検査を2ヶ月ごとに行う。

2.その他の業務

( 1 )煤煙測定(年2回)(大気汚染防止法第16条)

大気汚染防止法(昭和43年6月10日法律第97号)施行規則第15 

条に定める煤煙発生施設の測定を6ヶ月ごとに行い(測定数 外気2点)、
報告書を提出する。

冷温水発生器

(サンヨー吸収冷温水機 TSA-BUト320ECP)1台

(サンヨー吸収冷温水機 TSA-AUW-150EIGIS) 1台

(2)照度の測定(年2回)

事務所衛生基準規則(昭和47年9月30日労働省令第43号)第 10 

条に基づき照明設備の点検及び測定を行い、報告書を提出する。

140 



国土交通大学校(小平本校)提出様式一覧

提出様式1 企業の代表責任者及び本業務担当者

提出様式2 業務実績

提出様式3 本業務実施の考え方

提出様式4 業務毎の実施体制及び業務全体の管理方法

提出様式5 管理業務の実施全般に対する質の確保に関する提案

提出様式6 改善提案総括表

提出様式7 各業務の仕様書類に対する改善提案

提出様式8 緊急時の体制及び対応方法

提出様式9 入札参加事業者等確認書

提出様式10 害約書
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【提出様式1]

管理業務企画書
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【提出様式2]

2.重盛室掛

.+~m!i~Tj{ (1)で示す業務毎に過去3年間の実績を記載すること。

(1)点検等及び保守

匹、.u ヲfH.:I二信ヨ 時期 業務内容

施設規模

請負金額等

(2) l円抑可市'VJ

，、.，~ 発注者 時期 業務内容

施設規模

諦負金額等

(3)回附可雨明
君2(;醤XJ'5!. 発注者 時期 弟拐門谷

施設規模

請負金額等

(4)執務環境調111F畢:M

，---." 発注者 時期 業務内容

施設規模

諦負金額等

、h・~ 、，雪国田-・ .，ー・ .聞・ 司胆圃' . 
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[提出様式3]
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【提出様式4)

-マニニ
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[提出様式5]

5. 

・以下の項目について、 A4用紙5枚以内で簡潔にまとめること。なお、必要に応じ、点検等反び

保守、清掃等業務、警備等業務、執務環境測定業務毎に提案書を様式6，7により作成 (1枚以

内)することができる。

1.管理業務の実施全般に対する質の確保についての考え方

2.管理業務に関する包括的な質(実施要項1.2.1)の確保に関する提案事項
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※表の枠が不足する場合は適宜追加すること。

目

※仕様書類に定める

項目を明記

目

※仕様書類に定める

項目を明記

【提出様式6]

提案の概略

提案の概略
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(3)晋明可'一 | 提案の有無 | 有 無

京間唄目

援仕様書類に定める 提案の概略

項目を明記

(4) …一言境測定業務 | 提案の有無 | 有 無

....，-...，.." ，目

※仕様書類に定める 提案の概略

項目を明記
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【提出様式71

ー一・ る。

(1)改善提案を行う業務及U頃目

(2)改善提案の趣旨

(3)改善提案の内容

(4)最低水準の確保に対する説明
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【様式8]

ι
E
 

か

150 



平成 r年 月

(国の行政機関等の長等) 殿

(郵便番号 ) 

入札参加事業者住 所

商号
又は名称

氏名

電話番号( ) 

(法人にあっては、代表者氏名)

入札参加事業者等確認書

この番面の記載事項は、事実に相違ありません.

{留意事項)

【提出様式9]

{第1面)

日

@ 

1 この書面及び提出書類は、観争の導入による公共サービスの改革に関する法律第10条各
・号に規定されている欠格事由該当性の審査に必要であり、この書面及び提出書類に記載され
ている個人情報については、欠格事由該当性の審査のため、必要な範囲において利用し又は
警察庁等関係行政機関に対し提供します.

2 この書面とともに第8面の一覧表に示す書類の提出をお願いします。
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{第2面)

1 入札参加事業者

| 個人・法人の別 口個 人 ロ法 人

ア入札参加事業者が個人の場合

フジガナ 生年月日 本 籍

氏 名 (性別) 住 所

フ リ j/ ナ

商号文は屋号
事 業 活 動 の 内 容

イ 入札参加事業者が法人の場合

フ 9 j/ ナ 主たる事務所の所在地

商号又は名称 代 表 者 の 氏 名

事 業 活. 動 の 内 容

(記歳上の注意)

1 個人・法人の別』は、臨当するものにO印を付けて下さい。

2 商号又は屋号Jは、蘭号霊記をしているときはその商号を、商号登記していないときは屋号等の名称のうち1個

を記織して下さい.

2 法定代理人

フJ} j/ ナ 生年月日 本 籍

氏 名 (性別) 住 所

{記織上の注意}

1 法定代理人Jは、

①入札参加事業者{法人の場合は、当骸法人の役員)

@入札参加事業者の親会社等(法人の場合は、当践法人の役員)

が、法第10条第6号に規定する f営業に闘し成年者と同一の行為能力を有しない未成年者Jである場合に、当骸未

成年者の法定代理人を記載して下さい。

2 記織しきれないときは、この織式の倒により作成した書面に記載して、第2面の次に添付して下さい。
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(第3面)

3 役員等 .・ー -ー、‘.

フジガナ 生年月日(性別) 本 籍

氏 名 役職名又は名称 住 所

. 

(記載上の注意)

I 入札参加事業者が法人の場合に記織して下さい.

2 役員等Jとは、役員{理事、取締役、執行役、業務を執行する社員、監事、監査投又はこれらに準ずる者)及び

相談役、顧問等名称のいかんを間わず、役員と同等以上の支配カを有する者をいい、その全てを記鍛して下さい.

3 記載しきれないときは、この様式の例により作成した書面に記蛾して、第3苗の次に添付して下さい.
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4 主要株主・主要出資者

|発行済株式の総数|

ア 主要株主・主要出費者が個人の場合

フ日ガナ

氏 名
生年月日(性別)

L 

(第4面)

出資総額

本 籍

住 所

所有株式数文は出資金額 割 iロh 
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イ 主要株主・主要出資者が法人の場合 . . J 

フ!J :J! ナ 7 !Iガナ 主たる事務所の所在地

商号又は名称 代表者氏名 所有株式数又は出資金額 割
・ー ・

(記載上の注意)

1 主要株主とは、発行済株式の総数の100分の5以上の抹式を所有する株主をいいますロ

2 主要出費者とは、出資総額の100分の5以上の額に相当する出資をしている者をいいます。

3 割合は、『所有株式数(出資金額)/発行済株式の総数(出資総額)X1'OOJとします.
4 法第10条第9号の親会社等に該当する場合は、第6面の rs親会社等J欄に記載して下さb、.

(第5面)

合

5 記載しきれないときは、この織式の倒により作成した書面に記載して、個人の場合は第4面の次に、法人の場合は

第5面の次にそれぞれ添付して下さb、.. 
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(第6面)

5 親会社等

ア施行令第3条第1項第1号に該当する場合

O 個人の場合

フ!1 jJ ナ 本 籍

氏 名
生年月日(性別) 住 所

議決櫨の総数 |所有する議決権の数| 割 dロh 

O 法人の場合

フ H ガナ フ!1 jJ ナ 主たる事務所の所在地

商号又は名称 代表者氏名 融決権の総数 所有する議決櫨の数 割 合

イ 施行令第3条第1項第2号に該当する場合

フ !J jJ ナ フ!1 jJ ナ 主たる事務所の所在地

商号又は名称 代表者氏名 その役員に占める自己の役員等の割合

ウ 施行令第3条第1項第3号に該当する場合

フリガナ .フリガナ 主たる事務所の所在地

商号又は名称 代表者氏名 その代表権を有する役員の地位を占める自己の役員等の氏名

(記載上の注意)

1 .r親会社等Jには、入札参加事業者と次の関係(特定支記関係)にある者(施行令第3条第1項第1号から第3号

まで)を記載して下さい.

① その掠主{株主総会において決継をすることができる事項の全部につき能決権を有使することができない抹主を

除く0)又は総出資者の酪決権の過半数を有していること。{第1号}

@ その役員(理事、取締役、執行役、業務を執行する社員又はこれらに準ずる者をいう0)に占める自己の役員又

は職員{過奉2年聞に役員又は職員であった者を含む.以下同じJの割合が2分の1を超えていること。(第2号)
@ その代表権を有する役員の地位を自己又はその役員若しくは聴員が占めていることo (第3号)

2 貌会社等に跨当するものがある場合は、その臨当する欄に記織して下さい.

3 その役員に占める自己の役員等の制合は、『入札参加事業者における自己の役員等の数/入札参加事業者の役員の

数x10 OJとします。
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{第7.面)

6 親会社等の在員等

法人の商号又は名称

フジガナ |生年月日(性別)

氏 名 |役職名又は名称

本
一
住

籍
一
所

、

.，. -・ 6

(記載上の注意)

1 貌会社等が法人の場合は、当践法人の役員等(第3面でいう『役員等Jに同じ.)を全て記敏して下さい.

2 記鍛しきれないときは、この様式の例により作成した書面に毘総して、第7函の次に添付して下さい.
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{第8面)

7 提出書類

この書面のほか、下表に示す提出書類のうち、該当するものを提出して下さい.なお、提出する

書類については、チェック欄にO印を付けて下さい.

鍵 -出 書 類 一 覧 表 チ:t'~
住民票の写し{外国人の場合lま舛国人堂録原票の写し)削

① 入札参加事業者(個人}

②入札参加事業者{個人)の法定代理人揖2

@ 入札参加事業者(法人)の役員
@入札参加事業者(法人)の役員の法定代理人

⑤ 入札参加事業者(法人)の役員と同等以上の支記カを有する者制

@ 入札参加事業者{法人)の親会社等制(個人)
⑦入札参加事業者(法人)の親会社等(個人)の法定代理人

@ 入札参加事業者{法人)の親会社等{法人)の役員
@入札参加事業者(法人)の親会社等(法人)の役員の法定代理人

⑩入札参加事業者(法人)の親会社等(法人)の役員と同等以上の支Eカを有する者

2 登記事項証明書{履歴事項全部寵明書)制

⑪入札参加事業者(法人)
一一一一一一一一一一一一一一一一一一....・M・._-----...._..一一一一…ー

⑫入札参加事業者(法人)の親会社等(法人}

3 戸籍抄本財

⑬入札参加事業者(個人)

@ 入札参加事業者{法人)の役員
一一一一一一一一一一一一一-_..・-…一一一一一一一一
⑮ 入札参加事業者(法人)の親会社等(個人)

⑮入札参加事業者{法人)の親会社等{法人)の役員

4 未成年者登記簿の謄本町

⑪入札参加事業者(個人}

⑮入札参加事業者(法人}の役員

@ 入札参加事業者(法人)の親会社等(個人}
@入札参加事業者(法人}の親会社等{法人)の役員

5 誓約書 、

@ 入札参加事業者(個人)

@ 入札参加事業者(法人)

※1 住民票の写しは、本籍地の毘織のあるものとし、外国人壁録原票の写しは、その者が外国人で外国

人畳録をしている場合に提出して下さい.また、いずれも発行後3ヶ月以内のものを提出して下さい.

※2 法定代理人とは、その者が営業に闘し成年者と同一の行為飽カを有しない未成年者の場合の当骸来

成年者の法定代理人をいいます.

※3 設員と同等以上の支配カを有する者とは、正規の投員ではないが、相談役、顧問等名称のいかんを

間わず、役員と同等以上の支配カを有する者をいいます.

※4 親会社等とは、入札参加事業者と施行令第3条第1項各号のいずれかに骸当する闘係(特定支記聞

係)を有する者とします。

※5 霊記事項証明書(届歴事項全部証明書)は、発行後3ヶ月以内のものを提出して下さい.

※6 戸籍抄本は、その者が営業に闘し成年者と同ーの行為飽カを有しない未成年者の窃合及びその者が

来成年者で婚姻により成年に遣したものとみななされている場合(民法第753条)に提出して下さ
b、.

※7 未成年者霊記簿の謄本は、その者が未成年者であって、営業に関し成年者.と同ーの行為能力を有す

る場合{婚姻により成年に遣したものとみなされている場合を除くJ に提出して下さい.
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【提出様式 101

誓 約 書

件名 国土交通大学校(小平本校)施設管理業務

等法人は、下記に掲げる

1.予算決算及び会計令第 70条の規定に該当する者。ただし、未成年者、被保佐人及び

補助者人であって、契約締結のために必要な同意を得ている者は、同条中、特別の事項

のある場合に該当する。

2.予算決算及び会計令第 71条の規定の該当する者(これを代理人として使用するもの

についてもまた同じ。)

3.契約の履行にあたり故意に工事若しくは製造を粗雑にし、又は物件の品質若しくは数

量に関して不正の行為をした者

( 1 )公正な競争の執行を妨げたもの文は公正な価格を害し若しくは不正の利益を得る

ために連合したもの

(2)落札者が契約を結ぶこと又は契約者が契約を履行することを妨げた者

(3)監督及び検査の実施にあたり職員の職務の執行を妨げた者

(4)正当な理由がなくて契約を履行しなかった者

(5)前各号のいずれかに該当する事実があった後2年を経過しない者を契約の履行に当

たり、代理人、支配人その他の使用人として使用した者

4.競争の導入による公共サービスの改革に関する法律第 10条各号(第 11条を除く。)

の規定に該当する者

5.国土交通大学校長から指名停止を受けている期間中であること

のいずれにも該当しないことを替約します。

支出負担行為担当官

国土交通大学校長 殿

平成年月日

住所

商号又は名称

代表者氏名
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